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「評定」の意味 

   ４：適切に対応している。課題の発見に積極的で、今後さらに向上させるための意欲がある。 

   ３：ほぼ適切に対応しているが課題があり、改善方策への一層の取組みが期待される。 

   ２：対応が十分でなく、やや不適切で課題が多い。課題の抽出と改善方策へ取り組む必要がある。 

   １：全く対応をしておらず不適切。学校の方針から見直す必要がある。 

 

 
記載責任者職・氏名は、令和３年度（報告書作成時）のものです。 
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１．学校の理念・教育目標 

教育理念 教育目標 

「士魂医才」 

本校の創立以来掲げてきた教育理念であります。 

豊かな教養とプロフェッショナルな医療人としての技術を持ち、愛情と誇りを

持って超高齢化社会に向かっている国民の 0 歳から 100 歳までの健康な生活に

寄与し、社会貢献できる人材の育成を目指す。 

豊かな教養とプロフェッショナルな医療人としての技術を持ち、国民の健康に

寄与できる人材の育成のため「挨拶」「感謝」「感動」「責任」を重んじる教育目

標。 

１．人格の形成 

  （１）他人への思いやり、自分の可能性を最大に伸長しようとする謙虚さ 

     と誠実さを涵養する。 

  （２）自分の素直さを高めるよう向上心を育む。 

２．施術者トレーナーとしての責任能力の育成 

  （１）入学者全員の卒業と資格試験合格を達成する。 

  （２）主体的に臨床的な基礎研究に取り組むための提供と知識・技術の定 

     着を図る。 

  （３）地域との連携を深め、社会に貢献できる人材を育成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 記載責任者 職・氏名 校 長  赤 木 恭 平 
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２．本年度の重点目標と取組方法およびその結果 

令和３年度重点目標 達成計画・取組方法とその結果 

１．新型コロナウイルスの世界的まん延する対策として、学校全体の学生や教

職員や家族の健康を守るため、「感染症対策本部」を設け、細心の環境作り

を行い、安心、安全な学校の運営を行う。 

２．授業改善のための研究会の実施 

３．資格試験全員合格に向けた組織的対策の実施 

４．卒業後の進路指導の一つとしての企業説明会の改善実施 

５．地域と連携し、各種イベント等への積極的参加 

 

１．各校舎の出入口を区別し、自動体温計と消毒剤などで予防処置、外部の人の

出入りのチェック等を実施し、効果をあげた。 

２．主体的な授業研究会を前年度に引き続き実施。学科内外の多くの教員が参

加した結果、それぞれの授業の現状と課題を共有して改善の方向性が一層

明確になった。 

３．資格試験合格に向け、各学科とともに組織的な対策を講じ、試験の傾向分析

をし、計画的に進められた。 

４．キャリアサポートセンターを中心とした企業説明会の企画・運営が行われ、

学生の積極的な参加につながった。 

５．北九州市や各団体との各種イベントには、新型コロナウイルスのまん延の

ため残念ながら見送られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 記載責任者 職・氏名 校 長  赤 木 恭 平 
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基準１ 教育理念・目的・育成人材像【平均評定：４．０】 

総括と課題 今後の改善策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育理念と目標・ビジョンに関して日常的に教職員・

学生も意識するような環境作りを行っている。課題

としては、新型コロナウイルスまん延による集会な

どで前年度と同様十分な行動に結びつけない年度で

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更に具体的な行動を全員一丸となって取り組む環境

作りを行うこと。 

なし 

 

 記載責任者 職・氏名 校 長  赤 木 恭 平 
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１－１ 理念・目的・育成人材像  

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

1-1-1 
理念・目的・育成人材像

は、定められているか。 

理念に沿った目的・育

成人材像になっている

か。 

4 

行事などで常に理

念・目的の伝達を

行っていく 

なし なし 

理念等を記した文書 
３つのポリシー 
学校ホームページ 
学則、学校案内 
学生便覧 

理念等は文書化するな

ど明確に定めている

か。 

教室掲示などによ

り努めている 
なし なし 

理念等において専門分

野の特性は明確になっ

ているか。 

本校の専門である

医療の特性につい

て明確に定めてい

る 

なし なし 

理念等に応じた課程

（学科）を設置してい

るか。 

設置している なし なし 

理念等を実現するため

の具体的な目標・計画・

方法を定めているか。 

各学科目標を掲げ

取り組んでいる 
なし なし 

理念等を学生・保護者、

関連業界等に周知して

いるか。 

式典や各会合でも

広報活動により理

念の伝達に努めて

いる 

なし なし 

理念等の浸透度を確認

しているか。 
確認している なし なし 

理念等を社会等の要請

に的確に対応させるた

め、適宜、見直しを行っ

ているか。 

行っている なし なし 
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1-1-2 
育成人材像は専門分野

に関連する業界等の人

材ニーズに適合してい

るか。 

課程（学科）毎に関連業

界等が求める知識・技

術・技能・人間性等人材

要件を明確にしている

か。 

4 

明確にしている なし なし 

学生便覧 
シラバス 

教育課程、授業計画（シ

ラバス）等の策定にお

いて関連業界等からの

協力を得ているか。 

協力を得ている なし なし 

専任・兼任（非常勤）に

かかわらず教員採用に

おいて関連業界等から

の協力を得ているか。 

協力を得ている なし なし 

学内外にかかわらず、

実習の実施にあたっ

て、関連業界等からの

協力を得ているか。 

協力を得ている なし なし 

教材等の開発におい

て、関連業界等からの

協力を得ているか。 

協力を得ている なし なし 
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1-1-3 
理念等の達成に向け特

色ある教育活動に取組

んでいるか。 

理念等の達成に向け特

色ある教育活動に取組

んでいるか。 

4 

取り組んでいる なし なし 

学生便覧 
特色ある職業実践教育

に取組んでいるか。 
取り組んでいる なし なし 

 
1-1-4 
社会のニーズ等を踏ま

えた将来構想を抱いて

いるか。 

中期的（3～5 年程度）視

点で、学校の将来構想を

定めているか。 

4 

定めている なし なし 

 

学校の将来構想を教職

員に周知しているか。 

周知している なし なし 

学校の将来構想を学生・

保護者・関連業界等に周

知しているか。 

周知しきれているかは

不明 
保護者会や学園祭など

開催できれば周知した

い 

なし 
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中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

理念やビジョンは教職員だけでなく学生に共有できるよう、入学式からイベン

トや行事でも常に伝達できるよう心がけ、一体となって達成に向かっていく方

向です。令和 3 年は、コロナ禍によるイベントの実施ができず、文書にて伝達

を図った。 

 

 

 記載責任者 職・氏名 校 長  赤 木 恭 平 
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基準２ 学校運営【平均評定：３．６】 

総括と課題 今後の改善策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

毎朝の職員朝礼による情報の共有の徹底など、毎日

を滞りなく運営していくための施策など、また毎月

行う管理者会議による情報の共有などを通して体制

を整えている。 

さらに、日報制度による日々の学生の様子や教職員

の情報を各部署の長が取りまとめ、校長が吸い上げ

るような仕組みとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営のため、重要なのは責任とスピードが大切であ

る。 

さらに、スピードを上げる仕組みを作りたい。 

 

 

 記載責任者 職・氏名 校 長  赤 木 恭 平 
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２－２ 運営方針 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

2-2-1 
理念等に沿った運営

方針を定めているか。 

運営方針を文書化するな

ど明確に定めているか。 

4 

定めている なし なし 

教育理念 
行動指針 

運営方針は理念等、目標、

事業計画を踏まえ定めて

いるか。 

定めている なし なし 

運営方針を教職員等に周

知しているか。 
周知している なし なし 

運営方針の組織内の浸透

度を確認しているか。 
周知している なし なし 
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中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校の教育理念だけでなく、法人の理念も周知し、理念に沿った行動ができる

ように努めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 記載責任者 職・氏名 校 長  赤 木 恭 平 
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２－３ 事業計画 

 

小項目 チェック項目 
評定 

現状の取組状

況 

課   題 今後の改善方策 参考資料 

2-3-1 
理念等を達成するた

めの事業計画を定め

ているか。 

中期計画（3～5 年程度）を

定めているか。 

4 

定めている なし なし 

組織図 

単年度の事業計画を定め

ているか。 
定めている なし なし 

事業計画に予算、事業目標

等を明示しているか。 
明示している なし なし 

事業計画の執行体制、業務

分担等を明確にしている

か。 

明確にしている なし なし 

事業計画の執行・進捗管理

状況及び見直しの時期・内

容を明確にしているか。 

明確にしている なし なし 
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中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 記載責任者 職・氏名 校 長  赤 木 恭 平 
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２－４ 運営組織 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

2-4-1 
設置法人は組織運営を

適切に行っているか。 

理事会、評議員会は、寄

附行為に基づき適切に

開催しているか。 

4 

定期的に開催している なし なし 

 
理事会等は必要な審議
を行い、適切に議事録
を作成しているか。 

適切に作成している なし なし 

寄附行為は、必要に応じ

て適正な手続きを経て

改正しているか。 

改正している なし なし 

 
2-4-2 
学校運営のための組織

を整備しているか。 

学校運営に必要な事務

及び教学組織を整備し

ているか。 

4 

整備している なし なし 

 

現状の組織を体系化し

た組織規程、組織図等を

整備しているか。 

整備している なし なし 

各部署の役割分担、組
織目標等を規程等で明
確にしているか。 

明確にしている なし なし 

会議、委員会等の決定権

限、委員構成等を規程等

で明確にしているか。 

明確にしている なし なし 

会議、委員会等の議事録

（記録）は、開催毎に作

成しているか。 

作成している なし なし 

組織運営のための規則・

規程等を整備している

か。 

整備している なし なし 

規則・規程等は、必要に

応じて適正な手続きを

経て改正しているか。 

改正している なし なし 

学校の組織運営に携わ 行っている なし なし 
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る事務職員の意欲及び

資質の向上への取組み

を行っているか。 
 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

規程や規則等は作成しており、なおかつ更新していくようにしている。また、理

事会・評議員会等も定期的に開催しており、滞りなく行っている。 
 

 

 記載責任者 職・氏名 事務局長  西 田 真 紀 

 

 

２－５ 人事・給与制度 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

2-5-1 
人事・給与に関する制度

を整備しているか。 

採用基準・採用手続きに

ついて規程等で明確化

し、適切に運用している

か。 

3 

適切に運用している なし マニュアルの見直しを

行う 

 

適切な採用広報を行
い、必要な人材を確保
しているか。 

確保している なし なし 

給与支給等に関する基

準・規程を整備し、適切

に運用しているか。 

運用している なし なし 

昇任・昇給の基準を規
程等で明確化し、適切
に運用しているか。 

適切に運用している なし なし 

人事考課制度を規程等

で明確化し、適切に運用

しているか。 

運用している なし 評価制度を策定中であ

る 

 



16 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

人事考課に関して、毎年より良いものを更新している。 外部コンサルタントと評価制度を策定中である。 

 

 記載責任者 職・氏名 事務局長  西 田 真 紀 

 

 

２－６ 意思決定システム 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

2-6-1 
意思決定システムを整

備しているか。 

教務・財務等の業務処理

において、意思決定シス

テムを整備しているか。 

3 

整備している。 特になし 特になし 

 
意思決定システムにお

いて、意思決定の権限等

を明確にしているか。 

明確となっている。 特になし 特になし 

意思決定システムは、規

則・規程等で明確にして

いるか。 

規則・規程に規定して

いない。 
意思決定システムにつ

いて規則・規程を整備

する必要がある。 

意思決定システムにか

かる規則・規程の整備。 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教務および財務にかかる意思決定システムは構築されているものの、これを規

則や規程において規定する必要がある。 
 

 

 記載責任者 職・氏名 事務局長  西 田 真 紀 
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２－７ 情報システム 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

2-7-1 
情報システム化に取組

み、業務の効率化を図っ

ているか。 

学生に関する情報管理

システム、業務処理に関

するシステムを構築し

ているか。 

3 

情報管理システムを 

構築してリアルタイム

に管理を行っている。 

特になし。 特になし。 

 

情報システムを活用し、

タイムリーな情報提供、

意思決定が行われてい

るか。 

情報管理システムによ

る管理を行っている。 
特になし。 特になし。 

学生指導において、適切

に学生情報管理システ

ムを活用しているか。 

各学科において紙媒体

による記録を採用して

いる。 

特になし。 業務に支障を来さない

かぎり、現行制度を継

続する。 
データの更新等を適切

に行い、最新の情報を蓄

積しているか。 

各校舎を VPN 接続し、

サーバルーム内に大型

ファイルサーバを設置

した上で情報の一括管

理を行っている。 

ファイルサーバの老朽

化及びデータ容量の増

加。 

サーバのリプレイス及

びクラウド等のVPSサ

ーバの活用。各校舎で

のデータ保管方法の調

整。 
システムのメンテナン

ス及びセキュリティ管

理を適切に行っている

か。 

教職員用クライアント

のカード認証によるロ

グイン。資産管理シス

テムによる操作ログを

管理。ファイアウォー

ルによりアクセス制限

と IDS、IPS の実施。学

生向け Free-Spot とは

VLAN を使用。 

各管理サーバのアップ

デート体制とログの保

管期間の調整。 

サーバの管理一部をベ

ンダーへ依頼。 
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中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

構内クライアント使用におけるセキュリティポリシーの見直し ・教職員すべてカード認証にてアクセスの実施。 
・各管理系サーバは vmware を使用し HA 構成としており障害発生時でも運用

を続けられる体制を整えている。 
・各フロア LAN 配線は二重化を行い、安定性・高速化を実現している。 
・各フロア・すべての教室に無線 LAN アクセスポイント・LAN コンセントを

設置し、学内インフラへの柔軟なアクセス体制を整えている。 
 記載責任者 職・氏名 経営企画室  千 田 直 哉 

 

 

基準３ 教育活動【平均評定：３．５】 

３－８ 目標の設定 

 

３－８－１ 

柔道整復学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-1 
理念等に沿った教育課

程の編成方針、実施方針

を定めているか。 

教育課程の編成方針、実

施方針を文書化するな

ど明確に定めているか。 4 

学生便覧、シラバスに

て明記している。 
特になし 特になし 

教育課程編成実施規程 
ほか 職業教育に関する方針を

定めているか。 
定期的に機会を設け、

方針がより明確になる

様に努めている。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

スポーツ柔整学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-1 
理念等に沿った教育課

教育課程の編成方針、実

施方針を文書化するな
4 学生便覧、シラバスに

て明記している。 
特になし 特になし 教育課程編成実施規程 

ほか 
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程の編成方針、実施方針

を定めているか。 
ど明確に定めているか。 
職業教育に関する方針を
定めているか。 

定期的に機会を設け、

方針がより明確になる

様に努めている。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-1 
理念等に沿った教育課

程の編成方針、実施方針

を定めているか。 

教育課程の編成方針、実

施方針を文書化するな

ど明確に定めているか。 

4 

学生便覧、シラバスに

おいて明確に定めてい

る 

学生に対して公表して

いるが、保護者および

関係業界等には公表で

きていない 
 

保護者および関係業界

等には公表する場の検

討 
教育課程編成実施規程 
ほか 

職業教育に関する方針を
定めているか。 

監督官庁からの指導に

基づいて様式の統一に

取りくんでいる 

文書化を進めるべき 文書化を進める 

 記載責任者 職・氏名 学科長  堀之内 貴 一 

 

スポーツ鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-1 
理念等に沿った教育課

程の編成方針、実施方針

を定めているか。 

教育課程の編成方針、実

施方針を文書化するな

ど明確に定めているか。 

3 

学生便覧、シラバスで

明確に定めている。 
ディプロマポリシーに

基づきカリキュラムポ

リシーを策定し、教育

課程を編成している。 

なし なし 

教育課程編成実施規程 
ほか 

職業教育に関する方針を
定めているか。 

監督官庁の指導に基づ

き、様式の統一に取り

組んでいる。 

精度を高める。 より文書化する。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  馬男木   亨 
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理学療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-1 
理念等に沿った教育課

程の編成方針、実施方針

を定めているか。 

教育課程の編成方針、実

施方針を文書化するな

ど明確に定めているか。 3 

授業シラバスを作成し

シラバスの共有化を図

っている 

なし なし 

教育課程編成実施規程 
ほか 職業教育に関する方針を

定めているか。 
職業教育にかかる内容

を文章化して共有して

いる 

非常勤講師との連携 非常勤講師との情報共

有のため、来校時に面

談を行う 
 記載責任者 職・氏名 学科長  永 野   忍 

 

作業療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-1 
理念等に沿った教育課

程の編成方針、実施方針

を定めているか。 

教育課程の編成方針、実

施方針を文書化するな

ど明確に定めているか。 
３ 

学科便覧またシラバス

を作成し明記してい

る。学科ポリシーを作

成しさらに明確になっ

た。 

特になし 特になし 

教育課程編成実施規程 
ほか 

職業教育に関する方針を
定めているか。 

定めている。 非常勤講師、臨床実習

指導者への周知 
非常勤講師、臨床実習

指導者への周知 
 記載責任者 職・氏名 学科長  笠 木 理 江 

 

看護学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-1 
理念等に沿った教育課

程の編成方針、実施方針

を定めているか。 

教育課程の編成方針、実

施方針を文書化するな

ど明確に定めているか。 

4 

看護学科シラバスに教

育理念を踏まえて、カ

リキュラム作成におけ

る基本概念（教育、環

境、人間、看護、健康）

からカリキュラムの構

造、構築の考え方を明

記している。編成方針、

実施方針は定めてい

なし なし 

教育課程編成実施規程 
看護学科シラバス 
ほか 
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る。 
職業教育に関する方針を
定めているか。 

看護学科シラバスに明

記 
なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  小 山 京 子 

 

歯科衛生学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-1 
理念等に沿った教育課

程の編成方針、実施方針

を定めているか。 

教育課程の編成方針、実

施方針を文書化するな

ど明確に定めているか。 4 

明確に定めている なし。 なし。 

教育課程編成実施規程 
ほか 

職業教育に関する方針を
定めているか。 

定めている。 なし。 なし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  中 島 紀 子 

 

生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-1 
理念等に沿った教育課

程の編成方針、実施方針

を定めているか。 

教育課程の編成方針、実

施方針を文書化するな

ど明確に定めているか。 
4 

カリキュラムポリシー

として文章化し明確に

定めている。 

カリキュラムの改正の

時期には再検討を行う

必要がある。 

カリキュラム改正の通

達がなされたときに、

改めて検討を行う。 
教育課程編成実施規程 
3 つのポリシー 職業教育に関する方針

を定めているか。 
教育課程編成実施規定

に定めているほか、実

習要綱に明記して、教

育の基本としている。 

介護福祉に必要な専門

知識と技術の習得をよ

り確実なものにすべき

である。 

職業教育の一環として

卒業生から介護現場の

講話を聞く。(計画する

がコロナ禍で未実施) 
 記載責任者 職・氏名 副校長（学科長兼任）味 村 吉 浩 

 

アスレティックリハビリテーション・スポーツトレーナー学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-1 
理念等に沿った教育課

程の編成方針、実施方針

を定めているか。 

教育課程の編成方針、実

施方針を文書化するな

ど明確に定めているか。 4 

ディプロマポリシーを

作成した後、カリキュ

ラムポリシーを作成し

た。 

定期的な見直しが必要

である。 
教育課程編成委員会で

の意見を反映させてい

く。 
教育課程編成実施規程 
ほか 
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職業教育に関する方針を
定めているか。 

オリエンテーションに

て、学生に対し資料を

配布し説明している。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  寺 本 敦 司 

 

整体セラピスト学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-1 
理念等に沿った教育課

程の編成方針、実施方針

を定めているか。 

教育課程の編成方針、実

施方針を文書化するな

ど明確に定めているか。 4 

カリキュラムポリシー

とディプロマポリシー

に基づき、シラバスを

作成し明確にしている 

特になし 
 

特になし 

教育課程編成実施規程 
ほか 

職業教育に関する方針を
定めているか。 

定めている 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  蓑 田 のり子 

 

日本語学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-1 
理念等に沿った教育課

程の編成方針、実施方針

を定めているか。 

教育課程の編成方針、実

施方針を文書化するな

ど明確に定めているか。 4 

ポリシーを設定し、カ

リキュラム毎の到達目

標と時間数を定めてい

る 

なし なし 
 
 教育課程編成実施規程 

ほか 
職業教育に関する方針を
定めているか。 

該当しない なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  髙 野 徳 一 

 

ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-1 
理念等に沿った教育課

程の編成方針、実施方針

を定めているか。 

教育課程の編成方針、実

施方針を文書化するな

ど明確に定めているか。 4 

教育課程編成実施規定

およびカリキュラムポ

リシーにおいて文書化

を図っている。 

特になし。 特になし。 

教育課程編成実施規程 
3 つのポリシー 

職業教育に関する方針を ディプロマポリシーに 特になし。 特になし。 
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定めているか。 おいて文書化を図って

いる。 
 記載責任者 職・氏名 学科長補佐  久 保 佑 生 

 

 

３－８－２ 

 

柔道整復学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-2 
学科毎に修業年限に応

じた教育到達レベルを

明確にしているか。 

学科毎に目標とする教

育到達レベルを明示し

ているか。 

4 

シラバスにて明示して

いる。 
特になし 特になし 

学生便覧 
学則別表授業科目一覧 

教育到達レベルは、理念

等に適合しているか。 
教育理念に適合してい

る。 
特になし 特になし 

資格・免許の取得を目指

す学科において、取得の

意義及び取得指導・支援

体制を明確にしている

か。 

担任を中心に、教員間

で連携を取り、指導・支

援出来ている。 

特になし 特になし 

資格・免許取得を教育到
達レベルとしている学科
では、取得指導・支援体
制を整備しているか。 

整備されている。役割

分担を明確にし、連携

をとって、指導・支援出

来ている。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

スポーツ柔整学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-2 
学科毎に修業年限に応

じた教育到達レベルを

明確にしているか。 

学科毎に目標とする教

育到達レベルを明示し

ているか。 4 

シラバスにて明示して

いる。 
特になし 特になし 

学生便覧 
学則別表授業科目一覧 

教育到達レベルは、理念

等に適合しているか。 
教育理念に適合してい

る。 
特になし 特になし 
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資格・免許の取得を目指

す学科において、取得の

意義及び取得指導・支援

体制を明確にしている

か。 

担任を中心に、教員間

で連携を取り、指導・支

援出来ている。 

特になし 特になし 

資格・免許取得を教育到
達レベルとしている学科
では、取得指導・支援体
制を整備しているか。 

整備されている。役割

分担を明確にし、連携

をとって、指導・支援出

来ている。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-2 
学科毎に修業年限に応

じた教育到達レベルを

明確にしているか。 

学科毎に目標とする教

育到達レベルを明示し

ているか。 

4 

シラバスの科目ごとの

到達レベルを明示。 
各科目だけでなく、総

合して到達レベルに達

しているか判断ができ

ていない。 

到達レベルの確認の方

法を考案 

学生便覧 
学則別表授業科目一覧 

教育到達レベルは、理念

等に適合しているか。 
シラバスにより科目別

の到達レベルを明示し

ている 

シラバスの作成だけに

とどまっている 
到達レベルの確認の方

法を考案 

資格・免許の取得を目指

す学科において、取得の

意義及び取得指導・支援

体制を明確にしている

か。 

資格取得のために授業

時間外に国家試験対策

やオンラインでの講義

と個別対応を実施。 

到達レベルが学生間に

よって異なり、個別対

応により各教員の負担

が大きくなる恐れがあ

る。 

システムの再構築 

資格・免許取得を教育到
達レベルとしている学科
では、取得指導・支援体
制を整備しているか。 

資格取得のために授業

時間外に国家試験対策

などの講義と個別対応

を実施。 

到達レベルが学生間に

よって異なり、個別対

応により各教員の負担

が大きくなる恐れがあ

る。 

システムの再構築 

 記載責任者 職・氏名 学科長  堀之内 貴 一 

 

スポーツ鍼灸学科 
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小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-2 
学科毎に修業年限に応

じた教育到達レベルを

明確にしているか。 

学科毎に目標とする教

育到達レベルを明示し

ているか。 

3 

シラバスにおいて科目

ごとに到達レベルを明

示している。 

なし なし 

学生便覧 
学則別表授業科目一覧 

教育到達レベルは、理念

等に適合しているか。 
シラバスにより科目別

の到達レベルを明示し

ている。 

なし なし 

資格・免許の取得を目指

す学科において、取得の

意義及び取得指導・支援

体制を明確にしている

か。 

授業において指導して

いる。担任制を導入し、

支援体制を取ってい

る。 

なし なし 

資格・免許取得を教育到
達レベルとしている学科
では、取得指導・支援体
制を整備しているか。 

資格取得のために授業

時間外に国家試験対策

講義と個別指導等を実

施している。 

個々の学生を到達レベ

ルまでに引き上げるた

め、個別指導により各

教員の負担が大きくな

る恐れがある。 

動画や課題資料での支

援を充実させる。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  馬男木   亨 

 

理学療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-2 
学科毎に修業年限に応

じた教育到達レベルを

明確にしているか。 

学科毎に目標とする教

育到達レベルを明示し

ているか。 

3 

学年の進級にあたり試

験を実施している 
学年毎の到達レベルを

設定する 
ディプロマポリシーに

沿った到達目標を学科

教員で設定し、共有す

る 

学生便覧 
学則別表授業科目一覧 

教育到達レベルは、理念

等に適合しているか。 
授業や実習において専

門的知識・技術のみな

らず理念教育を行って

いる 

理念における学年毎の

適合基準を学科内にて

共有する。 

学会内における学年毎

の適合を確認する。 

資格・免許の取得を目指

す学科において、取得の

意義及び取得指導・支援

体制を明確にしている

か。 

授業において教授して

おり、理学療法士関連

団体についても享受し

ている 

なし なし 
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資格・免許取得を教育到
達レベルとしている学科
では、取得指導・支援体
制を整備しているか。 

授業及び学生への意識

調査にてニーズを確認

している 

学生の到達レベルを把

握する 
学生と到達目標の共有

を図る 

 記載責任者 職・氏名 学科長  永 野   忍 

 

作業療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-2 
学科毎に修業年限に応

じた教育到達レベルを

明確にしているか。 

学科毎に目標とする教

育到達レベルを明示し

ているか。 

3 

ディプロマポリシーを

明示している。 
特になし 特になし 

学生便覧 
学則別表授業科目一覧 

教育到達レベルは、理念

等に適合しているか。 
適合している。 特になし 特になし 

資格・免許の取得を目指

す学科において、取得の

意義及び取得指導・支援

体制を明確にしている

か。 

学年担任制を導入し学

修支援を行っている。 
特になし 特になし 

資格・免許取得を教育到
達レベルとしている学科
では、取得指導・支援体
制を整備しているか。 

授業や学修支援に対す

る意見を学生より確認

している。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  笠 木 理 江 

 

看護学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-2 
学科毎に修業年限に応

じた教育到達レベルを

明確にしているか。 

学科毎に目標とする教

育到達レベルを明示し

ているか。 

3 

看護学科シラバスに各

学年の到達目標を明記

している。 

なし なし 

学生便覧 
学則別表授業科目一覧 

教育到達レベルは、理念

等に適合しているか。 
教育理念を踏まえて、

教育目的・目標を明確

にしており、それから、

各学年の到達目標を作

成している。 

なし なし 
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資格・免許の取得を目指

す学科において、取得の

意義及び取得指導・支援

体制を明確にしている

か。 

各学年の学年担当より

取得指導を行ってい

る。また、学校独自の支

援体制が整っている。 

なし なし 

資格・免許取得を教育到
達レベルとしている学科
では、取得指導・支援体
制を整備しているか。 

3 年次は国家試験担当、

就職担当の役割分担に

より、支援体制を整備、

また、全教員によるゼ

ミ制度に基づき支援体

制を強化している。 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  小 山 京 子 

 

歯科衛生学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-2 
学科毎に修業年限に応

じた教育到達レベルを

明確にしているか。 

学科毎に目標とする教

育到達レベルを明示し

ているか。 

3 

定期試験（中間・期末試

験）を実施している。 
なし。 なし。 

学生便覧 
学則別表授業科目一覧 

教育到達レベルは、理念

等に適合しているか。 
学科の教育目標・教育

理念に基づき作成して

いる。 

なし。 なし。 

資格・免許の取得を目指

す学科において、取得の

意義及び取得指導・支援

体制を明確にしている

か。 

関連団体と協力して行

っている。 
なし。 なし。 

資格・免許取得を教育到
達レベルとしている学科
では、取得指導・支援体
制を整備しているか。 

習熟度に応じた体制を

とっている。 
習熟度は当然のことと

して、学年・個人の特徴

に応じた指導が必要で

ある。 

学科内で適宜協議す

る。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  中 島 紀 子 

 

生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 
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小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-2 
学科毎に修業年限に応

じた教育到達レベルを

明確にしているか。 

学科毎に目標とする教

育到達レベルを明示し

ているか。 

4 

ディプロマポリシーに

明文化している。 
留学生の理解が得られ

るように表現すべきで

ある。 

理解度の個人差を明確

にし、対応できる支援

を行う。 

3 つのポリシー 
学生便覧 
学則別表授業科目一覧 
シラバス 

教育到達レベルは、理念

等に適合しているか。 
教育目標は理念及び

「社会福祉士及び介護

福祉士法」に基づいて

適合を図っている。 

特になし。 特になし。 

資格・免許の取得を目指

す学科において、取得の

意義及び取得指導・支援

体制を明確にしている

か。 

学習支援室を設置して

学習する環境を整えて

いる。資格取得におい

て指導・支援体制は明

確である。留学生には、

日本での介護福祉士資

格の意義について常に

説明し、資格取得の意

欲を高めている。 

より積極的に、学習支

援室を活用すべきであ

る。自ら学習し資格取

得について意欲を持つ

参加学生を増やすこと

が必要である。 

国家試験に合格し、資

格取得者を増やす。国

家試験対策講座や補講

を継続して実施する。 

資格・免許取得を教育
到達レベルとしている
学科では、取得指導・
支援体制を整備してい
るか。 

資格取得までの年間計

画を作成・整備し、指

導・支援に活かしてい

る。 

留学生には個人対応が

必要でその対応は充分

行っている。 

特になし。 

 記載責任者 職・氏名 副校長（学科長兼任）味 村 吉 浩 

 

アスレティックリハビリテーション・スポーツトレーナー学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-2 
学科毎に修業年限に応

じた教育到達レベルを

明確にしているか。 

学科毎に目標とする教

育到達レベルを明示し

ているか。 

4 

カリキュラムポリシー

を作成し、文書化して

いる。 

社会情勢に応じて、変

更する必要がある。 
教育課程編成委員会で

の意見を参考にしてい

く。 

学生便覧 
学則別表授業科目一覧 

教育到達レベルは、理念

等に適合しているか。 
本校の教育理念を念頭

に入れ、学科カリキュ

ラムを作成している。 

特になし。 特になし。 

資格・免許の取得を目指

す学科において、取得の

意義及び取得指導・支援

年度初めのオリエンテ

ーション、授業内にて

担当教員から説明して

学生の理解に差があ

る。 
キャリアサポートをし

ていく上で、さらなる

理解をしてけるようサ
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体制を明確にしている

か。 
いる。 ポートしていく。 

資格・免許取得を教育到
達レベルとしている学科
では、取得指導・支援体
制を整備しているか。 

資格取得に対し、指導・

支援体制を整備してい

る。 

学生らの学習習慣の定

着が求められる。 
自分自身のスケジュー

ル管理をさせていく。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  寺 本 敦 司 

 

整体セラピスト学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-2 
学科毎に修業年限に応

じた教育到達レベルを

明確にしているか。 

学科毎に目標とする教

育到達レベルを明示し

ているか。 

3 

明示している 特になし 特になし 

学生便覧 
学則別表授業科目一覧 

教育到達レベルは、理念

等に適合しているか。 
理念に適合している 特になし 特になし 

資格・免許の取得を目指

す学科において、取得の

意義及び取得指導・支援

体制を明確にしている

か。 

明確にしている 特になし 特になし 

資格・免許取得を教育到
達レベルとしている学科
では、取得指導・支援体
制を整備しているか。 

整備している 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  蓑 田 のり子 

 

日本語学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-2 
学科毎に修業年限に応

じた教育到達レベルを

明確にしているか。 

学科毎に目標とする教

育到達レベルを明示し

ているか。 3 

到達しなければならな

いレベルを示している 
初めの時点での習熟度

の違いにより、達成が

困難な場合がある 

個人へのきめ細やかな

対応はもちろん、ICT
を活用した入国前から

の教育を行う 

学生便覧 
学則別表授業科目一覧 

教育到達レベルは、理念 適合している なし なし 
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等に適合しているか。 
資格・免許の取得を目指

す学科において、取得の

意義及び取得指導・支援

体制を明確にしている

か。 

JLPT、EJU、J-TEST等

の受験の推奨、対策を

行い、動機付けも行っ

ている 

対策・支援は行う体制

はあるが、中には受験

することの意義を理解

しても、行動が伴わな

い場合がある 

現在の資格取得による

ポジティブな面を最新

情報と共に提供し、自

身の将来と結びつけて

考えられるようにす

る。 
資格・免許取得を教育到
達レベルとしている学科
では、取得指導・支援体
制を整備しているか。 

該当しない なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  髙 野 徳 一 

 

ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-8-2 
学科毎に修業年限に応

じた教育到達レベルを

明確にしているか。 

学科毎に目標とする教

育到達レベルを明示し

ているか。 

4 

ディプロマポリシーに

おいて明示している。 
特になし。 特になし。 

 

学生便覧 
学則別表授業科目一覧 
シラバス 

教育到達レベルは、理念

等に適合しているか。 
適合している。 特になし。 特になし。 

資格・免許の取得を目指

す学科において、取得の

意義及び取得指導・支援

体制を明確にしている

か。 

資格取得を目的とした

授業展開のほか、課外

においても補講等の実

施によって支援体制を

整えている。 

特になし。 特になし。 

資格・免許取得を教育到
達レベルとしている学科
では、取得指導・支援体
制を整備しているか。 

JLPT（日本語能力試

験）やグローバル人材

ビジネス実務検定の資

格習得のため能力別に

応じた補講の実施を行

っている。 

到達レベルが学生によ

って異なり、個別対応

により時間を要する場

合がある。 

学科内にて担当を明確

化する。 

 記載責任者 職・氏名 学科長補佐  久 保 佑 生 
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３－９ 教育方法・評価等 

 

３－９－１ 

 

柔道整復学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-1 
教育目的・目標に沿った

教育課程を編成してい

るか。 

教育課程を編成する体

制は、規程等で明確にし

ているか。 

4 

委員会により明確にさ

れている。 
特になし 特になし 

教育課程編成実施規程 
教育課程編成委員会に

関する規程 
教育課程編成委員会議

事録 
学生便覧 
学則別表授業科目一覧 

議事録を作成するなど

教育課程の編成過程を

明確にしているか。 

議事録を作成し、明確

にしている。又、教員間

で共有し、共通認識が

とれている。 

特になし 特になし 

授業科目の開設におい

て、専門科目、一般科目

を適切に配分している

か。 

適切に配分している。 特になし 特になし 

授業科目の開設におい

て、必修科目・選択科目

を適切に配分している

か。 

適切に配分している。 特になし 特になし 

修了に係る授業時数、
単位数を明示している
か。 

学生便覧、シラバスに

て明記している。 
特になし 特になし 

授業科目の目標に照ら

し、適切な教育内容を提

供しているか。 

提供している。 特になし 特になし 

授業科目の目標に照ら

し、講義・演習・実習等、

適切な授業形態を選択

しているか。 

適切な授業形態を選択

している。 
特になし 特になし 

授業科目の目標に照ら

し、授業内容、授業方法

を工夫するなど学習指

理解度・習熟度を高め

る様、様々な方法を実

施している。 

特になし 特になし 
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導は充実しているか。 

職業実践教育の視点で、

科目内容に応じ、講義・

演習・実習等を適切に配

分しているか。 

適切に講義・演習・実習

を配分している。 
特になし 特になし 

職業実践教育の視点で

教育内容・教育方法・教

材等について工夫して

いるか。 

学生の理解度・習熟度

を高める様、個別に対

応した内容・方法を実

施出来ている。 

特になし 特になし 

単位制の学科において、

履修科目の登録につい

て適切な指導を行って

いるか。 

行っている。 特になし 特になし 

授業科目について授業

計画（シラバス・コマシ

ラバス）を作成している

か。 

授業計画を作成してい

る。 
特になし 特になし 

教育課程は、定期的に見

直し、改定を行っている

か。 

年に 2 回、会議を実施

し、見直し・改定を行っ

ている。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

スポーツ柔整学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-1 
教育目的・目標に沿った

教育課程を編成してい

るか。 

教育課程を編成する体

制は、規程等で明確にし

ているか。 

4 

委員会により明確にさ

れている。 
特になし 特になし 

教育課程編成実施規程 
教育課程編成委員会に

関する規程 
教育課程編成委員会議

事録 
学生便覧 
学則別表授業科目一覧 

議事録を作成するなど

教育課程の編成過程を

明確にしているか。 

議事録を作成し、明確

にしている。又、教員間

で共有し、共通認識が

とれている。 

特になし 特になし 

授業科目の開設におい

て、専門科目、一般科目

を適切に配分している

適切に配分している。 特になし 特になし 



33 

か。 

授業科目の開設におい

て、必修科目・選択科目

を適切に配分している

か。 

適切に配分している。 特になし 特になし 

修了に係る授業時数、
単位数を明示している
か。 

学生便覧、シラバスに

て明記している。 
特になし 特になし 

授業科目の目標に照ら

し、適切な教育内容を提

供しているか。 

提供している。 特になし 特になし 

授業科目の目標に照ら

し、講義・演習・実習等、

適切な授業形態を選択

しているか。 

適切な授業形態を選択

している。 
特になし 特になし 

授業科目の目標に照ら

し、授業内容、授業方法

を工夫するなど学習指

導は充実しているか。 

理解度・習熟度を高め

る様、様々な方法を実

施している。 

特になし 特になし 

職業実践教育の視点で、

科目内容に応じ、講義・

演習・実習等を適切に配

分しているか。 

適切に講義・演習・実習

を配分している。 
特になし 特になし 

職業実践教育の視点で

教育内容・教育方法・教

材等について工夫して

いるか。 

学生の理解度・習熟度

を高める様、個別に対

応した内容・方法を実

施出来ている。 

特になし 特になし 

単位制の学科において、

履修科目の登録につい

て適切な指導を行って

いるか。 

行っている。 特になし 特になし 

授業科目について授業

計画（シラバス・コマシ

ラバス）を作成している

か。 

授業計画を作成してい

る。 
特になし 特になし 

教育課程は、定期的に見 年に 2 回、会議を実施 特になし 特になし 
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直し、改定を行っている

か。 

し、見直し・改定を行っ

ている。 
 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-1 
教育目的・目標に沿った

教育課程を編成してい

るか。 

教育課程を編成する体

制は、規程等で明確にし

ているか。 

4 

理念に基づいて規程を

明確している 
なし なし 

学生便覧 
シラバス 

議事録を作成するなど

教育課程の編成過程を

明確にしているか。 

会議ごとに議事録を作

成している。 
なし なし 

授業科目の開設におい

て、専門科目、一般科目

を適切に配分している

か。 

はり師・きゅう師学校

養成施設指定規則に準

じて行っている。 

なし なし 

授業科目の開設におい

て、必修科目・選択科目

を適切に配分している

か。 

全て必修科目であり、

選択科目はない。 
なし なし 

修了に係る授業時数、
単位数を明示している
か。 

学生便覧に記載されて

ある。 
なし なし 

授業科目の目標に照ら

し、適切な教育内容を提

供しているか。 

到達レベルを設定し、

教育内容を設定してい

る。 

教育内容が業界の求め

ているものか否か。 
業界の方に意見を賜

る。 

授業科目の目標に照ら

し、講義・演習・実習等、

適切な授業形態を選択

しているか。 

到達レベルを設定し、

教育内容を設定してい

る。 

教育内容が業界の求め

ているものか否か。 
業界の方に意見を賜

る。 

授業科目の目標に照ら

し、授業内容、授業方法

を工夫するなど学習指

導は充実しているか。 

到達レベルを設定し、

教育内容を設定してい

る。 

教育内容が業界の求め

ているものか否か。 
業界の方に意見を賜

る。 
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職業実践教育の視点で、

科目内容に応じ、講義・

演習・実習等を適切に配

分しているか。 

定期的な会議にて意見

を頂き、反映させよう

としている。 

なし なし 

職業実践教育の視点で

教育内容・教育方法・教

材等について工夫して

いるか。 

定期的な会議にて意見

を頂き、可能な限り反

映させている。 

なし なし 

単位制の学科において、

履修科目の登録につい

て適切な指導を行って

いるか。 

行えている。 なし なし 

授業科目について授業

計画（シラバス・コマシ

ラバス）を作成している

か。 

科目ごとにシラバスを

作成している。 
なし なし 

教育課程は、定期的に見

直し、改定を行っている

か。 

毎年内容を精査し、修

正等行っている。 
段階的な教育が行えて

いるかどうか。 
定期的に確認、把握す

る。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  堀之内 貴 一 

 

スポーツ鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-1 
教育目的・目標に沿った

教育課程を編成してい

るか。 

教育課程を編成する体

制は、規程等で明確にし

ているか。 

4 

理念に基づいて規程を

明確している。 
なし なし 

学生便覧 
シラバス 

議事録を作成するなど

教育課程の編成過程を

明確にしているか。 

会議ごとに議事録を作

成している。 
なし なし 

授業科目の開設におい

て、専門科目、一般科目

を適切に配分している

か。 

はり師・きゅう師学校

養成施設指定規則に準

じて行っている。 

なし なし 

授業科目の開設におい 全て必修科目であり、 なし なし 



36 

て、必修科目・選択科目

を適切に配分している

か。 

選択科目はない。 

修了に係る授業時数、
単位数を明示している
か。 

学生便覧に記載されて

ある。 
なし なし 

授業科目の目標に照ら

し、適切な教育内容を提

供しているか。 

到達レベルを設定し、

教育内容を設定してい

る。 

なし なし 

授業科目の目標に照ら

し、講義・演習・実習等、

適切な授業形態を選択

しているか。 

教育内容を設定し、授

業形態を選択してい

る。 

なし なし 

授業科目の目標に照ら

し、授業内容、授業方法

を工夫するなど学習指

導は充実しているか。 

授業評価を参考に授業

の精度を高めるように

している。 

なし なし 

職業実践教育の視点で、

科目内容に応じ、講義・

演習・実習等を適切に配

分しているか。 

定期的に会議を行い、

意見を頂戴し、可能な

限り反映している。 

なし なし 

職業実践教育の視点で

教育内容・教育方法・教

材等について工夫して

いるか。 

定期的な会議を行い、

意見を頂戴し、可能な

限り反映させている。

今年度も業界の方と会

議を行った。 

教育内容が業界の意向

に沿っているか。 
業界の方に意見を賜

り、追加修正等を実施

する。 

単位制の学科において、

履修科目の登録につい

て適切な指導を行って

いるか。 

学生へ意識調査を行う

ため随時面談を行う 
なし なし 

授業科目について授業

計画（シラバス・コマシ

ラバス）を作成している

か。 

授業シラバスを作成し

ている 
なし なし 

教育課程は、定期的に見

直し、改定を行っている

毎年内容を精査し、修

正を行っている。 
なし なし 



37 

か。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  馬男木   亨 

 

理学療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-1 
教育目的・目標に沿った

教育課程を編成してい

るか。 

教育課程を編成する体

制は、規程等で明確にし

ているか。 

4 

会議等を行い、情報共

有を図り、議事録等資

料の作成後学科にて共

有している 

なし なし 

教育課程編成実施規程 
教育課程編成委員会に

関する規程 
教育課程編成委員会議

事録 
学生便覧 
学則別表授業科目一覧 

議事録を作成するなど

教育課程の編成過程を

明確にしているか。 

会議等を行い、情報共

有を図り、議事録等資

料の作成後学科にて共

有している 

なし なし 

授業科目の開設におい

て、専門科目、一般科目

を適切に配分している

か。 

基礎科目・専門基礎科

目・専門科目に分配し

ている 

なし なし 

授業科目の開設におい

て、必修科目・選択科目

を適切に配分している

か。 

全科目必須科目である なし なし 

修了に係る授業時数、
単位数を明示している
か。 

授業シラバス明示して

いる 
なし なし 

授業科目の目標に照ら

し、適切な教育内容を提

供しているか。 

授業シラバスに則って

授業を実施している 
なし なし 

授業科目の目標に照ら

し、講義・演習・実習等、

適切な授業形態を選択

しているか。 

授業シラバスに則って

授業を実施している 
なし なし 

授業科目の目標に照ら

し、授業内容、授業方法

を工夫するなど学習指

導は充実しているか。 

授業評価を参考に授業

の精度を高めるように

している。 

なし なし 
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職業実践教育の視点で、

科目内容に応じ、講義・

演習・実習等を適切に配

分しているか。 

授業シラバスに則って

授業を実施している 
なし なし 

職業実践教育の視点で

教育内容・教育方法・教

材等について工夫して

いるか。 

授業シラバスに則って

授業を実施している 
なし なし 

単位制の学科において、

履修科目の登録につい

て適切な指導を行って

いるか。 

学生へ意識調査を行う

ため随時面談を行う 
なし なし 

授業科目について授業

計画（シラバス・コマシ

ラバス）を作成している

か。 

授業シラバスを作成し

ている 
なし なし 

教育課程は、定期的に見

直し、改定を行っている

か。 

理学療法士作業療法士

指定規則に則って校正

をしている 

なし  なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  永 野   忍 

 

作業療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-1 
教育目的・目標に沿った

教育課程を編成してい

るか。 

教育課程を編成する体

制は、規程等で明確にし

ているか。 

4 

明確にしている。 特になし 特になし 

教育課程編成実施規程 
教育課程編成委員会に

関する規程 
教育課程編成委員会議

事録 
学生便覧 
学則別表授業科目一覧 

議事録を作成するなど

教育課程の編成過程を

明確にしているか。 

会議議事録を作成し明

確にしている。 
特になし 特になし 

授業科目の開設におい

て、専門科目、一般科目

を適切に配分している

か。 

指定規則に基づき、基

礎科目、基礎専門科目、

専門科目に配分してい

る。 

特になし 特になし 

授業科目の開設におい 全科目必修科目であ 特になし 特になし 
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て、必修科目・選択科目

を適切に配分している

か。 

る。 

修了に係る授業時数、
単位数を明示している
か。 

明示している。 特になし 特になし 

授業科目の目標に照ら

し、適切な教育内容を提

供しているか。 

提供している。 特になし 特になし 

授業科目の目標に照ら

し、講義・演習・実習等、

適切な授業形態を選択

しているか。 

選択している。 特になし 特になし 

授業科目の目標に照ら

し、授業内容、授業方法

を工夫するなど学習指

導は充実しているか。 

授業評価を参考に学習

指導の見直しや工夫を

行っている。 

特になし 特になし 

職業実践教育の視点で、

科目内容に応じ、講義・

演習・実習等を適切に配

分しているか。 

配分している。 特になし 特になし 

職業実践教育の視点で

教育内容・教育方法・教

材等について工夫して

いるか。 

工夫している。 特になし 特になし 

単位制の学科において、

履修科目の登録につい

て適切な指導を行って

いるか。 

行っている。 特になし 特になし 

授業科目について授業

計画（シラバス・コマシ

ラバス）を作成している

か。 

作成している。 特になし 特になし 

教育課程は、定期的に見

直し、改定を行っている

か。 

令和４年度より新カリ

キュラムに改定する。 
特になし 特になし 
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 記載責任者 職・氏名 学科長  笠 木 理 江 

 

看護学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-1 
教育目的・目標に沿った

教育課程を編成してい

るか。 

教育課程を編成する体

制は、規程等で明確にし

ているか。 

3 

教育課程について、学

科内の会議で情報の共

有化を図っている。 

なし なし 

教育課程編成実施規程 
教育課程編成委員会に

関する規程 
教育課程編成委員会議

事録 
学生便覧 
学則別表授業科目一覧 

議事録を作成するなど

教育課程の編成過程を

明確にしているか。 

学科会議で検討した内

容について、議事録を

作成し共有化を図って

いる。 

なし なし 

授業科目の開設におい

て、専門科目、一般科目

を適切に配分している

か。 

看護師養成所指定規則

に基づき、適切に配分

している。 

なし なし 

授業科目の開設におい

て、必修科目・選択科目

を適切に配分している

か。 

全科目必修科目であ

る。 
なし なし 

修了に係る授業時数、
単位数を明示している
か。 

明示している。 なし なし 

授業科目の目標に照ら

し、適切な教育内容を提

供しているか。 

シラバスに基づいて、

適切な教育内容を提供

している。 

教育内容の精度を高め

る。 
教育内容についての定

期的な学習会の開催 

授業科目の目標に照ら

し、講義・演習・実習等、

適切な授業形態を選択

しているか。 

シラバスに基づいて、 
適切な授業形態を選択

している。 

演習の項目・時間数な

どの検討 
会議等での問題点の共

有化と改善点の明確化 

授業科目の目標に照ら

し、授業内容、授業方法

を工夫するなど学習指

導は充実しているか。 

授業科目の目標が達成

できるように、シラバ

スに基づいて、学習指

導の充実に努めてい

る。 

教育内容の精度の確認

が必要であり、各教員

の教育力を向上させる

必要がある。 

教育力を高めるための

講習会参加、他教員に

よる授業評価の実施 
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職業実践教育の視点で、

科目内容に応じ、講義・

演習・実習等を適切に配

分しているか。 

配分している。 関連業界のニーズとの

整合性及び学生の適合 
学生及び実習病院に対

して情報収集を行う。 

職業実践教育の視点で

教育内容・教育方法・教

材等について工夫して

いるか。 

定期的な会議を行い、

職業実践教育の視点

で、工夫するようにし

ている。 

なし なし 

単位制の学科において、

履修科目の登録につい

て適切な指導を行って

いるか。 

全体への説明、個々人

への具体的な説明を実

施している。 

未履修科目について、

学習意欲の動機づけが

難しい 

定期的な指導の機会を

作る。教員間の情報の

共有化 

授業科目について授業

計画（シラバス・コマシ

ラバス）を作成している

か。 

作成している。 領域における科目担当

者の協議 
定期的な会議の開催 

教育課程は、定期的に見

直し、改定を行っている

か。 

定期的に会議を行い、

見直し・改定を行って

いる。 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  小 山 京 子 

 

歯科衛生学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-1 
教育目的・目標に沿った

教育課程を編成してい

るか。 

教育課程を編成する体

制は、規程等で明確にし

ているか。 

3 

会議などで情報共有を

し、明確にしている。 
なし。 なし。 

教育課程編成実施規程 
教育課程編成委員会に

関する規程 
教育課程編成委員会議

事録 
学生便覧 
学則別表授業科目一覧 

議事録を作成するなど

教育課程の編成過程を

明確にしているか。 

議事録を作成し、明確

にしている。 
なし。 なし。 

授業科目の開設におい

て、専門科目、一般科目

を適切に配分している

か。 

基礎科目、専門基礎科

目、専門科目に配分し

ている。 

なし。 なし。 

授業科目の開設におい 必修科目・選択必修科 国家試験出題基準の改 各科目の時間数を見直
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て、必修科目・選択科目

を適切に配分している

か。 

目に配分している。 変に伴う見直しが必要

である。 
す。 

修了に係る授業時数、
単位数を明示している
か。 

学生便覧に明示してい

る。 
なし。 なし。 

授業科目の目標に照ら

し、適切な教育内容を提

供しているか。 

シラバスに沿って授業

展開している。 
なし。 なし。 

授業科目の目標に照ら

し、講義・演習・実習等、

適切な授業形態を選択

しているか。 

選択している。 なし。 なし。 

授業科目の目標に照ら

し、授業内容、授業方法

を工夫するなど学習指

導は充実しているか。 

学習環境の充実に伴

い、授業内容・授業方法

を工夫し、授業展開で

きている。 

なし。 なし。 

職業実践教育の視点で、

科目内容に応じ、講義・

演習・実習等を適切に配

分しているか。 

配分している。 なし。 なし。 

職業実践教育の視点で

教育内容・教育方法・教

材等について工夫して

いるか。 

実践力を身につけられ

るよう、教材等を工夫

している。 

１年次での臨床見学実

習の場が必要。 
教育課程の見直し 

単位制の学科において、

履修科目の登録につい

て適切な指導を行って

いるか。 

オリエンテーションを

実施している。 
なし。 なし。 

授業科目について授業

計画（シラバス・コマシ

ラバス）を作成している

か。 

作成している。 なし。 なし。 

教育課程は、定期的に見

直し、改定を行っている

か。 

令和 4 年度より新カリ

キュラムとなる。 
なし。 なし。 
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 記載責任者 職・氏名 学科長  中 島 紀 子 

 

生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-1 
教育目的・目標に沿った

教育課程を編成してい

るか。 

教育課程を編成する体

制は、規程等で明確にし

ているか。 

4 

教育理念、目的、目標を

基に教育課程の概要を

編成し、指定規則に則

っている。 

特になし。 特になし。 

教育課程編成実施規程 
教育課程編成委員会に

関する規程 
教育課程編成委員会議

事録 
3 つのポリシー 
シラバス 
学生便覧 
学則別表授業科目一覧 

議事録を作成するなど

教育課程の編成過程を

明確にしているか。 

編成過程や内容につい

て明確にし、議事録を

作成し共有できてい

る。 

特になし。 特になし。 

授業科目の開設におい

て、専門科目、一般科目

を適切に配分している

か。 

指定規則に則って適切

に配分が行われてい

る。 

特になし。 特になし。 

授業科目の開設におい

て、必修科目・選択科目

を適切に配分している

か。 

指定規則に則って適切

に配分が行われてい

る。指定外の科目も全

て必修科目としてい

る。 

特になし。 特になし。 

修了に係る授業時数、
単位数を明示している
か。 

指定規則に則った時間

数、単位数を学生便覧、

学則に明示している。 

特になし。 特になし。 

授業科目の目標に照ら

し、適切な教育内容を提

供しているか。 

「介護福祉士養成課程

における教育内容の見

直し」(厚労省)を踏まえ

て適切な教育内容を提

供している。 

留学生への教育内容の

提供には、教員の更な

る研鑽が求められる。 

関連する研修への参加

や他校との連携で共通

な課題を見つけてい

く。 

授業科目の目標に照ら

し、講義・演習・実習等、

適切な授業形態を選択

しているか。 

授業科目は、講義・演

習・実習等の授業形態

に区分し、学生便覧に

明示している。 

特になし。 特になし。 

授業科目の目標に照ら

し、授業内容、授業方法

中間試験を行い、理解

度の確認を行うことで

各教員が行っている工

夫についてより一層共

公開授業を実施する。 
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を工夫するなど学習指

導は充実しているか。 

授業の内容・方法の見

直し、指導の充実化を

行っている。 

有を図る必要がある。 

職業実践教育の視点で、

科目内容に応じ、講義・

演習・実習等を適切に配

分しているか。 

介護福祉士養成の視点

から、指定規則に則っ

て適切な授業配分を行

っている。 

特になし。 特になし。 

職業実践教育の視点で

教育内容・教育方法・教

材等について工夫して

いるか。 

具体的な事例や実習報

告のあった事例を使っ

て体験的な教育を重視

している。福祉用具を

使った講座や国際福祉

機器展の研修を教育内

容に入れている。 

特になし。 特になし。 

単位制の学科において、

履修科目の登録につい

て適切な指導を行って

いるか。 

開講科目の全てを必修

科目としている。 
特になし。 特になし。 

授業科目について授業

計画（シラバス・コマシ

ラバス）を作成している

か。 

科目ごとにシラバスを

作成している。留学生

用として、ルビを打っ

たものも作成してい

る。 

特になし。 特になし。 

教育課程は、定期的に見

直し、改定を行っている

か。 

毎年見直しを図ると共

に、定期的に改定を行

っている。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 副校長（学科長兼任）味 村 吉 浩 

 

アスレティックリハビリテーション・スポーツトレーナー学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-1 
教育目的・目標に沿った

教育課程を編成してい

るか。 

教育課程を編成する体

制は、規程等で明確にし

ているか。 3 

学生便覧に記載されて

いる。 
特になし。 特になし。 教育課程編成実施規程 

教育課程編成委員会に

関する規程 
教育課程編成委員会議議事録を作成するなど 教育課程編成委員会の 特になし。 特になし。 
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教育課程の編成過程を

明確にしているか。 

議事録を作成し、編成

過程の流れを記録して

いる。 

事録 
学生便覧 
学則別表授業科目一覧 

授業科目の開設におい

て、専門科目、一般科目

を適切に配分している

か。 

基礎科目・専門基礎科

目・専門科目と配分し

ている。 

特になし。 特になし。 

授業科目の開設におい

て、必修科目・選択科目

を適切に配分している

か。 

すべての科目が必須科

目となっている。 
特になし。 特になし。 

修了に係る授業時数、
単位数を明示している
か。 

授業時数、単位数を明

示している。 
学生が理解出来ている

のかが不明である。 
オリエンテーションな

どで学生への説明をし

ていくことが必要であ

る。 
授業科目の目標に照ら

し、適切な教育内容を提

供しているか。 

資格取得条件を満たす

教育内容を提供してい

る。 

特になし。 特になし。 

授業科目の目標に照ら

し、講義・演習・実習等、

適切な授業形態を選択

しているか。 

資格取得条件を満たせ

るよう、適切な授業形

態選択している。 

今後、カリキュラムの

変更が見込まれ、変更

が必要となる。 

教育課程編成委員会で

の提言を参考にしてい

く。 

授業科目の目標に照ら

し、授業内容、授業方法

を工夫するなど学習指

導は充実しているか。 

教育課程編成委員会で

の意見を参考にして、

学習指導を心がけてい

る。 
 

特になし。 特になし。 

職業実践教育の視点で、

科目内容に応じ、講義・

演習・実習等を適切に配

分しているか。 

教育課程編成委員会で

の意見を参考にして、

配分している。 

業界の流れを見据え

て、柔軟な対応が求め

られる。 

教育課程編成委員会で

の提言を参考にしてい

く。 

職業実践教育の視点で

教育内容・教育方法・教

材等について工夫して

いるか。 

教育課程編成委員会で

の意見を参考にして、

教育内容などを工夫し

ている。 

業界の流れを見据え

て、柔軟な対応が求め

られる。 
 

業界の流れを見据え

て、柔軟な対応が求め

られる。 
 

単位制の学科において、 現状では、学生への説 学生への理解が不十分 オリエンテーション時
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履修科目の登録につい

て適切な指導を行って

いるか。 

明が不十分である。 である。 において、単位取得を

説明していく。 

授業科目について授業

計画（シラバス・コマシ

ラバス）を作成している

か。 

作成している。 特になし。 特になし。 

教育課程は、定期的に見

直し、改定を行っている

か。 

教育課程編成委員会を

実施し、定期的に見直

しをしている。 

業界の流れを見据え、

柔軟な対応が求められ

る。 

教育課程編成委員会で

の提言を参考にしてい

く。 
 記載責任者 職・氏名 学科長  寺 本 敦 司 

 

整体セラピスト学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-1 
教育目的・目標に沿った

教育課程を編成してい

るか。 

教育課程を編成する体

制は、規程等で明確にし

ているか。 

4 

明確である 
 
 

特になし 特になし 

教育課程編成実施規程 
教育課程編成委員会に

関する規程 
教育課程編成委員会議

事録 
学生便覧 
学則別表授業科目一覧 

議事録を作成するなど

教育課程の編成過程を

明確にしているか。 

議事録を作成した 特になし 特になし 

授業科目の開設におい

て、専門科目、一般科目

を適切に配分している

か。 

配分している 特になし 特になし 

授業科目の開設におい

て、必修科目・選択科目

を適切に配分している

か。 

分配しいている 特になし 特になし 

修了に係る授業時数、
単位数を明示している
か。 

学生便覧に明示してい

る 
特になし 特になし 

授業科目の目標に照ら

し、適切な教育内容を提

供しているか。 

シラバスに沿って提供

している 
習熟度に個人差がある 補講内容の改善を検討

する 
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授業科目の目標に照ら

し、講義・演習・実習等、

適切な授業形態を選択

しているか。 

選択している 特になし 特になし 

授業科目の目標に照ら

し、授業内容、授業方法

を工夫するなど学習指

導は充実しているか。 

工夫し実施している 習熟度に個人差がある 指導方法 

職業実践教育の視点で、

科目内容に応じ、講義・

演習・実習等を適切に配

分しているか。 

配分している 特になし 特になし 

職業実践教育の視点で

教育内容・教育方法・教

材等について工夫して

いるか。 

今年は臨床現場実習を

実施した 
臨床現場実習内容の見

直しが必要。 
評価と振返りの内容を

もとに、スムーズな現

場との連携を図る。 

単位制の学科において、

履修科目の登録につい

て適切な指導を行って

いるか。 

行っている 特になし 特になし 

授業科目について授業

計画（シラバス・コマシ

ラバス）を作成している

か。 

作成している 特になし 特になし 

教育課程は、定期的に見

直し、改定を行っている

か。 

行っている 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  蓑 田 のり子 

 

日本語学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-1 
教育目的・目標に沿った

教育課程を編成してい

教育課程を編成する体

制は、規程等で明確にし

ているか。 
4 

している なし なし 教育課程編成実施規程 
教育課程編成委員会に

関する規程 
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るか。 議事録を作成するなど

教育課程の編成過程を

明確にしているか。 

なし なし なし 教育課程編成委員会議

事録 
学生便覧 
学則別表授業科目一覧 授業科目の開設におい

て、専門科目、一般科目

を適切に配分している

か。 

該当しない なし なし 

授業科目の開設におい

て、必修科目・選択科目

を適切に配分している

か。 

該当しない なし なし 

修了に係る授業時数、
単位数を明示している
か。 

している なし なし 

授業科目の目標に照ら

し、適切な教育内容を提

供しているか。 

担当を決め、学科全体

で確認をし、適切な教

育内容を提供している 

様々な学生に対応でき

るよう、毎年見直しを

しながら取り組む必要

がある 

個々の教材研究、授業

研究を進めていく 

授業科目の目標に照ら

し、講義・演習・実習等、

適切な授業形態を選択

しているか。 

している なし なし 

授業科目の目標に照ら

し、授業内容、授業方法

を工夫するなど学習指

導は充実しているか。 

担当を決め、個々試行

錯誤し、授業内容など

を学科全体で確認や意

見をする場を持ち客観

的に授業内容を確認で

きる場を設けている。 

様々な学生、ニーズに

対応できるよう、毎回

見直しが必要 

個々の教材研究、授業

研究を進めることが必

要 

職業実践教育の視点で、

科目内容に応じ、講義・

演習・実習等を適切に配

分しているか。 

該当しない なし なし 

職業実践教育の視点で

教育内容・教育方法・教

材等について工夫して

いるか。 

該当しない なし なし 
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単位制の学科において、

履修科目の登録につい

て適切な指導を行って

いるか。 

該当しない なし なし 

授業科目について授業

計画（シラバス・コマシ

ラバス）を作成している

か。 

作成している 今後留学生の入国につ

いてイレギュラーな場

合に対応することがあ

ると思われるのでそれ

に対応できるようにし

なければならない 

様々な想定のもと、パ

ターンを作成する、思

案する 

教育課程は、定期的に見

直し、改定を行っている

か。 

している なし なし 
 

 記載責任者 職・氏名 学科長  髙 野 徳 一 

 

ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-1 
教育目的・目標に沿った

教育課程を編成してい

るか。 

教育課程を編成する体

制は、規程等で明確にし

ているか。 

4 

教育課程編成実施規定

および 3 つのポリシー

において明確にしてい

る。 

特になし。 特になし。 

教育課程編成実施規程 
教育課程編成委員会に

関する規程 
教育課程編成委員会議

事録 
学生便覧 
学則別表授業科目一覧 

議事録を作成するなど

教育課程の編成過程を

明確にしているか。 

会議ごとに議事録を作

成している。 
特になし。 特になし。 

授業科目の開設におい

て、専門科目、一般科目

を適切に配分している

か。 

基礎分野必修科目およ

び選択科目に分類して

いる。 

特になし。 特になし。 

授業科目の開設におい

て、必修科目・選択科目

を適切に配分している

か。 

必修科目と選択科目に

分類している。 
特になし。 特になし。 

修了に係る授業時数、
単位数を明示している
か。 

明示している。 特になし。 特になし。 
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授業科目の目標に照ら

し、適切な教育内容を提

供しているか。 

授業科目の到達目標に

沿った教育内容の提供

に努めている。 

特になし。 特になし。 

授業科目の目標に照ら

し、講義・演習・実習等、

適切な授業形態を選択

しているか。 

授業科目の到達目標に

応じて講義・演習・実技

の授業方法を洗濯して

いる。 

特になし。 特になし。 

授業科目の目標に照ら

し、授業内容、授業方法

を工夫するなど学習指

導は充実しているか。 

授業科目の到達目標に

応じて適宜、授業内容

や授業方法に工夫を凝

らしている。 

特になし。 特になし。 

職業実践教育の視点で、

科目内容に応じ、講義・

演習・実習等を適切に配

分しているか。 

職業実践教育の視点に

立ち、講義・演習・実技

を配分している。 

特になし。 特になし。 

職業実践教育の視点で

教育内容・教育方法・教

材等について工夫して

いるか。 

職業実践教育の視点に

立ち、職業現場から講

師を招いて教育内容・

教育方法・教材等につ

いて充実を図ってい

る。 

特になし。 特になし。 

単位制の学科において、

履修科目の登録につい

て適切な指導を行って

いるか。 

個別に指導を行ってい

る。 
特になし。 特になし。 

授業科目について授業

計画（シラバス・コマシ

ラバス）を作成している

か。 

科目ごとにシラバスを

作成している。 
特になし。 特になし。 

教育課程は、定期的に見

直し、改定を行っている

か。 

教育課程編成委員会お

よび学科会議において

定期的な見直し、改定

を図っている。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長補佐  久 保 佑 生 
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３－９－２ 

 

柔道整復学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-2 

教育課程について外部

の意見を反映している

か。 

教育課程の編成及び改

定において、在校生・卒

業生の意見聴取や評価

を行っているか。 

4 

行っている。 特になし 特になし 

教育課程編成委員会議

事録 

教育課程の編成及び改

定において、関連する業

界・機関等の意見聴取や

評価を行っているか。 

教育課程編成委員会に

て、定期的に意見聴取、

評価を行い、教育課程

に反映させている。 

特になし 特になし 

職業実践教育の効果に

ついて、卒業生・就職先

等の意見聴取や評価を

行っているか。 

臨床実習が始まり、卒

業生や就職先の意見聴

取の機会がより増え

た。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

スポーツ柔整学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-2 
教育課程について外部

の意見を反映している

か。 

教育課程の編成及び改

定において、在校生・卒

業生の意見聴取や評価

を行っているか。 4 

行っている。 特になし 特になし 

教育課程編成委員会議

事録 教育課程の編成及び改

定において、関連する業

界・機関等の意見聴取や

評価を行っているか。 

教育課程編成委員会に

て、定期的に意見聴取、

評価を行い、教育課程

に反映させている。 

特になし 特になし 
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職業実践教育の効果に

ついて、卒業生・就職先

等の意見聴取や評価を

行っているか。 

臨床実習が始まり、卒

業生や就職先の意見聴

取の機会がより増え

た。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-2 
教育課程について外部

の意見を反映している

か。 

教育課程の編成及び改

定において、在校生・卒

業生の意見聴取や評価

を行っているか。 

4 

年度に 2 回、在校生へ

授業評価アンケートを

実施している。 

評価項目が妥当か。 検討会等を設ける。 

教育課程編成委員会議

事録 

教育課程の編成及び改

定において、関連する業

界・機関等の意見聴取や

評価を行っているか。 

最低、年に 2 度は業界

や機関等に意見を頂戴

する場を設けている。 

頂いた意見は可能な限

り反映させている。 
なし 

職業実践教育の効果に

ついて、卒業生・就職先

等の意見聴取や評価を

行っているか。 

卒業生の就職先の聴取

のみ。 
全員の聴取ができてい

ない。 
やり方の検討 

 記載責任者 職・氏名 学科長  堀之内 貴 一 

 

スポーツ鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-2 
教育課程について外部

の意見を反映している

か。 

教育課程の編成及び改

定において、在校生・卒

業生の意見聴取や評価

を行っているか。 

3 

年度に 2 度の授業評価

アンケートを実施して

いる。 

卒業生の意見聴取 卒業生の意見聴取や評

価の機会を検討する。 

教育課程編成委員会議

事録 教育課程の編成及び改

定において、関連する業

界・機関等の意見聴取や

評価を行っているか。 

年に 2 回は業界や機関

等に意見を頂戴する場

を設けている。 

頂戴した意見をどのよ

うに反映させるか。 
引き続き、意見交換の

場を設ける。 

職業実践教育の効果に 卒業生の就職先の聴取 就職先の意見聴取 卒業生・就職先から意
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ついて、卒業生・就職先

等の意見聴取や評価を

行っているか。 

のみである。 見や評価を行う。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  馬男木   亨 

 

理学療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-2 
教育課程について外部

の意見を反映している

か。 

教育課程の編成及び改

定において、在校生・卒

業生の意見聴取や評価

を行っているか。 

3 

在校生に意見聴取して

いる 
教育課程の編成及び改

定において、卒業生の

意見聴取や評価を行う 

卒業生への意見聴取を

行い、教育課程の編成

を検討する 

教育課程編成委員会議

事録 

教育課程の編成及び改

定において、関連する業

界・機関等の意見聴取や

評価を行っているか。 

教育課程編成委員会に

て意見聴取や評価を行

っている 

なし なし 

職業実践教育の効果に

ついて、卒業生・就職先

等の意見聴取や評価を

行っているか。 

非常勤講師より意見聴

取を行っている 
なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  永 野   忍 

 

作業療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-2 
教育課程について外部

の意見を反映している

か。 

教育課程の編成及び改

定において、在校生・卒

業生の意見聴取や評価

を行っているか。 

4 

授業評価、また在校生

には面談にて意見聴取

をしている。 

卒業生の意見聴取 卒業生の意見聴取方法

について検討 

教育課程編成委員会議

事録 
教育課程の編成及び改

定において、関連する業

界・機関等の意見聴取や

評価を行っているか。 

教育課程編成委員会に

て意見聴取をしてい

る。 

特になし 特になし 

職業実践教育の効果に

ついて、卒業生・就職先

臨床実習指導者や就職

先より意見聴取をして

特になし 特になし 
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等の意見聴取や評価を

行っているか。 

いる。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  笠 木 理 江 

 

看護学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-2 
教育課程について外部

の意見を反映している

か。 

教育課程の編成及び改

定において、在校生・卒

業生の意見聴取や評価

を行っているか。 

3 

学生による 1 回／年の

授業評価を実施してい

る。また、在校生につい

ては、適宜、面談等で情

報収集を行っている。 

授業評価の結果を踏ま

え、教育課程編成につ

いての協議が不足して

いる。 

定期的に会議を持ち、

教育課程編成について

検討する。 

教育課程編成委員会議

事録 

教育課程の編成及び改

定において、関連する業

界・機関等の意見聴取や

評価を行っているか。 

教育課程編成委員会の

外部講師からのご指摘

や実習病院等より、評

価を頂くようにしてい

る。 

聴取の方法と評価の時

期を明確にする。 
聴取の方法と評価の時

期について検討し、決

定する。 

職業実践教育の効果に

ついて、卒業生・就職先

等の意見聴取や評価を

行っているか。 

卒業生や就職先より、

意見聴取をしている。 
職業実践教育の効果と

して、評価を反映させ

る。 

評価の時期と教育への

反映について協議す

る。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  小 山 京 子 

 

歯科衛生学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-2 
教育課程について外部

の意見を反映している

か。 

教育課程の編成及び改

定において、在校生・卒

業生の意見聴取や評価

を行っているか。 

3 

在校生に意見聴取して

いる。 
卒業生の意見聴取や評

価が必要である。 
卒業生の意見聴取や評

価をおこなう。 

教育課程編成委員会議

事録 教育課程の編成及び改

定において、関連する業

界・機関等の意見聴取や

評価を行っているか。 

教育課程編成委員会に

て意見聴取や評価を行

っている。 

なし。 なし。 

職業実践教育の効果に 就職先より意見聴取や 教育効果の把握 卒業生の意見聴取や評



55 

ついて、卒業生・就職先

等の意見聴取や評価を

行っているか。 

評価を行っている。 価をおこなう。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  中 島 紀 子 

 

生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-2 
教育課程について外部

の意見を反映している

か。 

教育課程の編成及び改

定において、在校生・卒

業生の意見聴取や評価

を行っているか。 

3 

授業評価アンケートの

結果をもとに、教育課

程の編成及び改定につ

いて評価を行ってい

る。 

ほとんどの学生が留学

生であることから、的

確な評価が得られにく

い。 

在校生・卒業生の意見

聴取や評価を積極的に

行う。 

教育課程編成委員会議

事録 
教育課程編成委員会に

関する規程 

教育課程の編成及び改

定において、関連する業

界・機関等の意見聴取や

評価を行っているか。 

年 2 回会議を設け、関

連する業界・機関から

の意見聴取・評価を取

り入れている。 

特になし。 特になし。 

職業実践教育の効果に

ついて、卒業生・就職先

等の意見聴取や評価を

行っているか。 

卒業生・就職先・実習先

へは密に連携を取り、

意見聴取や評価を行っ

ている。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 副校長（学科長兼任）味 村 吉 浩 

 

アスレティックリハビリテーション・スポーツトレーナー学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-2 
教育課程について外部

の意見を反映している

か。 

教育課程の編成及び改

定において、在校生・卒

業生の意見聴取や評価

を行っているか。 

3 

年２回の授業アンケー

トを実施している。 
卒業生との意見聴取が

必要となる。 
在校生に対し、卒業後

の活動について講演し

てもらう機会を検討し

ていく。 
教育課程編成委員会議

事録 教育課程の編成及び改

定において、関連する業

界・機関等の意見聴取や

評価を行っているか。 

教育課程編成委員会を

年２回実施し、委員よ

り意見聴取を実施して

いる。 

特になし。 特になし。 

職業実践教育の効果に 教育課程編成委員会で 卒業生・就職先との意 在校生に対し、卒業後
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ついて、卒業生・就職先

等の意見聴取や評価を

行っているか。 

の意見聴取のみしか、

実施していない。 
見聴取の場がない。 の活動について講演し

てもらう機会を検討し

ていく。 
 記載責任者 職・氏名 学科長  寺 本 敦 司 

 

整体セラピスト学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-2 
教育課程について外部

の意見を反映している

か。 

教育課程の編成及び改

定において、在校生・卒

業生の意見聴取や評価

を行っているか。 

4 

行っている 特になし 特になし 

教育課程編成委員会議

事録 

教育課程の編成及び改

定において、関連する業

界・機関等の意見聴取や

評価を行っているか。 

行っている 特になし 特になし 

職業実践教育の効果に

ついて、卒業生・就職先

等の意見聴取や評価を

行っているか。 

行っている 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  蓑田 のり子 

 

日本語学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-2 
教育課程について外部

の意見を反映している

か。 

教育課程の編成及び改

定において、在校生・卒

業生の意見聴取や評価

を行っているか。 

4 

授業アンケートを行っ

ている 
なし なし 

教育課程編成委員会議

事録 
教育課程の編成及び改

定において、関連する業

界・機関等の意見聴取や

評価を行っているか。 

該当しない なし なし 

職業実践教育の効果に

ついて、卒業生・就職先

該当しない なし なし 
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等の意見聴取や評価を

行っているか。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  髙 野 徳 一 

 

ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-2 
教育課程について外部

の意見を反映している

か。 

教育課程の編成及び改

定において、在校生・卒

業生の意見聴取や評価

を行っているか。 

4 

学生による年２回の授

業評価アンケートを実

施している。在学生に

ついては、適宜、面談を

通し、意見聴取を行っ

ている。 

特になし。 特になし。 

教育課程編成委員会議

事録 
教育課程の編成及び改

定において、関連する業

界・機関等の意見聴取や

評価を行っているか。 

教育課程編成委員会を

開催し、関連業界等か

ら意見聴取を行ってい

る。 

特になし。 特になし。 

職業実践教育の効果に

ついて、卒業生・就職先

等の意見聴取や評価を

行っているか。 

卒業生および就職先か

ら職業実践教育の効果

について意見や評価を

聴取している。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長補佐  久 保 佑 生 

 

 

３－９－3 

 

柔道整復学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-3 
キャリア教育を実施し

ているか。 

キャリア教育の実施に

あたって、意義・指導方

法等に関する方針を定

めているか。 

4 

定め、共有している。臨

床実習が活用できてい

る。 

特になし 特になし 

キャリア教育実施規程 

キャリア教育を行うた 今年度はビジネスマナ 特になし 特になし 
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めの教育内容・教育方
法・教材等について工
夫しているか。 

ー講習を行い、企業説

明会に参加した。 

キャリア教育の効果につ
いて、卒業生・就職先等
の意見聴取や評価を行
っているか。 

学生及び臨床実習指導

者より意見聴取を行っ

ている． 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

スポーツ柔整学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-3 
キャリア教育を実施し

ているか。 

キャリア教育の実施に

あたって、意義・指導方

法等に関する方針を定

めているか。 

4 

定め、共有している。臨

床実習が活用できてい

る。 

特になし 特になし 

キャリア教育実施規程 
キャリア教育を行うた
めの教育内容・教育方
法・教材等について工
夫しているか。 

今年度はビジネスマナ

ー講習を行い、企業説

明会に参加した。 

特になし 特になし 

キャリア教育の効果につ
いて、卒業生・就職先等
の意見聴取や評価を行
っているか。 

学生及び臨床実習指導

者より意見聴取を行っ

ている． 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-3 
キャリア教育を実施し

ているか。 

キャリア教育の実施に

あたって、意義・指導方

法等に関する方針を定

めているか。 3 

定めていない。 方針を定める。 会議等を実施。 

キャリア教育実施規程 
キャリア教育を行うた
めの教育内容・教育方
法・教材等について工

今年度も業界の第一線

で活躍している先生を

お招きし、授業を実施。 

なし なし 
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夫しているか。 
キャリア教育の効果につ
いて、卒業生・就職先等
の意見聴取や評価を行
っているか。 

行っていない。 そういった機会がな

い。 
そういった機会を設け

る。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  堀之内 貴 一 

 

スポーツ鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-3 
キャリア教育を実施し

ているか。 

キャリア教育の実施に

あたって、意義・指導方

法等に関する方針を定

めているか。 

2 

定めていない。 方針を決定する。 方針についての会議を

実施する。 

キャリア教育実施規程 

キャリア教育を行うた
めの教育内容・教育方
法・教材等について工
夫しているか。 

今年度は業界の第一線

で活躍している先生を

お招きし、授業を実施

した。 

教育内容が業界の意向

に沿っているか。 
業界の方に意見を賜

る。 

キャリア教育の効果につ
いて、卒業生・就職先等
の意見聴取や評価を行
っているか。 

行っていない。 卒業生・就職先の意見

を聴取する。 
意見や評価についての

アンケートを行う。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  馬男木   亨 

 

理学療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-3 
キャリア教育を実施し

ているか。 

キャリア教育の実施に

あたって、意義・指導方

法等に関する方針を定

めているか。 

3 

本学科におけるキャリ

ア教育とは臨床実習が

それに該当する．この

実習にあたっては実習

開始前に臨床実習指導

者らと臨床実習指導者

会議を通して，実習の

意義や指導方法等を協

議している． 

なし なし 

キャリア教育実施規程 
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キャリア教育を行うた
めの教育内容・教育方
法・教材等について工
夫しているか。 

授業シラバスに則って

授業を実施しており，

特に臨床経験チェック

シートを使って，教育

内容や指導方法などを

把握している 

なし なし 

キャリア教育の効果につ
いて、卒業生・就職先等
の意見聴取や評価を行
っているか。 

学生及び臨床実習指導

者より意見聴取を行っ

ている． 

教育効果に疑問を感じ

る事柄の一掃を協議し

なければならない． 

実習先への教員訪問や

臨床実習指導者会議に

おいて課題解決を図

る． 
 記載責任者 職・氏名 学科長  永 野   忍 

 

作業療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-3 
キャリア教育を実施し

ているか。 

キャリア教育の実施に

あたって、意義・指導方

法等に関する方針を定

めているか。 

3 

専門科目、また臨床実

習において意義や指導

方法等について説明し

ている。 

特になし 特になし 

キャリア教育実施規程 
キャリア教育を行うた
めの教育内容・教育方
法・教材等について工
夫しているか。 

各学年に応じて工夫し

ている。 
特になし 特になし 

キャリア教育の効果につ
いて、卒業生・就職先等
の意見聴取や評価を行
っているか。 

今後卒業生より意見

聴取したい。 
意見聴取の方法を検討 学科会議等で検討 

 記載責任者 職・氏名 学科長  笠 木 理 江 

 

看護学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-3 
キャリア教育を実施し

ているか。 

キャリア教育の実施に

あたって、意義・指導方

法等に関する方針を定

めているか。 

3 

専門領域の授業で、意

義・指導方法等につい

て説明している。 

キャリア教育の内容の

精査 
授業内容について、今

後検討する。 
キャリア教育実施規程 
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キャリア教育を行うた
めの教育内容・教育方
法・教材等について工
夫しているか。 

各専門領域の授業にお

いて、各学年に応じた

内容で工夫している。 

授業で実施している内

容について、教員間で

の共有化 

今後会議で検討する。 

キャリア教育の効果につ
いて、卒業生・就職先等
の意見聴取や評価を行
っているか。 

今後卒業生・就職先よ

り評価を頂く予定であ

る。 

評価の方法等の検討 学科会議等で検討する

予定 

 記載責任者 職・氏名 学科長  小 山 京 子 

 

歯科衛生学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-3 
キャリア教育を実施し

ているか。 

キャリア教育の実施に

あたって、意義・指導方

法等に関する方針を定

めているか。 

4 

臨地・臨床実習の意義・

指導方法を定めてい

る。 

なし。 なし。 

キャリア教育実施規程 
キャリア教育を行うた
めの教育内容・教育方
法・教材等について工
夫しているか。 

毎年、臨地・臨床実習の

目的目標、実習内容を

改善している。 

なし。 なし。 

キャリア教育の効果につ
いて、卒業生・就職先等
の意見聴取や評価を行
っているか。 

学生及び臨床実習指

導者より意見聴取を

行っている． 

なし。 なし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  中 島 紀 子 

 

生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-3 
キャリア教育を実施し

ているか。 

キャリア教育の実施に

あたって、意義・指導方

法等に関する方針を定

めているか。 
4 

介護福祉士資格取得後

のキャリアについて、

その意義と取り組みに

ついてイメージができ

るように指導をしてい

る。 

介護福祉を職業にする

という意識が希薄に見

える学生がいる。留学

生はキャリアアップに

ついてのビジョンを持

てていない。 

外国人介護職のキャリ

アアップ事例の紹介を

行う。 
キャリア教育実施規程 
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キャリア教育を行うた
めの教育内容・教育方
法・教材等について工
夫しているか。 

グループワークなどの

アクティブ・ラーニン

グや、プロジェクト・ベ

ースド・ラーニング

（PBL／課題解決型学

習）を採用している。 

特になし。 特になし。 

キャリア教育の効果に
ついて、卒業生・就職
先等の意見聴取や評価
を行っているか。 

卒業生及び就職先か

ら、意見聴取や評価を

得ている。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 副校長（学科長兼任）味 村 吉 浩 

 

アスレティックリハビリテーション・スポーツトレーナー学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-3 
キャリア教育を実施し

ているか。 

キャリア教育の実施に

あたって、意義・指導方

法等に関する方針を定

めているか。 

2 

自分自身の卒業後をイ

メージさせ、各カテゴ

リーでの目標設定をさ

せている。 

自分のなりたい姿をイ

メージできる学生がい

る。 

教育面談にて、自分の

将来に対する考え方を

整理させる。 

キャリア教育実施規程 

キャリア教育を行うた
めの教育内容・教育方
法・教材等について工
夫しているか。 

在籍する学生に対し、

スケジュール管理を行

わせ、計画性のある学

習習慣を定着させてい

る。 

スケジュール管理が苦

手な学生が見受けられ

る。 

学生とのコミュニケー

ションを深め、その必

要性を直接伝えていく

ことを検討していく。 

キャリア教育の効果につ
いて、卒業生・就職先等
の意見聴取や評価を行
っているか。 

卒業生・就職先などに

意見聴取を行ってい

ない。 

卒業生・就職先との意

見聴取の場がない。 
まずは、卒業生に対し

て情報を発信していく

方法を検討していく。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  寺 本 敦 司 

 

整体セラピスト学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-3 
キャリア教育を実施し

ているか。 

キャリア教育の実施に

あたって、意義・指導方

法等に関する方針を定

4 
定めている 特になし 特になし 

キャリア教育実施規程 
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めているか。 

キャリア教育を行うた
めの教育内容・教育方
法・教材等について工
夫しているか。 

工夫し実践している 特になし 特になし 

キャリア教育の効果につ
いて、卒業生・就職先等
の意見聴取や評価を行
っているか。 

行っている 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  蓑 田 のり子 

 

日本語学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-3 
キャリア教育を実施し

ているか。 

キャリア教育の実施に

あたって、意義・指導方

法等に関する方針を定

めているか。 

3 

特に定めていないが、

授業や進路指導面談な

どにおいて、自身の将

来について考えさせる

機会を設けている 

外国人を取り巻く状況

がどんどん変わるた

め、その情報について

いくのが容易ではな

く、学生自身も迷いや

すい状況にある 

職員同士の連携深め、

情報共有をし、学生に

常に新しい情報が提供

できるようにする 

キャリア教育実施規程 
キャリア教育を行うた
めの教育内容・教育方
法・教材等について工
夫しているか。 

それぞれ試行錯誤しな

がら取り組んでいる 
外国人向けの教材、情

報は多くない 
教員は常にアンテナを

張り、留学生にもわか

りやすい情報、教材を

提供できるよう努める 
キャリア教育の効果につ
いて、卒業生・就職先等
の意見聴取や評価を行
っているか。 

卒業後の進路、就職先

等は把握しているが、

意見聴取や評価は行

っていない。 

卒業生などの意見や様

子を参考にしていく必

要がある 

どのように指導に反映

するか、評価を行うか

を検討 

 記載責任者 職・氏名 学科長  髙 野 徳 一 

 

ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-3 
キャリア教育を実施し

キャリア教育の実施に

あたって、意義・指導方
4 キャリア教育実施規定

において意義および指

特になし。 特になし。 
キャリア教育実施規程 
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ているか。 法等に関する方針を定

めているか。 

導方針等を定めてい

る。 
キャリア教育を行うた
めの教育内容・教育方
法・教材等について工
夫しているか。 

教育課程編成委員会お

よび関連業界等と意見

交換をしながら教育内

容・教育方法・教材等に

工夫を凝らしている。 

特になし。 特になし。 

キャリア教育の効果につ
いて、卒業生・就職先等
の意見聴取や評価を行
っているか。 

キャリア教育の効果

について卒業生や就

職先等から意見を聴

取している。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長補佐  久 保 佑 生 

 

 

３－９－4 

 

柔道整復学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-4 
授業評価を実施してい

るか。 

授業評価を実施する体

制を整備しているか。 

4 

整備している。 
教務部が実施してい

る。 

特になし 特になし 

授業評価アンケート 
授業評価フィードバッ

ク票 

学生に対するアンケー

ト等の実施など、授業評

価を行っているか。 

教務部が定期的に実施

している。 
特になし 特になし 

授業評価の実施におい

て、関連業界等との協力

体制はあるか。 

協力している。 特になし 特になし 

教員にフィードバックする
等、授業評価結果を授業
改善に活用しているか。 

他の教員による授業参

観の導入。 
特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 
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スポーツ柔整学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-4 
授業評価を実施してい

るか。 

授業評価を実施する体

制を整備しているか。 

4 

整備している。 
教務部が実施してい

る。 

特になし 特になし 

授業評価アンケート 
授業評価フィードバッ

ク票 

学生に対するアンケー

ト等の実施など、授業評

価を行っているか。 

教務部が定期的に実施

している。 
特になし 特になし 

授業評価の実施におい

て、関連業界等との協力

体制はあるか。 

協力している。 特になし 特になし 

教員にフィードバックする
等、授業評価結果を授業
改善に活用しているか。 

他の教員による授業参

観の導入。 
特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-4 
授業評価を実施してい

るか。 

授業評価を実施する体

制を整備しているか。 

4 

年度に 2 回授業評価ア

ンケートを実施してい

る。 

評価項目が妥当か。 検討会等を設ける。 

授業評価アンケート 
授業評価フィードバッ

ク票 

学生に対するアンケー

ト等の実施など、授業評

価を行っているか。 

年度に 2 回授業評価ア

ンケートを実施してい

る。 

評価項目が妥当か。 検討会等を設ける。 

授業評価の実施におい

て、関連業界等との協力

体制はあるか。 

なし 協力体制を図れるよう

にする。 
協力体制を整える場を

検討。 

教員にフィードバックする
等、授業評価結果を授業
改善に活用しているか。 

評価後に面談を行って

いる。 
フィードバックし、改

善できるよう努めてい

る。 

なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  堀之内 貴一 

 

スポーツ鍼灸学科 
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小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-4 
授業評価を実施してい

るか。 

授業評価を実施する体

制を整備しているか。 

3 

年度に 2 度の授業評価

アンケートを実施して

いる。 

なし なし 

授業評価アンケート 
授業評価フィードバッ

ク票 

学生に対するアンケー

ト等の実施など、授業評

価を行っているか。 

年度に 2 度の授業評価

アンケートを実施して

いる。 

なし なし 

授業評価の実施におい

て、関連業界等との協力

体制はあるか。 

ない。 協力体制を図れるよう

にする。 
協力体制を整える場を

検討する。 

教員にフィードバックする
等、授業評価結果を授業
改善に活用しているか。 

評価後に結果を伝え、 
フィードバックを行っ

ている。 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  馬男木   亨 

 

理学療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-4 
授業評価を実施してい

るか。 

授業評価を実施する体

制を整備しているか。 

3 

授業終了に伴い教務部

が実施している 
なし なし 

授業評価アンケート 
授業評価フィードバッ

ク票 

学生に対するアンケー

ト等の実施など、授業評

価を行っているか。 

授業終了に伴い教務部

が実施している 
なし なし 

授業評価の実施におい

て、関連業界等との協力

体制はあるか。 

関連業界と関連する授

業科目は臨床実習であ

るが，実習終了後に実

習指導者による自由記

載での意見等を寄せて

もらっている． 

なし なし 

教員にフィードバックする
等、授業評価結果を授業
改善に活用しているか。 

授業評価の結果を担当

教員が確認している． 
また他の教員による授

業参観の導入を準備し

ている 

他の教員による授業参

観を導入する。 
FD 委員会との連携を

図る 

 記載責任者 職・氏名 学科長  永 野   忍 
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作業療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-4 
授業評価を実施してい

るか。 

授業評価を実施する体

制を整備しているか。 

3 

教務部が主体となり実

施している。 
特になし 特になし 

授業評価アンケート 
授業評価フィードバッ

ク票 

学生に対するアンケー

ト等の実施など、授業評

価を行っているか。 

教務部が主体となり実

施している。 
特になし 特になし 

授業評価の実施におい

て、関連業界等との協力

体制はあるか。 

ない 特になし 特になし 

教員にフィードバックする
等、授業評価結果を授業
改善に活用しているか。 

活用している。 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  笠 木 理 江 

 

看護学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-4 
授業評価を実施してい

るか。 

授業評価を実施する体

制を整備しているか。 

3 

教務部との連携による

授業評価の体制を整備

している。 

なし なし 

授業評価アンケート 
授業評価フィードバッ

ク票 

学生に対するアンケー

ト等の実施など、授業評

価を行っているか。 

学生による授業評価を

実施している。 
なし なし 

授業評価の実施におい

て、関連業界等との協力

体制はあるか。 

実習施設との協力体制

はできている。 
なし なし 

教員にフィードバックする
等、授業評価結果を授業
改善に活用しているか。 

活用している。 具体的に改善した内容

の再評価 
領域ごとに、改善すべ

き内容について検討す

る。 
 記載責任者 職・氏名 学科長  小 山 京 子 
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歯科衛生学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-4 
授業評価を実施してい

るか。 

授業評価を実施する体

制を整備しているか。 

3 

教務部が主体となり実

施している。 
なし。 なし。 

 

授業評価アンケート 
授業評価フィードバッ

ク票 

学生に対するアンケー

ト等の実施など、授業評

価を行っているか。 

授業終了時に実施して

いる。 
なし。 なし。 

授業評価の実施におい

て、関連業界等との協力

体制はあるか。 

臨床実習先に評価をい

ただいている。 
なし。 なし。 

教員にフィードバックする
等、授業評価結果を授業
改善に活用しているか。 

科目ごとに担当教員

（専任教員）が活用し

ている。 
 
 
 
 

非常勤講師へのフィー

ドバックができていな

い。 

フィードバックができ

る体制を整える。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  中 島 紀 子 

 

生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-4 
授業評価を実施してい

るか。 

授業評価を実施する体

制を整備しているか。 

4 

教務部と連携し、実施

体制を整備している。 
特になし。 特になし。 

授業評価アンケート 
授業評価フィードバッ

ク票 

学生に対するアンケー

ト等の実施など、授業評

価を行っているか。 

学期毎、年 2 回実施し

ている。 
授業評価アンケートの

評価項目が、留学生に

とって理解しづらい。 

留学生に対して、授業

評価の内容についてよ

りわかりやすく説明す

る方法を検討すべき。 
授業評価の実施におい

て、関連業界等との協力

体制はあるか。 

特になし。 特になし。 特になし。 

教員にフィードバック
する等、授業評価結果
を授業改善に活用して
いるか。 

フィードバックを行

い、全教員に授業改善

計画案の提出を求めて

いる。 

特になし。 特になし。 
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 記載責任者 職・氏名 副校長（学科長兼任）味 村 吉 浩 

 

アスレティックリハビリテーション・スポーツトレーナー学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-4 
授業評価を実施してい

るか。 

授業評価を実施する体

制を整備しているか。 

3 

整備されている。 特になし。 特なし。 

授業評価アンケート 
授業評価フィードバッ

ク票 

学生に対するアンケー

ト等の実施など、授業評

価を行っているか。 

年 2 回の授業アンケー

トを実施している。 
特になし。 特なし。 

授業評価の実施におい

て、関連業界等との協力

体制はあるか。 

関連業界等との協力体

制は不十分である。 
関連業界との連携を深

めていく。 
多くの企業との連携方

法を検討していく。 

教員にフィードバックする
等、授業評価結果を授業
改善に活用しているか。 

結果をもとに授業評価

振り返りシートを作成

している。 

特になし。 特なし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  寺 本 敦 司 

 

整体セラピスト学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-4 
授業評価を実施してい

るか。 

授業評価を実施する体

制を整備しているか。 

3 

整備している 特になし 特になし 

授業評価アンケート 
授業評価フィードバッ

ク票 

学生に対するアンケー

ト等の実施など、授業評

価を行っているか。 

年 2 回実施 特になし 特になし 

授業評価の実施におい

て、関連業界等との協力

体制はあるか。 

なし なし なし 

教員にフィードバックする
等、授業評価結果を授業
改善に活用しているか。 

授業改善のために活用

している 
フィードバックは全員

に出来ていない 
非常勤講師にもフィー

ドバックする 

 記載責任者 職・氏名 学科長  蓑 田 のり子 
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日本語学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-4 
授業評価を実施してい

るか。 

授業評価を実施する体

制を整備しているか。 

4 

授業評価を行っている なし なし 

授業評価アンケート 
授業評価フィードバッ

ク票 

学生に対するアンケー

ト等の実施など、授業評

価を行っているか。 

行っている なし なし 

授業評価の実施におい

て、関連業界等との協力

体制はあるか。 

特になし なし なし 

教員にフィードバックする
等、授業評価結果を授業
改善に活用しているか。 

活用している なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  髙 野 徳 一 

 

ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-9-4 
授業評価を実施してい

るか。 

授業評価を実施する体

制を整備しているか。 

4 

授業評価アンケートを

実施している。 
特になし。 特になし。 

授業評価アンケート 
授業評価フィードバッ

ク票 

学生に対するアンケー

ト等の実施など、授業評

価を行っているか。 

学生に対して授業評価

アンケートを実施して

いる。 

特になし。 特になし。 

授業評価の実施におい

て、関連業界等との協力

体制はあるか。 

特になし。 特になし。 特になし。 

教員にフィードバックする
等、授業評価結果を授業
改善に活用しているか。 

教員に対して授業評価

の結果をフィードバッ

クし、授業の改善を図

っている。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長補佐  久 保 佑 生 
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３－10 成績評価・単位認定等 

 

３－10－１ 

 

柔道整復学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-1 
成績評価・修了認定基準

を明確化し、適切に運用

しているか。 

成績評価の基準につい

て、学則等に規定するな

ど明確にし、かつ、学生

等に明示しているか。 

4 

学生便覧・シラバスの

明示している。 
特になし 特になし 

学則 
学則施行細則 
学生便覧 

成績評価の基準を適切

に運用するため、会議等

を開くなど客観性・統一

性の確保に取組んでい

るか。 

学科会議にて、定期的

に実施している。 
特になし 特になし 

入学前の履修、他の教育
機関の履修の認定につ
いて、学則等に規定し、
適切に運用しているか。 

適切に運用されてい

る。 
特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

スポーツ柔整学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-1 
成績評価・修了認定基準

を明確化し、適切に運用

しているか。 

成績評価の基準につい

て、学則等に規定するな

ど明確にし、かつ、学生

等に明示しているか。 

4 

学生便覧・シラバスの

明示している。 
特になし 特になし 

学則 
学則施行細則 
学生便覧 
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成績評価の基準を適切

に運用するため、会議等

を開くなど客観性・統一

性の確保に取組んでい

るか。 

学科会議にて、定期的

に実施している。 
特になし 特になし 

入学前の履修、他の教育
機関の履修の認定につ
いて、学則等に規定し、
適切に運用しているか。 

適切に運用されてい

る。 
特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-1 
成績評価・修了認定基準

を明確化し、適切に運用

しているか。 

成績評価の基準につい

て、学則等に規定するな

ど明確にし、かつ、学生

等に明示しているか。 

4 

学生便覧に記載してあ

る。 
なし なし 

学則 
学則施行細則 
学生便覧 

成績評価の基準を適切

に運用するため、会議等

を開くなど客観性・統一

性の確保に取組んでい

るか。 

複数教員で評価する場

合は評価基準を統一す

べく、打ち合わせや予

行などを行っている。 

客観的にできるよう意

識してはいるが全く同

じようにならない。 

更に詳細な打合せ等を

実施する。 

入学前の履修、他の教育
機関の履修の認定につ
いて、学則等に規定し、
適切に運用しているか。 

既修得単位認定制度を

設けている。 
なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  堀之内 貴 一 

 

スポーツ鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-1 成績評価の基準につい 3 学生便覧に記載してあ なし なし 学則 
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成績評価・修了認定基準

を明確化し、適切に運用

しているか。 

て、学則等に規定するな

ど明確にし、かつ、学生

等に明示しているか。 

る。 学則施行細則 
学生便覧 

成績評価の基準を適切

に運用するため、会議等

を開くなど客観性・統一

性の確保に取組んでい

るか。 

複数教員で評価する場

合は評価基準を統一す

る為に会議を行い統一

性の確保に取り組んで

いる。 

客観的に評価できるよ

う評価用紙を作成する

が、多少のずれが生じ

る。 

更に詳細な打合せ、評

価用紙作成を実施す

る。 

入学前の履修、他の教育
機関の履修の認定につ
いて、学則等に規定し、
適切に運用しているか。 

既修得単位認定制度を

設けている。 
なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  馬男木   亨 

 

理学療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-1 
成績評価・修了認定基準

を明確化し、適切に運用

しているか。 

成績評価の基準につい

て、学則等に規定するな

ど明確にし、かつ、学生

等に明示しているか。 

4 

学生に配布する学生便

覧に学則や成績評価の

基準等は明示している 

明示をしているが，普

段から意識させておく

ことが重要 

学生便覧を使用した事

由発生時における説明

を行う 

学則 
学則施行細則 
学生便覧 

成績評価の基準を適切

に運用するため、会議等

を開くなど客観性・統一

性の確保に取組んでい

るか。 

学科内にて会議等を行

っている 
なし なし 

入学前の履修、他の教育
機関の履修の認定につ
いて、学則等に規定し、
適切に運用しているか。 

学則に明示し、申請に

対して教育課程及び授

業シラバスとの適合性

の確認を行い、学科内

にて情報共有を行って

いる。 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  永 野   忍 
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作業療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-1 
成績評価・修了認定基準

を明確化し、適切に運用

しているか。 

成績評価の基準につい

て、学則等に規定するな

ど明確にし、かつ、学生

等に明示しているか。 

4 

学生便覧に明示してい

る。 
特になし 特になし 

学則 
学則施行細則 
学生便覧 

成績評価の基準を適切

に運用するため、会議等

を開くなど客観性・統一

性の確保に取組んでい

るか。 

学科会議、成績判定会

議等で客観性・統一性

の確保に取り組んでい

る。 

特になし 特になし 

入学前の履修、他の教育
機関の履修の認定につ
いて、学則等に規定し、
適切に運用しているか。 

運用している。 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  笠 木 理 江 

 

看護学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-1 
成績評価・修了認定基準

を明確化し、適切に運用

しているか。 

成績評価の基準につい

て、学則等に規定するな

ど明確にし、かつ、学生

等に明示しているか。 

4 

学則に規定されてお

り、学生便覧を使用し

て学生への説明を実施

している。 

なし なし 

学則 
学則施行細則 
学生便覧 

成績評価の基準を適切

に運用するため、会議等

を開くなど客観性・統一

性の確保に取組んでい

るか。 

成績判定会議まで事前

会議等を通して、客観

性・統一性の確保に取

組んでいる 

なし なし 

入学前の履修、他の教育
機関の履修の認定につ
いて、学則等に規定し、

学則に規定されてお

り、適切に運用されて

なし なし 
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適切に運用しているか。 いる。 
 記載責任者 職・氏名 学科長  小 山 京 子 

 

歯科衛生学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-1 
成績評価・修了認定基準

を明確化し、適切に運用

しているか。 

成績評価の基準につい

て、学則等に規定するな

ど明確にし、かつ、学生

等に明示しているか。 

4 

学生便覧に明示してい

る。 
なし。 なし。 

学則 
学則施行細則 
学生便覧 

成績評価の基準を適切

に運用するため、会議等

を開くなど客観性・統一

性の確保に取組んでい

るか。 

学科教員で適宜協議を

している。 
なし。 なし。 

入学前の履修、他の教育
機関の履修の認定につ
いて、学則等に規定し、
適切に運用しているか。 

学生便覧に明示し、運

用している。 
なし。 なし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  中 島 紀 子 

 

生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-1 
成績評価・修了認定基準

を明確化し、適切に運用

しているか。 

成績評価の基準につい

て、学則等に規定するな

ど明確にし、かつ、学生

等に明示しているか。 

4 

学則に規定し、学生に

明示している。 
特になし。 特になし。 

学則 
学則施行細則 
学生便覧 

成績評価の基準を適切

に運用するため、会議等

を開くなど客観性・統一

性の確保に取組んでい

るか。 

学科会議、成績判定会

議、進級判定会議等で

客観性・統一性の確保

に取り組んでいる。 

特になし。 特になし。 
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入学前の履修、他の教
育機関の履修の認定に
ついて、学則等に規定
し、適切に運用してい
るか。 

学則等に規定し、適切

に運用している。 
特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 副校長（学科長兼任）味 村 吉 浩 

 

アスレティックリハビリテーション・スポーツトレーナー学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-1 
成績評価・修了認定基準

を明確化し、適切に運用

しているか。 

成績評価の基準につい

て、学則等に規定するな

ど明確にし、かつ、学生

等に明示しているか。 

4 

学生便覧・シラバスに

て明示している。 
特になし。 特になし。 

学則 
学則施行細則 
学生便覧 

成績評価の基準を適切

に運用するため、会議等

を開くなど客観性・統一

性の確保に取組んでい

るか。 

学科会議、進級判定会

議、卒業判定会議を開

催している。 

特になし。 特になし。 

入学前の履修、他の教育
機関の履修の認定につ
いて、学則等に規定し、
適切に運用しているか。 

学則に規程が明示され

ており、運用している。 
特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  寺 本 敦 司 

 

整体セラピスト学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-1 
成績評価・修了認定基準

を明確化し、適切に運用

しているか。 

成績評価の基準につい

て、学則等に規定するな

ど明確にし、かつ、学生

等に明示しているか。 

4 

学生便覧に明示してい

る 
特になし 特になし 

学則 
学則施行細則 
学生便覧 
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成績評価の基準を適切

に運用するため、会議等

を開くなど客観性・統一

性の確保に取組んでい

るか。 

取組んでいる 特になし 特になし 

入学前の履修、他の教育
機関の履修の認定につ
いて、学則等に規定し、
適切に運用しているか。 

運用している 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  蓑 田 のり子 

 

日本語学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-1 
成績評価・修了認定基準

を明確化し、適切に運用

しているか。 

成績評価の基準につい

て、学則等に規定するな

ど明確にし、かつ、学生

等に明示しているか。 

4 

明示している なし なし 

学則 
学則施行細則 
学生便覧 

成績評価の基準を適切

に運用するため、会議等

を開くなど客観性・統一

性の確保に取組んでい

るか。 

学科で会議を設けて、

客観性、統一性の確保

をしている 

なし なし 

入学前の履修、他の教育
機関の履修の認定につ
いて、学則等に規定し、
適切に運用しているか。 

している なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  髙 野 徳 一 

 

ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-1 成績評価の基準につい 4 学則に成績評価基準を 特になし。 特になし。 学則 
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成績評価・修了認定基準

を明確化し、適切に運用

しているか。 

て、学則等に規定するな

ど明確にし、かつ、学生

等に明示しているか。 

明示し、かつ、学生に対

しては学生便覧におい

て明示している。 

学則施行細則 
学生便覧 

成績評価の基準を適切

に運用するため、会議等

を開くなど客観性・統一

性の確保に取組んでい

るか。 

学科会議等を開催する

などして成績評価に客

観性・統一性の確保に

取り組んでいる。 

特になし。 特になし。 

入学前の履修、他の教育
機関の履修の認定につ
いて、学則等に規定し、
適切に運用しているか。 

既修得単位認定制度を

設けている。 
特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長補佐  久 保 佑 生 

 

 

３－10－２ 

 

柔道整復学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-2 
作品及び技術等の発表

における成果を把握し

ているか。 

在校生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 
4 

臨床実習の症例報告に

おいて機会を設けてい

る。又、外部で実施され

ている技術大会への参

加を積極的に行ってい

る。 

特になし 特になし 

 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

スポーツ柔整学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-2 
作品及び技術等の発表

在校生のコンテスト参

加における受賞状況、研
4 臨床実習の症例報告に

おいて機会を設けてい

特になし 特になし  
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における成果を把握し

ているか。 
究業績等を把握してい

るか。 

る。又、外部で実施され

ている技術大会への参

加を積極的に行ってい

る。 
 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-2 
作品及び技術等の発表

における成果を把握し

ているか。 

在校生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

2 

教育内容的にコンテス

トはなく、また研究は

できていない。 

資格取得が優先され、

研究等ができていな

い。 

ゼミ等の検討 

 

 記載責任者 職・氏名 学科長  堀之内 貴 一 

 

スポーツ鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-2 
作品及び技術等の発表

における成果を把握し

ているか。 

在校生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

2 

教育内容にコンテスト

参加はなく、また研究

に関しても行えていな

い。 

資格取得が優先され、

研究等ができていな

い。 

ゼミや学生研究の実施

についての検討を行

う。  

 記載責任者 職・氏名 学科長  馬男木   亨 

 

理学療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-2 
作品及び技術等の発表

における成果を把握し

ているか。 

在校生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

3 

各学年にて履修に付随

する発表の機会を設け

ている 

なし なし 

 

 記載責任者 職・氏名 学科長  永 野   忍 
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作業療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-2 
作品及び技術等の発表

における成果を把握し

ているか。 

在校生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

4 

臨床実習後の報告会に

おいて把握している。 
特になし 特になし 

 

 記載責任者 職・氏名 学科長  笠 木 理 江 

 

看護学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-2 
作品及び技術等の発表

における成果を把握し

ているか。 

在校生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

1 

該当なし なし なし 

 

 記載責任者 職・氏名 学科長  小 山 京 子 

 

歯科衛生学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-2 
作品及び技術等の発表

における成果を把握し

ているか。 

在校生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

3 

臨床実習報告会や実技

チェックで、その成果

を把握している。 

学外活動への参加意欲

が乏しい。 
学外活動への取り組み

を促す。  

 記載責任者 職・氏名 学科長  中 島 紀 子 

 

生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-2 
作品及び技術等の発表

における成果を把握し

ているか。 

在校生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

4 

コロナ過で学外活動は

制限された。授業や実

習での取り組みについ

てポスターセッション

在校生の学外コンテス

ト参加を推進する。 
関連業界の情報を得て

学生に情報を伝える。  
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を行い、その成果を掲

示している。 
 記載責任者 職・氏名 副校長（学科長兼任）味 村 吉 浩 

 

アスレティックリハビリテーション。スポーツトレーナー学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-2 
作品及び技術等の発表

における成果を把握し

ているか。 

在校生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

1 

特になし。 該当するものがない。 該当するものがない。 

 

 記載責任者 職・氏名 学科長  寺 本 敦 司 

 

整体セラピスト学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-2 
作品及び技術等の発表

における成果を把握し

ているか。 

在校生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

4 

校内サロンシミュレー

ションにおける「お客

様アンケート」やプレ

ゼン大会における個別

評価を把握している。 

特になし 特になし 

 

 記載責任者 職・氏名 学科長  蓑 田 のり子 

 

日本語学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-2 
作品及び技術等の発表

における成果を把握し

ているか。 

在校生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

4 

スピーチ大会を行って

おり、受賞状況などを

把握している 

なし なし 

 

 記載責任者 職・氏名 学科長  髙 野 徳 一 

 

ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 
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小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-10-2 
作品及び技術等の発表

における成果を把握し

ているか。 

在校生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

4 

把握している。 特になし。 特になし。 

 

 記載責任者 職・氏名 学科長補佐  久 保 佑 生 

 

 

３－１１ 資格・免許の取得の指導 
 

３－11－１ 

 

柔道整復学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-1 
目標とする資格・免許

は、教育課程上で、明確

に位置づけているか。 

取得目標としている資

格・免許の内容・取得の

意義について明確にし

ているか。 4 

明確にしている。 特になし 特になし 

学生便覧 
学校案内パンフレット 資格・免許の取得に関連

する授業科目、特別講座

の開設等について明確

にしているか。 

掲示板への貼りだし、

メールでの案内、担任

からの伝達により、明

確に示している。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

スポーツ柔整学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-1 
目標とする資格・免許

は、教育課程上で、明確

に位置づけているか。 

取得目標としている資

格・免許の内容・取得の

意義について明確にし

ているか。 

4 

明確にしている。 特になし 特になし 
学生便覧 
学校案内パンフレット 



83 

資格・免許の取得に関連

する授業科目、特別講座

の開設等について明確

にしているか。 

掲示板への貼りだし、

メールでの案内、担任

からの伝達により、明

確に示している。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-1 
目標とする資格・免許

は、教育課程上で、明確

に位置づけているか。 

取得目標としている資

格・免許の内容・取得の

意義について明確にし

ているか。 4 

できている。 なし なし 

学生便覧 
学校案内パンフレット 資格・免許の取得に関連

する授業科目、特別講座

の開設等について明確

にしているか。 

国家試験不合格者への

聴講生制度や成績不良

者への補講を明確にし

ている。 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  堀之内 貴 一 

 

スポーツ鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-1 
目標とする資格・免許

は、教育課程上で、明確

に位置づけているか。 

取得目標としている資

格・免許の内容・取得の

意義について明確にし

ているか。 4 

各授業科目にて明確に

示している 
なし なし 

学生便覧 
学校案内パンフレット 資格・免許の取得に関連

する授業科目、特別講座

の開設等について明確

にしているか。 

各授業科目にて明確に

示している 
なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  馬男木   亨 

 

理学療法学科 
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小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-1 
目標とする資格・免許

は、教育課程上で、明確

に位置づけているか。 

取得目標としている資

格・免許の内容・取得の

意義について明確にし

ているか。 4 

各授業科目にて明確に

示している 
なし なし 

学生便覧 
学校案内パンフレット 資格・免許の取得に関連

する授業科目、特別講座

の開設等について明確

にしているか。 

各授業科目にて明確に

示している 
なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  永 野   忍 

 

作業療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-1 
目標とする資格・免許

は、教育課程上で、明確

に位置づけているか。 

取得目標としている資

格・免許の内容・取得の

意義について明確にし

ているか。 4 

明確にしている。 特になし 特になし 

学生便覧 
学校案内パンフレット 資格・免許の取得に関連

する授業科目、特別講座

の開設等について明確

にしているか。 

明確にしている。 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  笠 木 理 江 

 

看護学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-1 
目標とする資格・免許

は、教育課程上で、明確

に位置づけているか。 

取得目標としている資

格・免許の内容・取得の

意義について明確にし

ているか。 4 

明確にしている。 なし なし 

学生便覧 
学校案内パンフレット 資格・免許の取得に関連

する授業科目、特別講座

の開設等について明確

にしているか。 

明確にしている。 なし なし 
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 記載責任者 職・氏名 学科長  小 山 京 子 

 

歯科衛生学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-1 
目標とする資格・免許

は、教育課程上で、明確

に位置づけているか。 

取得目標としている資

格・免許の内容・取得の

意義について明確にし

ているか。 4 

明確にしている。 なし。 なし。 

学生便覧 
学校案内パンフレット 資格・免許の取得に関連

する授業科目、特別講座

の開設等について明確

にしているか。 

明確にしている。 なし。 なし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  中 島 紀 子 

 

生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-1 
目標とする資格・免許

は、教育課程上で、明確

に位置づけているか。 

取得目標としている資

格・免許の内容・取得の

意義について明確にし

ているか。 4 

明確にしている。 特になし。 特になし。 

学生便覧 
学校パンフレット 資格・免許の取得に関連

する授業科目、特別講座

の開設等について明確

にしているか。 

福祉機器の研修、在宅

障害者の講話等の特別

講話を実施している。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 副校長（学科長兼任）味 村 吉 浩 

 

アスレティックリハビリテーション・スポーツトレーナー学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-1 
目標とする資格・免許

は、教育課程上で、明確

取得目標としている資

格・免許の内容・取得の

意義について明確にし

4 
オリエンテーション時

に資格取得方法、資格

継続等に関する資料を

特になし。 特になし。 
学生便覧 
学校案内パンフレット 
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に位置づけているか。 ているか。 作成している、 
資格・免許の取得に関連

する授業科目、特別講座

の開設等について明確

にしているか。 

授業・補講を実施して

いる。 
特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  寺 本 敦 司 

 

整体セラピスト学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-1 
目標とする資格・免許

は、教育課程上で、明確

に位置づけているか。 

取得目標としている資

格・免許の内容・取得の

意義について明確にし

ているか。 4 

明確にしている 特になし 特になし 

学生便覧 
学校案内パンフレット 資格・免許の取得に関連

する授業科目、特別講座

の開設等について明確

にしているか。 

明確にしている 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  蓑 田 のり子 

 

日本語学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-1 
目標とする資格・免許

は、教育課程上で、明確

に位置づけているか。 

取得目標としている資

格・免許の内容・取得の

意義について明確にし

ているか。 

3 

進学や就職においての

意義、必要性を説明し

ている 

留学生の将来の在り方

の状況は常に変わって

おり、それを把握し意

義を説明する必要があ

る 

新しい情報提供しなが

ら、より具体的な目標

設定をし、それと結び

つけて考えさせるよう

にする 学生便覧 
学校案内パンフレット 

資格・免許の取得に関連

する授業科目、特別講座

の開設等について明確

にしているか。 

授業全体が関連項目の

ため、特別明確化して

いない 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  髙 野 徳 一 
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ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-1 
目標とする資格・免許

は、教育課程上で、明確

に位置づけているか。 

取得目標としている資

格・免許の内容・取得の

意義について明確にし

ているか。 4 

必要に応じて、都度学

生に対して説明の機会

を設けている。 

特になし。 特になし。 

学生便覧 
学校案内パンフレット 資格・免許の取得に関連

する授業科目、特別講座

の開設等について明確

にしているか。 

文書の掲示によって明

確にしている。 
特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長補佐  久 保 佑 生 

 

 

３－11－２ 

 

柔道整復学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-2 
資格・免許取得の指導体

制はあるか。 

資格・免許の取得につい

て、指導体制を整備して

いるか。 

4 

担任を中心にチームを

組み、担当役割を明確

にして、国家試験対策

講義、補講を積極的に

実施している。 

特になし 特になし 

学則施行細則 
聴講生制度について 
聴講生証 

不合格者及び卒後の指

導体制を整備している

か。 

KMS サポートを活用

して行っている。 
出席管理、指導が難し

い。 
出席率を参加条件に盛

り込む等の対策が必要 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

スポーツ柔整学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-2 
資格・免許取得の指導体

資格・免許の取得につい

て、指導体制を整備して
4 担任を中心にチームを

組み、担当役割を明確

特になし 特になし 学則施行細則 
聴講生制度について 
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制はあるか。 いるか。 にして、国家試験対策

講義、補講を積極的に

実施している。 

聴講生証 

不合格者及び卒後の指

導体制を整備している

か。 

KMS サポートを活用

して行っている。 
出席管理、指導が難し

い。 
出席率を参加条件に盛

り込む等の対策が必要 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-2 
資格・免許取得の指導体

制はあるか。 

資格・免許の取得につい

て、指導体制を整備して

いるか。 4 

国家試験対策委員を設

けることとともに個別

対応も実施している。 

個別対応では教員間の

協力体制がとれなくな

る可能性がある。 

協力体制の構築 

学則施行細則 
聴講生制度について 不合格者及び卒後の指

導体制を整備している

か。 

国家試験不合格者等に

は聴講生制度等を設け

ている。 

現役生に指導が偏る傾

向にある。 
不合格者への指導体制

等の検討。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  堀之内 貴 一 

 

スポーツ鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-2 
資格・免許取得の指導体

制はあるか。 

資格・免許の取得につい

て、指導体制を整備して

いるか。 

3 

国家試験対策委員を設

けることとともに個別

対応も実施している。 

対応の充実 授業外での国家試験対

策講義、個別指導、面談

は実施しているが、新

たな内容を検討する。 
学則施行細則 
聴講生制度について 
聴講生証 不合格者及び卒後の指

導体制を整備している

か。 

国家試験不合格者等に

は聴講生制度等を設け

ている。 

遠方学生への対応 遠方の不合格者への遠

隔指導体制等を検討す

る。 
 記載責任者 職・氏名 学科長  馬男木   亨 

 

理学療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 
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3-11-2 
資格・免許取得の指導体

制はあるか。 

資格・免許の取得につい

て、指導体制を整備して

いるか。 4 

資格取得に向けて教員

を専属で配置し指導し

ている 

成績不良者への対応 随時的な履修状況の把

握を行うために面談を

行う 学則施行細則 
聴講生制度について 
聴講生証 不合格者及び卒後の指

導体制を整備している

か。 

資格取得に向けての情

報提供をおこなってい

る 

情報共有状況の把握 随時的に連絡を取り状

況の確認を行い、面談

を行う 
 記載責任者 職・氏名 学科長  永 野   忍 

 

作業療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-2 
資格・免許取得の指導体

制はあるか。 

資格・免許の取得につい

て、指導体制を整備して

いるか。 

4 

国家試験対策担当を設

け、スケジュールや成

績不良者への指導体制

を整えている。 

特になし 特になし 

学則施行細則 
聴講生制度について 
聴講生証 不合格者及び卒後の指

導体制を整備している

か。 

不合格者は聴講生制度

を設けている。 
特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  笠 木 理 江 

 

看護学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-2 
資格・免許取得の指導体

制はあるか。 

資格・免許の取得につい

て、指導体制を整備して

いるか。 

3 

就職担当、国試担当を

明確にし、指導してい

る。また、教員全体で資

格・免許取得に向けて

ゼミ制度を設けて、個

別にも指導をしてい

る。 

教員に係る負担と教員

の能力差 
学科会議を通して、担

任及びゼミ担当より情

報提供を行い共有化を

図る。 

学則施行細則 
聴講生制度について 
聴講生証 

不合格者及び卒後の指

導体制を整備している

か。 

不合格者については、

聴講生制度や学習指

導、国試模試の受講な

ど、個別対応を充実さ

せている。 

なし なし 
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 記載責任者 職・氏名 学科長  小 山 京 子 

 

歯科衛生学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-2 
資格・免許取得の指導体

制はあるか。 

資格・免許の取得につい

て、指導体制を整備して

いるか。 4 

資格取得に向け、科目

ごとに教員を配属して

いる。 

なし。 なし。 

学則施行細則 
聴講生制度について 
聴講生証 不合格者及び卒後の指

導体制を整備している

か。 

聴講生制度を設けてい

る。 
なし。 なし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  中 島 紀 子 

 

生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-2 
資格・免許取得の指導体

制はあるか。 

資格・免許の取得につい

て、指導体制を整備して

いるか。 

4 

毎年、期間を決めて取

得についての指導を行

う体制をとっている。 

特になし。 特になし。 

学則施行細則 
聴講生制度について 
聴講生証 

不合格者及び卒後の指

導体制を整備している

か。 

卒後指導として資格取

得の受験手続の指導

や、学習支援の体制を

整えている。就職した

施設との連携を行い資

格取得についての情報

を提供している。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 副校長（学科長兼任）味 村 吉 浩 

 

アスレティックリハビリテーション・スポーツトレーナー学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-2 
資格・免許取得の指導体

制はあるか。 

資格・免許の取得につい

て、指導体制を整備して

いるか。 

3 
対策授業・聴講生制度

が整備されている。 
卒業した学生の利用率

が低い。 
受講しやすい日時の設

定が必要である。 
学則施行細則 
聴講生制度について 
聴講生証 
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不合格者及び卒後の指

導体制を整備している

か。 

聴講制度・模擬試験な

どを HP で案内してい

る、 

卒業した学生の利用率

が低い。 
受講しやすい日時の設

定が必要である。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  寺 本 敦 司 

 

整体セラピスト学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-2 
資格・免許取得の指導体

制はあるか。 

資格・免許の取得につい

て、指導体制を整備して

いるか。 4 

整備している 特になし 特になし 

学則施行細則 
聴講生制度について 
聴講生証 不合格者及び卒後の指

導体制を整備している

か。 

整備している 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  蓑 田 のり子 

 

日本語学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-11-2 
資格・免許取得の指導体

制はあるか。 

資格・免許の取得につい

て、指導体制を整備して

いるか。 

3 

期間を定め対策授業を

行い、加えて担任を中

心に個別指導も行い、

懸念がある学生に対し

ては、教員間で話し合

い担当が指導を行うこ

ともある。 

クラス内で受験するレ

ベルが異なることが

多々ある。 

できうる限り同じレベ

ル同士で分けて指導で

きるよう工夫する 

学則施行細則 
聴講生制度について 
聴講生証 

不合格者及び卒後の指

導体制を整備している

か。 

次回受験のための再度

意識付けを行っている 
なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  髙 野 徳 一 

 

ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 
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3-11-2 
資格・免許取得の指導体

制はあるか。 

資格・免許の取得につい

て、指導体制を整備して

いるか。 

3 

授業内および補講にお

ける指導のほか、個別

に指導を行うなどして

対応にあたっている。 

特になし。 特になし。 

 
不合格者及び卒後の指

導体制を整備している

か。 

補講および個別指導に

おいて対応している。 
特になし。 特になし。 

 

 記載責任者 職・氏名 学科長補佐  久 保 佑 生 

 

 

３－12 教員・教員組織 

 

３－12－１ 

 

柔道整復学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-1 
資格・要件を備えた教員

を確保しているか。 

授業科目を担当するた

め、教員に求める能力・

資質等を明確にしてい

るか。 

4 

専門性と授業科目を照

合している。 
特になし 特になし 

 

授業科目を担当するた

め、教員に求める必要な

資格等を明示し、確認し

ているか。 

明示し、確認している。 特になし 特になし 

教員の知識・技術・技能

レベルは、関連業界等の

レベルに適合している

か。 

適合している。 特になし 特になし 

教員採用等人材確保に

おいて、関連業界等と連

携しているか。 

連携している。 特になし 特になし 

教員の採用計画・配置計 定め、確保できている。 特になし 特になし 
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画を定めているか。 

専任・兼任（非常勤）、年

齢構成、男女比等など教

員構成を明示している

か。 

明確に示している。 特になし 特になし 

教員の募集、採用手続、

昇格措置等について規

程等で明確に定めてい

るか。 

法人本部が評価制度を

用いて管理している。 
特になし 特になし 

教員一人当たりの授業

時数、学生数等を把握し

ているか。 

把握している。 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

スポーツ柔整学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-1 
資格・要件を備えた教員

を確保しているか。 

授業科目を担当するた

め、教員に求める能力・

資質等を明確にしてい

るか。 

4 

専門性と授業科目を照

合している。 
特になし 特になし 

 

授業科目を担当するた

め、教員に求める必要な

資格等を明示し、確認し

ているか。 

明示し、確認している。 特になし 特になし 

教員の知識・技術・技能

レベルは、関連業界等の

レベルに適合している

か。 

適合している。 特になし 特になし 

教員採用等人材確保に

おいて、関連業界等と連

携しているか。 

連携している。 特になし 特になし 

教員の採用計画・配置計

画を定めているか。 

定め、確保できている。 特になし 特になし 

専任・兼任（非常勤）、年

齢構成、男女比等など教

明確に示している。 特になし 特になし 
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員構成を明示している

か。 

教員の募集、採用手続、

昇格措置等について規

程等で明確に定めてい

るか。 

法人本部が評価制度を

用いて管理している。 
特になし 特になし 

教員一人当たりの授業

時数、学生数等を把握し

ているか。 

把握している。 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-1 
資格・要件を備えた教員

を確保しているか。 

授業科目を担当するた

め、教員に求める能力・

資質等を明確にしてい

るか。 

3 

担当は本人の希望と経

歴を重視している。 
科目によっては教員が

重なることがある。 
教員のスキルアップ 

 

授業科目を担当するた

め、教員に求める必要な

資格等を明示し、確認し

ているか。 

採用時に免許のコピー

や履歴書を確認してい

る。 

確認だけで終わってい

る。 
求める内容を明確にす

る。 

教員の知識・技術・技能

レベルは、関連業界等の

レベルに適合している

か。 

学科内でそれぞれの教

員の得手不得手は把握

している 

業界のレベルが不明確 学内外の聴講等 

教員採用等人材確保に

おいて、関連業界等と連

携しているか。 

していない。 人材確保に関し、業界

の方と話等をしたこと

がない。 

業界の方と話をする機

会などを設ける。 

教員の採用計画・配置計

画を定めているか。 

定めていない。 採用に携わっていな

い。 
採用に携わる。 

専任・兼任（非常勤）、年

齢構成、男女比等など教

員構成を明示している

か。 

していない。 採用基準を明確にする 採用基準を明確する 

教員の募集、採用手続、 定めていない。 採用基準を明確にする 採用基準を明確する 
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昇格措置等について規

程等で明確に定めてい

るか。 

教員一人当たりの授業

時数、学生数等を把握し

ているか。 

把握している。 なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  堀之内 貴 一 

 

スポーツ鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-1 
資格・要件を備えた教員

を確保しているか。 

授業科目を担当するた

め、教員に求める能力・

資質等を明確にしてい

るか。 

3 

担当は本人の希望と経

歴を重視している。 
なし なし 

 

授業科目を担当するた

め、教員に求める必要な

資格等を明示し、確認し

ているか。 

採用時に免許のコピー

や履歴書を確認してい

る。 

なし なし 

教員の知識・技術・技能

レベルは、関連業界等の

レベルに適合している

か。 

学科内でそれぞれの教

員の得手不得手は把握

している。 

業界のレベルが不明確

である。 
関連業界の先生の授業

を聴講や情報を共有す

る。 

教員採用等人材確保に

おいて、関連業界等と連

携しているか。 

連携していない。 人材確保に関し、関連

業界との連携 
人材確保に関し、関連

業界との連携を構築す

る。 
教員の採用計画・配置計

画を定めているか。 

専任教員数を確保して

いるが、採用計画に関

しては法人本部の管轄

である。 

なし なし 

専任・兼任（非常勤）、年

齢構成、男女比等など教

員構成を明示している

か。 

専任・兼任については、

シラバスに明示してい

る。 

年齢構成、男女比につ

いての明確化 
年齢構成、男女比等に

ついて明確にする。 

教員の募集、採用手続、

昇格措置等について規

法人本部の管轄であ

る。 
なし なし 
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程等で明確に定めてい

るか。 

教員一人当たりの授業

時数、学生数等を把握し

ているか。 

把握している。 なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  馬男木   亨 

 

理学療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-1 
資格・要件を備えた教員

を確保しているか。 

授業科目を担当するた

め、教員に求める能力・

資質等を明確にしてい

るか。 

4 

担当予定の教員の専門

性と授業科目の内容と

を照合したうえで教育

に関心の高い人材を登

用している 
教員名簿の管理を行っ

ている 

なし なし 

 

授業科目を担当するた

め、教員に求める必要な

資格等を明示し、確認し

ているか。 

担当予定の教員の専門

性と授業科目の内容と

を照合し，必要な資格

等については免許証の

写し等の提出をしても

らっている． 
教員名簿の管理を行っ

ている 

なし なし 

教員の知識・技術・技能

レベルは、関連業界等の

レベルに適合している

か。 

適合している なし なし 

教員採用等人材確保に

おいて、関連業界等と連

携しているか。 

連携している なし なし 

教員の採用計画・配置計

画を定めているか。 

法律に定められている

専任教員数を確保して

いる． 

なし なし 

専任・兼任（非常勤）、年 シラバスを通して明示 なし なし 
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齢構成、男女比等など教

員構成を明示している

か。 

している． 

教員の募集、採用手続、

昇格措置等について規

程等で明確に定めてい

るか。 

理学療法学科としては

この件については対処

していない．法人本部

の範疇となる． 

なし なし 

教員一人当たりの授業

時数、学生数等を把握し

ているか。 

把握している なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  永 野   忍 

 

作業療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-1 
資格・要件を備えた教員

を確保しているか。 

授業科目を担当するた

め、教員に求める能力・

資質等を明確にしてい

るか。 

3 

教員の臨床経験や専門

性を踏まえて担当科目

を決めている。 

特になし 特になし 

 

授業科目を担当するた

め、教員に求める必要な

資格等を明示し、確認し

ているか。 

確認している。 特になし 特になし 

教員の知識・技術・技能

レベルは、関連業界等の

レベルに適合している

か。 

適合している。 特になし 特になし 

教員採用等人材確保に

おいて、関連業界等と連

携しているか。 

連携していない。 関連業界等との連携が

困難 
連携の方法を検討 

教員の採用計画・配置計

画を定めているか。 

定めている。 授業だけでなく学生指

導等、関連業務内容の

把握と業務時間内での

遂行状況を確認 

学科内での情報共有と

業務負担の均衡化を検

討 

専任・兼任（非常勤）、年

齢構成、男女比等など教

明示していない。 特になし 特になし 
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員構成を明示している

か。 

教員の募集、採用手続、

昇格措置等について規

程等で明確に定めてい

るか。 

学科としては定めてい

ない。 
特になし 特になし 

教員一人当たりの授業

時数、学生数等を把握し

ているか。 

把握している。 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  笠 木 理 江 

 

看護学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-1 
資格・要件を備えた教員

を確保しているか。 

授業科目を担当するた

め、教員に求める能力・

資質等を明確にしてい

るか。 

3 

臨床経験や教育経験を

踏まえて、授業科目の

決定をしている。また、

各教員に面談を実施

し、科目担当が可能か

どうか確認して決定し

ている。 

教員の中には、教員講

習会未修了者や教育経

験がない者がいる。 

できるだけ早期に、教

員養成講習会を受講さ

せる。また通信制大学

での資格取得も薦め

る。 

 

授業科目を担当するた

め、教員に求める必要な

資格等を明示し、確認し

ているか。 

教員に求める資格につ

いては、確認している。 
授業科目を担当するた

めに必要な資格の詳細

は不十分である。 

教員の質の向上を図る

ための学習の支援を行

う。 

教員の知識・技術・技能

レベルは、関連業界等の

レベルに適合している

か。 

関連部署や実習施設等

との会議を通して、関

連業界等のレベルにつ

いて、情報収集してい

る。 

教員の知識、技術、技能

の能力の確認が難し

い。 

学科内の会議での検

討、実習先での会議で

の情報の共有化を図

る。 

教員採用等人材確保に

おいて、関連業界等と連

携しているか。 

連携していない。 教員採用について、関

連業界等と連携するこ

とが難しい。 

会議を通して、情報の

共有化を図る。 

教員の採用計画・配置計

画を定めているか。 

教員数が不足している

ことから、年間を通し

て、採用に努めている。 

教員養成講習会を受講

後の教員の確保 
採用・配置計画の早期

の立案を行う。 
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専任・兼任（非常勤）、年

齢構成、男女比等など教

員構成を明示している

か。 

特には明示していな

い。 
なし なし 

教員の募集、採用手続、

昇格措置等について規

程等で明確に定めてい

るか。 

該当なし なし なし 

教員一人当たりの授業

時数、学生数等を把握し

ているか。 

把握している。 なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  小 山 京 子 

 

歯科衛生学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-1 
資格・要件を備えた教員

を確保しているか。 

授業科目を担当するた

め、教員に求める能力・

資質等を明確にしてい

るか。 

3 

明確にしている。 なし。 なし。 

 

授業科目を担当するた

め、教員に求める必要な

資格等を明示し、確認し

ているか。 

明示している。 なし。 なし。 

教員の知識・技術・技能

レベルは、関連業界等の

レベルに適合している

か。 

適合している。 なし。 なし。 

教員採用等人材確保に

おいて、関連業界等と連

携しているか。 

歯科衛生士会と連携し

ている。 
なし。 なし。 

教員の採用計画・配置計

画を定めているか。 

ガイドラインに沿って

定めている。 
なし。 なし。 

専任・兼任（非常勤）、年

齢構成、男女比等など教

員構成を明示している

明示している。 なし。 なし。 
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か。 

教員の募集、採用手続、

昇格措置等について規

程等で明確に定めてい

るか。 

担当部署において定め

ている。 
なし。 なし。 

教員一人当たりの授業

時数、学生数等を把握し

ているか。 

把握している。 演習・実習の指導体制

強化 
実習補助教員の確保 

 記載責任者 職・氏名 学科長  中 島 紀 子 

 

生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-1 
資格・要件を備えた教員

を確保しているか。 

授業科目を担当するた

め、教員に求める能力・

資質等を明確にしてい

るか。 

4 

指定規則に則って、教

員条件を満たす教員を

指定科目に配置してい

る。 

特になし。 特になし。 

履歴書 
免許証（写） 
時間割 
学事日程 

授業科目を担当するた

め、教員に求める必要な

資格等を明示し、確認し

ているか。 

教員資格・要件を明示

し、毎年県への報告を

行っている。(介護福祉

士法令第 5 条報告) 

特になし。 特になし。 

教員の知識・技術・技能

レベルは、関連業界等の

レベルに適合している

か。 

教員はレベルに適合し

ている。 
特になし。 さらなるレベルアップ

の向上。 

教員採用等人材確保に

おいて、関連業界等と連

携しているか。 

関連業界や職能団体に

依頼し、推薦を求めて

いる。 

特になし。 特になし。 

教員の採用計画・配置計

画を定めているか。 

学科としては定めてい

ない。 
特になし。 特になし。 

専任・兼任（非常勤）、年

齢構成、男女比等など教

員構成を明示している

か。 

明示していない。 教員構成を明示してい

ない。 
教員構成の明示。 

教員の募集、採用手続、

昇格措置等について規

学科としては定めてい

ない。 
特になし。 特になし。 
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程等で明確に定めてい

るか。 

教員一人当たりの授業

時数、学生数等を把握し

ているか。 

授業講義の分担票を作

成し授業時数、学生数

の把握はできている。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 副校長（学科長兼任）味 村 吉 浩 

 

アスレティックリハビリテーション・スポーツトレーナー学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-1 
資格・要件を備えた教員

を確保しているか。 

授業科目を担当するた

め、教員に求める能力・

資質等を明確にしてい

るか。 

3 

各資格認定団体の教員

条件を基準としてい

る。 

特になし。 特になし。 

 

授業科目を担当するた

め、教員に求める必要な

資格等を明示し、確認し

ているか。 

確認している。 特になし。 特になし。 

教員の知識・技術・技能

レベルは、関連業界等の

レベルに適合している

か。 

資格継続に必要な研修

を受講して、技術・技能

の向上をしている。 

特になし。 特になし。 

教員採用等人材確保に

おいて、関連業界等と連

携しているか。 

別部署が対応してい

る。 
特になし。 特になし。 

教員の採用計画・配置計

画を定めているか。 

別部署が対応してい

る。 
特になし。 特になし。 

専任・兼任（非常勤）、年

齢構成、男女比等など教

員構成を明示している

か。 

明示している。 特になし。 特になし。 

教員の募集、採用手続、

昇格措置等について規

程等で明確に定めてい

るか。 

別部署が対応してい

る。 
特になし。 特になし。 

教員一人当たりの授業 把握している。 特になし。 特になし。 
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時数、学生数等を把握し

ているか。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  寺 本 敦 司 

 

整体セラピスト学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-1 
資格・要件を備えた教員

を確保しているか。 

授業科目を担当するた

め、教員に求める能力・

資質等を明確にしてい

るか。 

4 

明確にしている 特になし 特になし 

 

授業科目を担当するた

め、教員に求める必要な

資格等を明示し、確認し

ているか。 

確認している 特になし 特になし 

教員の知識・技術・技能

レベルは、関連業界等の

レベルに適合している

か。 

適合している 特になし 特になし 

教員採用等人材確保に

おいて、関連業界等と連

携しているか。 

連携している 特になし 特になし 

教員の採用計画・配置計

画を定めているか。 

定めている 
 

特になし 特になし 

専任・兼任（非常勤）、年

齢構成、男女比等など教

員構成を明示している

か。 

明示していない 特になし 特になし 

教員の募集、採用手続、

昇格措置等について規

程等で明確に定めてい

るか。 

該当しない 特になし 特になし 

教員一人当たりの授業

時数、学生数等を把握し

ているか。 

把握している 特になし 特になし 
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 記載責任者 職・氏名 学科長  蓑 田 のり子 

 

日本語学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-1 
資格・要件を備えた教員

を確保しているか。 

授業科目を担当するた

め、教員に求める能力・

資質等を明確にしてい

るか。 

3 

日本語教師養成講座修

了、日本語教育能力検

定等の有無など確認し

ている 

なし なし 

 

授業科目を担当するた

め、教員に求める必要な

資格等を明示し、確認し

ているか。 

している なし なし 

教員の知識・技術・技能

レベルは、関連業界等の

レベルに適合している

か。 

ほぼ適合している チェックが不十分、そ

して、今後の ICT 化に

更に挑戦する必要があ

る 

定期的にフィードバッ

クを行うこと、学科内

での技術の共有により

教員のレベルアップを

図る 
教員採用等人材確保に

おいて、関連業界等と連

携しているか。 

該当しない なし なし 

教員の採用計画・配置計

画を定めているか。 

該当しない なし なし 

専任・兼任（非常勤）、年

齢構成、男女比等など教

員構成を明示している

か。 

明示している なし なし 

教員の募集、採用手続、

昇格措置等について規

程等で明確に定めてい

るか。 

該当しない なし なし 

教員一人当たりの授業

時数、学生数等を把握し

ているか。 

把握している なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  髙 野 徳 一 
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ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-1 
資格・要件を備えた教員

を確保しているか。 

授業科目を担当するた

め、教員に求める能力・

資質等を明確にしてい

るか。 

3 

当該授業科目を教授す

るために求められる能

力・資質等を想定して

いる。 

明確な文書化に至って

いない。 
当該授業科目を教授す

るために求める能力・

資質等の明確化。 

時間割 
学事日程 

授業科目を担当するた

め、教員に求める必要な

資格等を明示し、確認し

ているか。 

教員に求める必要な資

格・技能等を明示して、

履歴書等をもって確認

している。 

特になし。 特になし。 

教員の知識・技術・技能

レベルは、関連業界等の

レベルに適合している

か。 

概ね関連業界等のレベ

ルに適合していると思

慮する。 

関連業界等のレベルに

適合しているかどうか

判断がつきかねる。 

研修等を通して、教員

の質の向上を図る。 

教員採用等人材確保に

おいて、関連業界等と連

携しているか。 

関連業界等と連携を図

って人材確保に努めて

いる。 

特になし。 特になし。 

教員の採用計画・配置計

画を定めているか。 

特に定めていない。 教員の採用・配置計画

を定めていない。 
教員の採用・配置計画

を策定する。 
専任・兼任（非常勤）、年

齢構成、男女比等など教

員構成を明示している

か。 

教員構成を明示してい

ない。 
教員構成を明示してい

ない。 
教員構成の明示。 

教員の募集、採用手続、

昇格措置等について規

程等で明確に定めてい

るか。 

定めていない。 採用手続きのほかは明

確にしていない。 
採用手続き以外につい

て規定等で明確にす

る。 

教員一人当たりの授業

時数、学生数等を把握し

ているか。 

把握している。 特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長補佐  久 保 佑 生 
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３－12－２ 

 

柔道整復学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-2 
教員の資質向上への取

組みを行っているか。 

教員の専門性、教授力を

把握・評価しているか。 

4 

把握・評価できている。 特になし 特になし 

教職員研修規程 
学外研修にかかる費用

負担に関する内規 
学外研修にかかる費用

負担に関する内規 

教員の資質向上のため

の研修計画を定め、適切

に運用しているか。 

教員講習会等へ参加し

ている。 
特になし 特になし 

関連業界等との連携に

よる教員の研修・研究に

取組んでいるか。 

教員研修会に参加して

いる。 
特になし 特になし 

教員の研究活動・自己啓
発への支援など教員のキ
ャリア開発を支援している
か。 

支援できている。 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

スポーツ柔整学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-2 
教員の資質向上への取

組みを行っているか。 

教員の専門性、教授力を

把握・評価しているか。 

4 

把握・評価できている。 特になし 特になし 

教職員研修規程 
学外研修にかかる費用

負担に関する内規 
学外研修にかかる費用

負担に関する内規 

教員の資質向上のため

の研修計画を定め、適切

に運用しているか。 

教員講習会等へ参加し

ている。 
特になし 特になし 

関連業界等との連携に

よる教員の研修・研究に

取組んでいるか。 

教員研修会に参加して

いる。 
特になし 特になし 

教員の研究活動・自己啓
発への支援など教員のキ
ャリア開発を支援している
か。 

支援できている。 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 
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鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-2 
教員の資質向上への取

組みを行っているか。 

教員の専門性、教授力を

把握・評価しているか。 

3 

学生評価を基に面談等

を行うほか、聴講等を

実施。 

学生からの評価しかな

い。 
教員間の評価制度を設

ける。 

教職員研修規程 
学外研修にかかる費用

負担に関する内規 
学外研修にかかる費用

負担に関する内規 

教員の資質向上のため

の研修計画を定め、適切

に運用しているか。 

している。 なし なし 

関連業界等との連携に

よる教員の研修・研究に

取組んでいるか。 

研修へ参加する者は多

いが研究はできていな

い。 

研究までできる時間を

設けられない。 
授業数や学生対応等の

見直し 

教員の研究活動・自己啓
発への支援など教員のキ
ャリア開発を支援している
か。 

毎年、複数の教員が学

会に参加し、資質向上

に努めている。 

研修会の内容をシェア

できていない。 
研修会の内容をシェア

する場を設ける。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  堀之内 貴 一 

 

スポーツ鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-2 
教員の資質向上への取

組みを行っているか。 

教員の専門性、教授力を

把握・評価しているか。 

3 

授業終了時に授業評価

を行っている。 
教員による評価をして

いない。 
授業聴講による評価を

行う。 

教職員研修規程 
学外研修にかかる費用

負担に関する内規 
学外研修にかかる費用

負担に関する内規 

教員の資質向上のため

の研修計画を定め、適切

に運用しているか。 

関連業界にて行われる

研修会、学会等に参加

させている。 

なし なし 

関連業界等との連携に

よる教員の研修・研究に

取組んでいるか。 

関連業界にて行われる

研修会、学会等に参加

している。 

研究への取り組み。 研究時間を確保し、研

究に取り組む。 

教員の研究活動・自己啓
発への支援など教員のキ
ャリア開発を支援している
か。 

毎年、複数の教員が学

会に参加し、資質向上

に努めている。 

研究への取り組み。 研究時間を確保し、研

究に取り組む。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  馬男木   亨 
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理学療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-2 
教員の資質向上への取

組みを行っているか。 

教員の専門性、教授力を

把握・評価しているか。 

4 

授業終了時に授業評価

を行っている 
なし なし 

教職員研修規程 
学外研修にかかる費用

負担に関する内規 
学外研修にかかる費用

負担に関する内規 

教員の資質向上のため

の研修計画を定め、適切

に運用しているか。 

関連業界にて行われて

いる研修会へ参加して

いる 

なし なし 

関連業界等との連携に

よる教員の研修・研究に

取組んでいるか。 

研修に参加及び研究に

取り組んでいる 
なし なし 

教員の研究活動・自己啓
発への支援など教員のキ
ャリア開発を支援している
か。 

研修に参加及び研究に

取り組んでいる 
なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  永 野   忍 

 

作業療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-2 
教員の資質向上への取

組みを行っているか。 

教員の専門性、教授力を

把握・評価しているか。 

4 

行っている。 特になし 特になし 

教職員研修規程 
学外研修にかかる費用

負担に関する内規 
学外研修にかかる費用

負担に関する内規 

教員の資質向上のため

の研修計画を定め、適切

に運用しているか。 

運用している。 特になし 特になし 

関連業界等との連携に

よる教員の研修・研究に

取組んでいるか。 

取り組んでいる。 特になし 特になし 

教員の研究活動・自己啓
発への支援など教員のキ
ャリア開発を支援している
か。 

支援している。 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  笠 木 理 江 
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看護学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-2 
教員の資質向上への取

組みを行っているか。 

教員の専門性、教授力を

把握・評価しているか。 

2 

年に 1 回、学生による

授業アンケートを行っ

ている。 

教員の教育力に差があ

る。 
定期的な面談と各教員

に対する授業評価の実

施 

教職員研修規程 
学外研修にかかる費用

負担に関する内規 
学外研修にかかる費用

負担に関する内規 

教員の資質向上のため

の研修計画を定め、適切

に運用しているか。 

教員養成講習会の研修

計画及び各領域に関連

した学会・講習会への

参加を推奨している。 

講義や実習指導等で学

会・講習会等への参加

ができていない。 

実習指導のありかたを

検討。研修計画を早期

に立案し、実習指導等

との調整を図る。 
関連業界等との連携に

よる教員の研修・研究に

取組んでいるか。 

研修については、調整

を行い、極力参加する

ようにしている。 

研修・研究へ取り組む

ための時間の確保が必

要 

研修・研究に関する計

画を立案し取り組む。 

教員の研究活動・自己啓
発への支援など教員のキ
ャリア開発を支援している
か。 

学会や研修会・学習会

に関する情報提供を行

ない、参加を推奨して

いる。 

積極的に取り組む教員

が少ない。 
主体的に取り組めるよ

うに、業務の改善を行

う。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  小 山 京 子 

 

歯科衛生学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-2 
教員の資質向上への取

組みを行っているか。 

教員の専門性、教授力を

把握・評価しているか。 

4 

授業評価を行ってい

る。 
なし。 なし。 

教職員研修規程 
学外研修にかかる費用

負担に関する内規 
学外研修にかかる費用

負担に関する内規 

教員の資質向上のため

の研修計画を定め、適切

に運用しているか。 

研修会・学会への参加

計画を作成している。 
なし。 なし。 

関連業界等との連携に

よる教員の研修・研究に

取組んでいるか。 

研修会・学会に参加し

ている。 
なし。 なし。 

教員の研究活動・自己啓
発への支援など教員のキ
ャリア開発を支援している
か。 

研修会・学会などの情

報共有をしている。 
なし。 なし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  中 島 紀 子 



109 

 

生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-2 
教員の資質向上への取

組みを行っているか。 

教員の専門性、教授力を

把握・評価しているか。 

3 

授業評価アンケートの

実施と振り返りシート

による自己評価提出等

で把握・評価している。 

各教員が専門性・教授

力の客観的な評価につ

いて知る必要がある。 

公開授業の実施。 

教職員研修規程 
学外研修にかかる費用

負担に関する規程 

教員の資質向上のため

の研修計画を定め、適切

に運用しているか。 

コロナ禍であるが、研

修計画によって運用を

行っている。今年度の

研修はほとんどがリモ

ート参加で行われた。 

業務多忙で研修に参加

しづらい。 
研修の参加がしやすい

環境の確保。日程調整

など。 

関連業界等との連携に

よる教員の研修・研究に

取組んでいるか。 

コロナ禍で今年度は関

連業界との取り組みは

積極的には取り組まれ

ていない。 

留学生受け入れについ

ての取り組みの研修・

研究が急務である。 

留学生受け入れの問題

や事例について分析し

て今後に役立てる。 

教員の研究活動・自己
啓発への支援など教員
のキャリア開発を支援
しているか。 

大学・大学院に就学し

ている教員には、勤務

体制の便宜を図ってい

る。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 副校長（学科長兼任）味 村 吉 浩 

 

アスレティックリハビリテーション・スポーツトレーナー学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-2 
教員の資質向上への取

組みを行っているか。 

教員の専門性、教授力を

把握・評価しているか。 

3 

授業アンケートを実施

している。 
学生からの評価を参考

にし、その評価より 
他の学科との学内研修

を検討している。 

教職員研修規程 
学外研修にかかる費用

負担に関する内規 
学外研修にかかる費用

負担に関する内規 

教員の資質向上のため

の研修計画を定め、適切

に運用しているか。 

各教員が保有している

資格更新講習会にして

いる。 

業務との調整が必要な

場合がある。 
学事日程の変更を検討

している。 

関連業界等との連携に

よる教員の研修・研究に

取組んでいるか。 

各教員が保有している

資格更新講習会にして

いる。 

業務との調整が必要な

場合がある。 
業務との調整が必要な

場合がある。 

教員の研究活動・自己啓
発への支援など教員のキ

研修への参加を支援し 特になし。 特になし。 
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ャリア開発を支援している
か。 

ている。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  寺 本 敦 司 

 

整体セラピスト学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-2 
教員の資質向上への取

組みを行っているか。 

教員の専門性、教授力を

把握・評価しているか。 

3 

授業評価アンケートに

て把握している 
科目により差がある 非常勤講師の教授力に

ついてアンケートを反

映させる 

教職員研修規程 
学外研修にかかる費用

負担に関する内規 
学外研修にかかる費用

負担に関する内規 

教員の資質向上のため

の研修計画を定め、適切

に運用しているか。 

個別に講習会などに参

加しているが計画的で

はない 

特になし 特になし 

関連業界等との連携に

よる教員の研修・研究に

取組んでいるか。 

オンライン講習のた

め、実際に実技を受け

ることはできなかった 

平日の開催の場合、受

講できない 
必要に応じて業務の調

整を行う 

教員の研究活動・自己啓
発への支援など教員のキ
ャリア開発を支援している
か。 

行っている 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  蓑 田 のり子 

 

日本語学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-2 
教員の資質向上への取

組みを行っているか。 

教員の専門性、教授力を

把握・評価しているか。 

4 

授業評価で行っている なし なし 

教職員研修規程 
学外研修にかかる費用

負担に関する内規 
学外研修にかかる費用

負担に関する内規 

教員の資質向上のため

の研修計画を定め、適切

に運用しているか。 

している なし なし 

関連業界等との連携に

よる教員の研修・研究に

取組んでいるか。 

している なし なし 

教員の研究活動・自己啓
発への支援など教員のキ
ャリア開発を支援している

研修への参加を促して

いる 
なし なし 
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か。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  髙 野 徳 一 

 

ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-2 
教員の資質向上への取

組みを行っているか。 

教員の専門性、教授力を

把握・評価しているか。 

4 

授業評価アンケートを

参考にするほか、教員

の授業に立ち合い、フ

ィードバックを行う機

会を設けている。 

特になし。 特になし。 

教職員研修規程 
学外研修にかかる費用

負担に関する内規 
学外研修にかかる費用

負担に関する内規 

教員の資質向上のため

の研修計画を定め、適切

に運用しているか。 

教職員研修規程に定め

て運用している。 
特になし。 特になし。 

関連業界等との連携に

よる教員の研修・研究に

取組んでいるか。 

取り組んでいる。 特になし。 特になし。 

教員の研究活動・自己啓
発への支援など教員のキ
ャリア開発を支援している
か。 

支援している。 特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長補佐 久 保 佑 生 

 

 

３－12－３ 

 

柔道整復学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-3 
教員の組織体制を整備

しているか。 

分野毎に必要な教員組

織体制を整備している

か。 4 

委員会を設置してい

る。 
特になし 特になし 

組織図 
時間割 

教員組織における業務

分担・責任体制は、規程

定められている。 特になし 特になし 
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等で明確に定めている

か。 

学科毎に授業科目担当

教員間で連携・協力体制

を構築しているか。 

しっかりと構築されて

いる。 
特になし 特になし 

授業内容・教育方法の改

善に関する組織的な取

組があるか。 

組織的に取り組んでい

る。 
特になし 特になし 

専任・兼任（非常勤）教

員間の連携・協力体制を

構築しているか。 

対話、メール、実習によ

り構築されている。 
特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

スポーツ柔整学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-3 
教員の組織体制を整備

しているか。 

分野毎に必要な教員組

織体制を整備している

か。 

4 

委員会を設置してい

る。 
特になし 特になし 

組織図 
時間割 

教員組織における業務

分担・責任体制は、規程

等で明確に定めている

か。 

定められている。 特になし 特になし 

学科毎に授業科目担当

教員間で連携・協力体制

を構築しているか。 

しっかりと構築されて

いる。 
特になし 特になし 

授業内容・教育方法の改

善に関する組織的な取

組があるか。 

組織的に取り組んでい

る。 
特になし 特になし 

専任・兼任（非常勤）教

員間の連携・協力体制を

構築しているか。 

対話、メール、実習によ

り構築されている。 
特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 
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鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-3 
教員の組織体制を整備

しているか。 

分野毎に必要な教員組

織体制を整備している

か。 

3 

組織化できている。 効率的で効果的かどう

か。 
定期的に課題をみつけ

修正する。 

組織図 
時間割 

教員組織における業務

分担・責任体制は、規程

等で明確に定めている

か。 

分担等できてはいるが

明確ではない。 
規定などの明確化 職務分掌図を作成し、

明確に定める。 

学科毎に授業科目担当

教員間で連携・協力体制

を構築しているか。 

連携・協力できている。 なし なし 

授業内容・教育方法の改

善に関する組織的な取

組があるか。 

なし 具体的な組織がない。 具体的な組織の構築。 

専任・兼任（非常勤）教

員間の連携・協力体制を

構築しているか。 

構築できている。 なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  堀之内 貴 一 

 

スポーツ鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-3 
教員の組織体制を整備

しているか。 

分野毎に必要な教員組

織体制を整備している

か。 

3 

組織化できている。 なし なし 

組織図 
時間割 

教員組織における業務

分担・責任体制は、規程

等で明確に定めている

か。 

分担等はできているが

規定を設けていない。 
規定等の明確化 規定等を作成する。 

学科毎に授業科目担当

教員間で連携・協力体制

を構築しているか。 

連携・協力できている。 なし なし 

授業内容・教育方法の改 組織的な取り組みをし 組織の構成 FD 委員会を設置する。 
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善に関する組織的な取

組があるか。 

ていない。 

専任・兼任（非常勤）教

員間の連携・協力体制を

構築しているか。 

連携・協力できている。 なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  馬男木   亨 

 

理学療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-3 
教員の組織体制を整備

しているか。 

分野毎に必要な教員組

織体制を整備している

か。 

4 

各種分野において委員

会設置を行っている 
なし なし 

組織図 
時間割 

教員組織における業務

分担・責任体制は、規程

等で明確に定めている

か。 

業務分掌にて明確にし

ている 
なし なし 

学科毎に授業科目担当

教員間で連携・協力体制

を構築しているか。 

年度前に次年度の授業

シラバスを供覧し，関

連の深い科目の担当教

員間での教授内容の再

確認等を行っている 

なし なし 

授業内容・教育方法の改

善に関する組織的な取

組があるか。 

授業評価をもとに教員

へフィードバックを行

っている 
フィードバック後の検

証を行っている 

なし なし 

専任・兼任（非常勤）教

員間の連携・協力体制を

構築しているか。 

年度前に次年度の授業

シラバスを供覧し，関

連の深い科目の担当教

員間での教授内容の再

確認等を行っている． 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  永 野   忍 
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作業療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-3 
教員の組織体制を整備

しているか。 

分野毎に必要な教員組

織体制を整備している

か。 

3 

整備している。 特になし 特になし 

組織図 
時間割 

教員組織における業務

分担・責任体制は、規程

等で明確に定めている

か。 

業務分掌にて明確にし

ている。 
特になし 特になし 

学科毎に授業科目担当

教員間で連携・協力体制

を構築しているか。 

教員間の連携、協力体

制はあるが、科目担当

間ではない。 

授業科目担当教員間で

の連携・協力体制が不

十分 

構築に向けての検討 

授業内容・教育方法の改

善に関する組織的な取

組があるか。 

行っている。 特になし 特になし 

専任・兼任（非常勤）教

員間の連携・協力体制を

構築しているか。 

行っている。 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  笠 木 理 江 

 

看護学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-3 
教員の組織体制を整備

しているか。 

分野毎に必要な教員組

織体制を整備している

か。 

2 

専門分野については、

各領域のリーダーを決

めて体制づくりをして

いる。 

領域間の体制整備が弱

い。 
領域間の会議を持ち、

体制を強化する。 

組織図 
時間割 

教員組織における業務

分担・責任体制は、規程

等で明確に定めている

か。 

教員組織における業務

分担は定めている。 
責任体制について、明

確さに欠ける。 
責任体制について、協

議を行い、明確にする。 

学科毎に授業科目担当

教員間で連携・協力体制

を構築しているか。 

連携・協力体制を構築

している。 
なし なし 
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授業内容・教育方法の改

善に関する組織的な取

組があるか。 

組織的な取り組みはな

い。 
どの様に組織化するの

か検討する必要があ

る。 

関連する授業科目担当

者間で授業内容や方法

の改善について、検討

する。 
専任・兼任（非常勤）教

員間の連携・協力体制を

構築しているか。 

専任・兼任（非常勤）教

員間で学生の状況等に

ついては連携・協力体

制が構築されている。 

教員全体へ浸透させ

る。 
教科担当が中心となっ

て兼任教員との連携・

協力体制を構築してい

るため、教員全員で情

報共有する 
 記載責任者 職・氏名 学科長  小 山 京 子 

 

歯科衛生学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-3 
教員の組織体制を整備

しているか。 

分野毎に必要な教員組

織体制を整備している

か。 

4 

分野ごとに情報共有を

行っている。 
なし。 なし。 

組織図 
時間割 

教員組織における業務

分担・責任体制は、規程

等で明確に定めている

か。 

学科長業務・担任業務

などを業務分掌にて明

確にしている。 

なし。 なし。 

学科毎に授業科目担当

教員間で連携・協力体制

を構築しているか。 

担当教員間で、連携・協

力している。 
なし。 なし。 

授業内容・教育方法の改

善に関する組織的な取

組があるか。 

授業評価をもとに教員

がフィードバックを行

っている。 

なし。 なし。 

専任・兼任（非常勤）教

員間の連携・協力体制を

構築しているか。 

情報共有をおこない、

連携。協力して動いて

いる。 

なし。 なし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  中 島 紀 子 

 

生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 
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小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-3 
教員の組織体制を整備

しているか。 

分野毎に必要な教員組

織体制を整備している

か。 

4 

各学年担任制を取り、

分野毎に専門領域制の

教員組織体制を整備し

ている。 

特になし。 特になし。 

組織図 
時間割 

教員組織における業務

分担・責任体制は、規程

等で明確に定めている

か。 

業務分担・責任体制は

規定に定め、各教員が

把握している。 

特になし。 特になし。 

学科毎に授業科目担当

教員間で連携・協力体制

を構築しているか。 

教員間の連携・協力体

制が構築されている。 
特になし。 特になし。 

授業内容・教育方法の改

善に関する組織的な取

組があるか。 

教務部と連携し、授業

評価アンケートを組織

的に行い、学科内でも

授業内容・教育方法の

改善を図っている。 

特になし。 特になし。 

専任・兼任（非常勤）教

員間の連携・協力体制を

構築しているか。 

学科教育方針の理解や

学生に関わる情報の共

有等について連携・協

力体制が構築できてい

る。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 副校長（学科長兼任）味 村 吉 浩 

 

アスレティックリハビリテーション・スポーツトレーナー学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-3 
教員の組織体制を整備

しているか。 

分野毎に必要な教員組

織体制を整備している

か。 

4 

業務分掌を作成して整

備している。 
特になし。 特になし。 

組織図 
時間割 

教員組織における業務

分担・責任体制は、規程

等で明確に定めている

か。 

業務分掌を作成して、

各種担当を明確にして

いる。 

特になし。 特になし。 

学科毎に授業科目担当 資格試験体制など、教 特になし。 特になし。 
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教員間で連携・協力体制

を構築しているか。 

員間で連携・協力体制

をとっている。 
授業内容・教育方法の改

善に関する組織的な取

組があるか。 

FD 委員会の設置がな

されている。 
現在、内容を検討中。 学科間の枠を超えた運

営を検討中。 

専任・兼任（非常勤）教

員間の連携・協力体制を

構築しているか。 

連携・協力体制を構築

している。 
特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  寺 本 敦 司 

 

整体セラピスト学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-3 
教員の組織体制を整備

しているか。 

分野毎に必要な教員組

織体制を整備している

か。 

3 

実技では教員補佐とし

て 1～２人は入りサポ

ートした 

補佐の人員不足 実技内容を熟知した補

佐が２人は必要である 

組織図 
時間割 

教員組織における業務

分担・責任体制は、規程

等で明確に定めている

か。 

業務分担している 
 

特になし 特になし 

学科毎に授業科目担当

教員間で連携・協力体制

を構築しているか。 

構築している 特になし 特になし 

授業内容・教育方法の改

善に関する組織的な取

組があるか。 

情報共有している 特になし 特になし 

専任・兼任（非常勤）教

員間の連携・協力体制を

構築しているか。 

構築している 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  蓑 田 のり子 

 

日本語学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 
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3-12-3 
教員の組織体制を整備

しているか。 

分野毎に必要な教員組

織体制を整備している

か。 

3 

している なし なし 

組織図 
時間割 

教員組織における業務

分担・責任体制は、規程

等で明確に定めている

か。 

業務分担はしている

が、規定は明確ではな

い 

学科内での業務分担が

偏ることがある 
業務整理をし、再分担

をする 

学科毎に授業科目担当

教員間で連携・協力体制

を構築しているか。 

している なし なし 

授業内容・教育方法の改

善に関する組織的な取

組があるか。 

会議等で共有、相談し、

改善、意見を言う場を

設けている 

なし なし 

専任・兼任（非常勤）教

員間の連携・協力体制を

構築しているか。 

している なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  髙 野 徳 一 

 

ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

3-12-3 
教員の組織体制を整備

しているか。 

分野毎に必要な教員組

織体制を整備している

か。 

3 

整備している。 特になし。 特になし。 

組織図 
時間割 

教員組織における業務

分担・責任体制は、規程

等で明確に定めている

か。 

定めていない。 業務分担・責任体制を

規程等で定めていな

い。 

業務分担・責任体制を

規程等で定める。 

学科毎に授業科目担当

教員間で連携・協力体制

を構築しているか。 

連携・協力体制を構築

している。 
特になし。 特になし。 

授業内容・教育方法の改

善に関する組織的な取

組があるか。 

学科会議において授業

内容や教育方法の改善

について組織的に取り

特になし。 特になし。 
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組んでいる。 
専任・兼任（非常勤）教

員間の連携・協力体制を

構築しているか。 

構築している。 特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長補佐  久 保 佑 生 

 

 

基準４ 学修成果【平均評定：３．４】 

４－13 就職率 

 

柔道整復学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-13-1 
就職率の向上が図られ

ているか。 

就職率に関する目標設

定はあるか。 

4 

就職率 100％を目標と

している。 
就職後、離職率等の把

握が出来ていない。 
就職先、卒業生に対し

て、就職後の状況を把

握する為の機会を設け

る事が必要。 

キャリアサポートセン

ターのエントリーシー

ト 

学生の就職活動を把握

しているか。 

本年度からＱＲコード

を配布し全数調査を行

う。 

特になし 特になし 

専門分野と関連する業

界等への就職状況を把

握しているか。 

関係企業と情報共有が

できている。 
特になし 特になし 

関連する企業等と共催

で「就職説明会」を行う

など、就職に関し関連業

界等と連携しているか。 

関連する企業による就

職説明会を学内にて開

催している。また学外

で実施される就職説明

会への参加も行ってい

る。 
 

特になし 特になし 

就職率等のデータにつ

いて適切に管理してい

把握できているものに

関しては管理できてい

特になし 特になし 
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るか。 る。 
 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

スポーツ柔整学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-13-1 
就職率の向上が図られ

ているか。 

就職率に関する目標設

定はあるか。 

4 

就職率 100％を目標と

している。 
就職後、離職率等の把

握が出来ていない。 
就職先、卒業生に対し

て、就職後の状況を把

握する為の機会を設け

る事が必要。 

キャリアサポートセン

ターのエントリーシー

ト 

学生の就職活動を把握

しているか。 

本年度からＱＲコード

を配布し全数調査を行

う。 

特になし 特になし 

専門分野と関連する業

界等への就職状況を把

握しているか。 

関係企業と情報共有が

できている。 
特になし 特になし 

関連する企業等と共催

で「就職説明会」を行う

など、就職に関し関連業

界等と連携しているか。 

関連する企業による就

職説明会を学内にて開

催している。また学外

で実施される就職説明

会への参加も行ってい

る。 
 

特になし 特になし 

就職率等のデータにつ

いて適切に管理してい

るか。 

把握できているものに

関しては管理できてい

る。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-13-1 
就職率の向上が図られ

ているか。 

就職率に関する目標設

定はあるか。 2 

具体的に目標が設定さ

れていない。 
明確に目標を定める。 目標を設定する。 

卒業後連絡先 
学生の就職活動を把握

しているか。 

卒業式より前に内定を

頂いた者は把握できて

卒後内定者の把握。 把握方法の検討 
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いるが卒後に内定した

者は把握が不十分。 
専門分野と関連する業

界等への就職状況を把

握しているか。 

卒業式より前に内定を

頂いた者は把握できて

いるが卒後に内定した

者は把握できていな

い。 

卒後内定者の把握。 把握方法の検討 

関連する企業等と共催

で「就職説明会」を行う

など、就職に関し関連業

界等と連携しているか。 

卒業式より前に内定を

頂いた者は把握できて

いるが卒後に内定した

者は把握が不十分。 

なし なし 

就職率等のデータにつ

いて適切に管理してい

るか。 

動向等は把握している

が全員ではない。 

全員の動向を把握でき

ていない。 
動向を把握し、データ

化する。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  堀之内 貴 一 

 

スポーツ鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-13-1 
就職率の向上が図られ

ているか。 

就職率に関する目標設

定はあるか。 

3 

就職率 100％を目標に

掲げている。 
なし なし 

キャリアサポートセン

ターのエントリーシー

ト 

学生の就職活動を把握

しているか。 

卒業前の内定者は把握

しているが、全てを把

握している訳ではな

い。 

卒業後に内定した学生

の内定者の把握 
就職に関する QR コード

を配布し、調査を行う予定

である。 

専門分野と関連する業

界等への就職状況を把

握しているか。 

就職説明会に参加した

企業等、求人情報によ

る把握である。 

全てを把握している訳

ではない。 
関連業団との情報を共

有する。 

関連する企業等と共催

で「就職説明会」を行う

など、就職に関し関連業

界等と連携しているか。 

本年度はコロナ感染蔓

延により学内では実施

していない。 
学外のオンライン説明

会の案内をしている。 

なし なし 

就職率等のデータにつ

いて適切に管理してい

るか。 

動向は把握している

が、全員ではない。 
全員の動向は把握でき

ていない。 
動向を把握し、データ

化する。 
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 記載責任者 職・氏名 学科長  馬男木   亨 

 

理学療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-13-1 
就職率の向上が図られ

ているか。 

就職率に関する目標設

定はあるか。 

4 

目標設定 100％で，実績

も 100%である 
なし なし 

キャリアサポートセン

ターのエントリーシー

ト 

学生の就職活動を把握

しているか。 

施設見学、面接の事前

に学生より届出を提出

させている 

なし なし 

専門分野と関連する業

界等への就職状況を把

握しているか。 

就職状況について関連

団体などと情報共有を

行っている 

なし なし 

関連する企業等と共催

で「就職説明会」を行う

など、就職に関し関連業

界等と連携しているか。 

関連する企業による就

職説明会を学内にて開

催している 

なし なし 

就職率等のデータにつ

いて適切に管理してい

るか。 

就職先を学科にてデー

タ化して管理している 
なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  永 野   忍 

 

作業療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-13-1 
就職率の向上が図られ

ているか。 

就職率に関する目標設

定はあるか。 

4 

目標設定（１００％）と

している。 
特になし 特になし 

キャリアサポートセン

ターのエントリーシー

ト 

学生の就職活動を把握

しているか。 

把握している。 特になし 特になし 

専門分野と関連する業

界等への就職状況を把

握しているか。 

把握している。 特になし 特になし 

関連する企業等と共催

で「就職説明会」を行う

など、就職に関し関連業

開催予定にしている

が、新型コロナウイル

スの影響により中止に

特になし 特になし 
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界等と連携しているか。 なっている。 
就職率等のデータにつ

いて適切に管理してい

るか。 

管理している。 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  笠 木 理 江 

 

看護学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-13-1 
就職率の向上が図られ

ているか。 

就職率に関する目標設

定はあるか。 

4 

就職率 100％を目標と

している。 
なし なし 

キャリアサポートセン

ターのエントリーシー

ト 

学生の就職活動を把握

しているか。 

就職担当を通して、活

動の状況を会議等で定

期的に報告するように

している。 

なし なし 

専門分野と関連する業

界等への就職状況を把

握しているか。 

把握している。 なし なし 

関連する企業等と共催

で「就職説明会」を行う

など、就職に関し関連業

界等と連携しているか。 

就職説明会を関連する

業界と共催して実施し

ている。 

なし なし 

就職率等のデータにつ

いて適切に管理してい

るか。 

管理している。 なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  小 山 京 子 

 

歯科衛生学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-13-1 
就職率の向上が図られ

ているか。 

就職率に関する目標設

定はあるか。 

3 

100％を目標としてい

る。 
なし。 なし。 

キャリアサポートセン

ターのエントリーシー

ト 
学生の就職活動を把握

しているか。 

施設見学から面接、そ

の後の採否まで、すべ

て把握している。 

なし。 なし。 
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専門分野と関連する業

界等への就職状況を把

握しているか。 

就職状況はすべて把握

している。 
なし。 なし。 

関連する企業等と共催

で「就職説明会」を行う

など、就職に関し関連業

界等と連携しているか。 

大規模な就職説明会は

実施していないが、個

別に各施設と連携して

いる。 

企業等と共催する「就

職説明会」の実施に関

して検討する。 

関連企業と連携して行

う。 

就職率等のデータにつ

いて適切に管理してい

るか。 

学科で管理している。 なし。 なし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  中 島 紀 子 

 

生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-13-1 
就職率の向上が図られ

ているか。 

就職率に関する目標設

定はあるか。 

4 

100％を目指し、目標を

達成している。 
特になし。 特になし。 

キャリアサポートセン

ターのエントリーシー

ト 

学生の就職活動を把握

しているか。 

キャリアサポートセン

ターと 2 学年担任が主

に学生の就職活動を把

握し、その都度、学科会

議で報告を行ってい

る。 

留学生の就職先に対す

る意向の把握を強化す

べき。 

学生が就職についての希

望を言いやすい環境をつ

くる。 
※留学生は施設奨学金に

縛られているケースがあ

る。 

専門分野と関連する業

界等への就職状況を把

握しているか。 

卒業生全員が専門分野

へ就職する。 
特になし。 特になし。 

関連する企業等と共催

で「就職説明会」を行う

など、就職に関し関連業

界等と連携しているか。 

コロナ禍で今年度は個

別対応の説明会が主で

ある。関連業界との就

職に関する連携はでき

ている。県社協や市社

協が行う就職説明会に

参加しなくとも就職が

できている。 

留学生一人での説明会

参加は内容の理解や地

理的なこと等あり難し

く教員か職員の同行が

必要となる。 

県や市の社協が主催す

る「説明会」に参加する

機会を設ける。 

就職率等のデータにつ

いて適切に管理してい

求人及び内定、就職実

績を記録し把握してい

特になし。 特になし。 
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るか。 る。 
 記載責任者 職・氏名 副校長（学科長兼任）味 村 吉 浩 

 

アスレティックリハビリテーション・スポーツトレーナー学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-13-1 
就職率の向上が図られ

ているか。 

就職率に関する目標設

定はあるか。 

4 

目標設定はある。 特になし。 特になし。 

キャリアサポートセン

ターのエントリーシー

ト 

学生の就職活動を把握

しているか。 

学生面談を実施して、

把握している。 
特になし。 特になし。 

専門分野と関連する業

界等への就職状況を把

握しているか。 

把握している。 特になし。 特になし。 

関連する企業等と共催

で「就職説明会」を行う

など、就職に関し関連業

界等と連携しているか。 

連携している。 特になし。 特になし。 

就職率等のデータにつ

いて適切に管理してい

るか。 

適切に管理している。 特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  寺 本 敦 司 

 

整体セラピスト学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-13-1 
就職率の向上が図られ

ているか。 

就職率に関する目標設

定はあるか。 

4 

就職希望者の就職率を

100％に設定している 
特になし 特になし 

キャリアサポートセン

ターのエントリーシー

ト 

学生の就職活動を把握

しているか。 

把握している 
今年度は行動が早かっ

た 

特になし 特になし 

専門分野と関連する業

界等への就職状況を把

握しているか。 

把握している 特になし 特になし 

関連する企業等と共催

で「就職説明会」を行う

関連する「就職説明会」

に参加した 
故郷など希望する他県

における求人情報が少

早い時期より求人情報

を見る等、行動するよ
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など、就職に関し関連業

界等と連携しているか。 

 ない う促す 

就職率等のデータにつ

いて適切に管理してい

るか。 

管理・把握している 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  蓑 田 のり子 

 

日本語学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-13-1 
就職率の向上が図られ

ているか。 

就職率に関する目標設

定はあるか。 

3 

目標設定はしていない

が就職を希望する学生

について、全員就職さ

せる対応をしている 

なし なし 

キャリアサポートセン

ターのエントリーシー

ト 

学生の就職活動を把握

しているか。 

している なし なし 

専門分野と関連する業

界等への就職状況を把

握しているか。 

各部署と連携を取り把

握するよう努めている 
なし なし 

関連する企業等と共催

で「就職説明会」を行う

など、就職に関し関連業

界等と連携しているか。 

していない 就職を希望する学生が

多い場合開催を検討す

る必要がある 

海外事業部、キャリア

サポート連携する 

就職率等のデータにつ

いて適切に管理してい

るか。 

している なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  髙 野 徳 一 

 

ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-13-1 
就職率の向上が図られ

ているか。 

就職率に関する目標設

定はあるか。 4 

目標設定を掲げてい

る。 
特になし。 特になし。 

エントリーシート 
学生の就職活動を把握

しているか。 

把握している。 特になし。 特になし。 
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専門分野と関連する業

界等への就職状況を把

握しているか。 

把握している。 特になし。 特になし。 

関連する企業等と共催

で「就職説明会」を行う

など、就職に関し関連業

界等と連携しているか。 

関連業界と連携してい

る。 
特になし。 特になし。 

就職率等のデータにつ

いて適切に管理してい

るか。 

管理している。 特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長補佐  久 保 佑 生 

 

 

４－14 資格・免許の取得率 

 

柔道整復学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-14-1 
資格・免許取得率の向上

が図られているか。 

資格・免許取得率に関
する目標設定はある
か。 

4 

目標設定は 100％であ

る。 
特になし 特になし 

 

特別講座、セミナーの開

講等、授業を補完する学

習支援の取組はあるか。 

資格取得に向けて、補

講・セミナーを積極的

に実施している。又、内

容の充実を図ってい

る。 

特になし 特になし 

合格実績、合格率、全国

水準との比較など行っ

ているか。 

合格実績、合格率、全国

水準との比較など、行

われている。 

特になし 特になし 

指導方法と合格実績と

の関連性を確認し、指導

方法の改善を行ってい

るか。 

模擬試験の結果との整

合性をチェックしてお

り、合格率の向上を目

指している． 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 
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スポーツ柔整学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-14-1 
資格・免許取得率の向上

が図られているか。 

資格・免許取得率に関
する目標設定はある
か。 

4 

目標設定は 100％であ

る。 
特になし 特になし 

 

特別講座、セミナーの開

講等、授業を補完する学

習支援の取組はあるか。 

資格取得に向けて、補

講・セミナーを積極的

に実施している。又、内

容の充実を図ってい

る。 

特になし 特になし 

合格実績、合格率、全国

水準との比較など行っ

ているか。 

合格実績、合格率、全国

水準との比較など、行

われている。 

特になし 特になし 

指導方法と合格実績と

の関連性を確認し、指導

方法の改善を行ってい

るか。 

模擬試験の結果との整

合性をチェックしてお

り、合格率の向上を目

指している． 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-14-1 
資格・免許取得率の向上

が図られているか。 

資格・免許取得率に関
する目標設定はある
か。 

3 

目標設定している。 毎年原級留置者や国家

試験不合格者がいる。 
対策等の充実。 

 

特別講座、セミナーの開

講等、授業を補完する学

習支援の取組はあるか。 

授業時間外に補講・セ

ミナー等を行ってい

る。 

セミナー等の内容やや

り方に検討が必要。 
セミナー等の内容やや

り方の検討。 

合格実績、合格率、全国

水準との比較など行っ

ているか。 

比較は行っている。 なし なし 

指導方法と合格実績と

の関連性を確認し、指導

方法の改善を行ってい

行っている。 指導方法が正しいの

か。 
検討する場を設ける。 
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るか。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  堀之内 貴 一 

 

スポーツ鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-14-1 
資格・免許取得率の向上

が図られているか。 

資格・免許取得率に関
する目標設定はある
か。 

4 

目標は 100％に設定し

ている。 
なし なし 

 

特別講座、セミナーの開

講等、授業を補完する学

習支援の取組はあるか。 

授業時間外に特別講義

等を行っている。 
なし なし 

合格実績、合格率、全国

水準との比較など行っ

ているか。 

比較を行っている。 なし なし 

指導方法と合格実績と

の関連性を確認し、指導

方法の改善を行ってい

るか。 

定期的な模擬試験の結

果を分析し、指導方法

の改善を行い、合格率

の向上を心がけてい

る。 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  馬男木   亨 

 

理学療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-14-1 
資格・免許取得率の向上

が図られているか。 

資格・免許取得率に関
する目標設定はある
か。 

4 

目標設定は 100％であ

る 
なし なし 

 

特別講座、セミナーの開

講等、授業を補完する学

習支援の取組はあるか。 

最終学年の授業におい

て資格取得に向けての

内容の充実を図ってい

る． 
実力を随時測り個別の

支援体制を強化してい

くために面談を実施す

なし なし 
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る 
合格実績、合格率、全国

水準との比較など行っ

ているか。 

関連団体等より情報を

得て，チェック項目を

調べている 

なし なし 

指導方法と合格実績と

の関連性を確認し、指導

方法の改善を行ってい

るか。 

常に指導方法と定期的

な模擬試験の結果との

整合性をチェックして

おり，合格率の向上を

目指している．実力を

随時測り個別の支援体

制を強化していくため

に面談を実施する  

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  永 野   忍 

 

作業療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-14-1 
資格・免許取得率の向上

が図られているか。 

資格・免許取得率に関
する目標設定はある
か。 

4 

目標設定（100％）とし

ている。 
特になし 特になし 

 

特別講座、セミナーの開

講等、授業を補完する学

習支援の取組はあるか。 

学習支援の取り組みを

行っている。 
特になし 特になし 

合格実績、合格率、全国

水準との比較など行っ

ているか。 

行っている。 特になし 特になし 

指導方法と合格実績と

の関連性を確認し、指導

方法の改善を行ってい

るか。 

定期的に模擬試験を行

い、現状の把握と指導

方法の改善を行ってい

る。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  笠 木 理 江 

 

看護学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 
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4-14-1 
資格・免許取得率の向上

が図られているか。 

資格・免許取得率に関
する目標設定はある
か。 

3 

看護師国家試験の合格

率 96％を目指してい

る。 

なし なし 

 

特別講座、セミナーの開

講等、授業を補完する学

習支援の取組はあるか。 

年間計画に従って、教

員による特別講義、成

績低迷者への個別指導

など学習支援を行って

いる。また、業者からの

特別講義及びセミナー

等を年2～3回程度実施

している。 

取り組みの組織化 1 年次より、計画的に積

み上げ方式で 3 年間の

学習支援を実施する。 

合格実績、合格率、全国

水準との比較など行っ

ているか。 

行っている。 なし なし 

指導方法と合格実績と

の関連性を確認し、指導

方法の改善を行ってい

るか。 

3 年次は 1 回／月の模

試を実施し、その結果

を踏まえて成績低迷者

への個別指導を実施し

ている。 

学生へ効果的な指導が

実施できているか評価

する必要がある。 

教員による指導方法等

について、学生へのア

ンケート調査等を実施

する。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  小 山 京 子 

 

歯科衛生学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-14-1 
資格・免許取得率の向上

が図られているか。 

資格・免許取得率に関
する目標設定はある
か。 

3 

100％を目標としてい

る。 
資格試験不合格の対

応。 
面談を行い、進路決定

を促す。 
 

 

特別講座、セミナーの開

講等、授業を補完する学

習支援の取組はあるか。 

各種外部セミナーを実

施している。 
なし。 なし。 

合格実績、合格率、全国

水準との比較など行っ

ているか。 

関連団体より情報を得

ている。 
なし。 なし。 

指導方法と合格実績と

の関連性を確認し、指導

方法の改善を行ってい

国試対策の内容を毎年

工夫、改善している。 
成績低迷者の底上げ 工夫、改善を続ける。 
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るか。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  中 島 紀 子 

 

生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-14-1 
資格・免許取得率の向上

が図られているか。 

資格・免許取得率に関
する目標設定はある
か。 

3 

国家試験全員の合格を

目標にしている。 
留学生に日本語能力試

験の案内及び対策講座

を設けている。 

留学生は、日本語の能

力のレベルのアップが

必須である。 

国家試験対策に力を入

れて、合格率の向上を

図る。 
日本語能力試験の合格

率の向上を図る。 

 

特別講座、セミナーの開

講等、授業を補完する学

習支援の取組はあるか。 

学習支援室を設置して

いる。国家試験対策講

座、時間外の学習支援

の取り組みを行ってい

る。 

自ら学習して資格取得

を目指す留学生を増や

す必要がある。生活の

安定が大きな課題とな

っている留学生が参加

できない現状がある。 

介護福祉士資格取得に

対する意欲を身につけ

させる。 

合格実績、合格率、全国

水準との比較など行っ

ているか。 

模擬試験を 2 回、学力

評価試験として実施

し、全国水準と比較し

ている。 

全国水準へと引き上げ

る必要がある。 
多くの留学生を受け入

れている学校との国試

対策などとの連携を図

る。 
指導方法と合格実績と

の関連性を確認し、指導

方法の改善を行ってい

るか。 

国家試験毎の分析を行

い、合格に向けての指

導方法の改善を行って

いる。 

分析結果を指導方法に

反映させる改善点の検

討を必要とする。 

多くの分析結果の蓄積

を参考にする。 

 記載責任者 職・氏名 副校長（学科長兼任）味 村 吉 浩 

 

アスレティックリハビリテーション・スポーツトレーナー学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-14-1 
資格・免許取得率の向上

が図られているか。 

資格・免許取得率に関
する目標設定はある
か。 4 

資格ごとに目標設定は

ある。 
特になし。 特になし。 

 
特別講座、セミナーの開

講等、授業を補完する学

取り組みがある。 特になし。 特になし。 
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習支援の取組はあるか。 

合格実績、合格率、全国

水準との比較など行っ

ているか。 

比較している。 特になし。 特になし。 

指導方法と合格実績と

の関連性を確認し、指導

方法の改善を行ってい

るか。 

年度末に資格試験対策

の振り返りをしてい

る。 

不合格者の卒後対策が

必要となる。 
継続した学習環境の提

供を検討している。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  寺 本 敦 司 

 

整体セラピスト学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-14-1 
資格・免許取得率の向上

が図られているか。 

資格・免許取得率に関
する目標設定はある
か。 

4 

各資格の 100％合格を

目標としている 
特になし 特になし 

 

特別講座、セミナーの開

講等、授業を補完する学

習支援の取組はあるか。 

他学科教員・トレーナ

ーによる特別講義を実

施 

トレーナーは試合など

で日程調整が困難な場

合がある。 

予め調整が可能な時期

を把握し、定期的に確

認をする 
合格実績、合格率、全国

水準との比較など行っ

ているか。 

民間資格のため比較は

できないが、合格率は

100％の実績である 

特になし 特になし 

指導方法と合格実績と

の関連性を確認し、指導

方法の改善を行ってい

るか。 

情報共有しながら改善

を進めている 
授業評価アンケートに

よる非常勤講師の教授

方法の改善について 

非常勤講師に改善を求

める 

 記載責任者 職・氏名 学科長  蓑 田 のり子 

 

日本語学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-14-1 
資格・免許取得率の向上

が図られているか。 

資格・免許取得率に関
する目標設定はある
か。 － 

該当しない なし なし 

 

特別講座、セミナーの開 該当しない なし なし 
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講等、授業を補完する学

習支援の取組はあるか。 

合格実績、合格率、全国

水準との比較など行っ

ているか。 

該当しない なし なし 

指導方法と合格実績と

の関連性を確認し、指導

方法の改善を行ってい

るか。 

該当しない なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  髙 野 徳 一 

 

ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-14-1 
資格・免許取得率の向上

が図られているか。 

資格・免許取得率に関
する目標設定はある
か。 

4 

目標設定がある。 特になし。 特になし。 

 

特別講座、セミナーの開

講等、授業を補完する学

習支援の取組はあるか。 

授業を補完する補講を

設けている。 
特になし。 特になし。 

合格実績、合格率、全国

水準との比較など行っ

ているか。 

合格実績、合格率、全国

水準との比較を行って

いる。 

特になし。 特になし。 

指導方法と合格実績と

の関連性を確認し、指導

方法の改善を行ってい

るか。 

合格実績に応じて指導

方法を見直し、指導方

法の改善に努めてい

る。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長補佐  久 保 佑 生 

 

 

４－15 卒業生の社会的評価 

 

柔道整復学科 
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小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-15-1 
卒業生の社会的評価を

把握しているか。 

卒業生の就職先の企業、

施設・機関等を訪問する

などして卒後の実態を

調査等で把握している

か。 4 

臨床実習に伴い訪問数

が増えた。今年度は遠

隔での交流が増え、遠

方も対応できた。 

遠方企業との連携 Zoom などの活用 

 
卒業生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

カリキュラムで研究に

必要な能力の指導がで

きた。 

卒業生が論文発表など

の実績を作っていく。 
卒業生と連携を強化し

ていく。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

スポーツ柔整学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-15-1 
卒業生の社会的評価を

把握しているか。 

卒業生の就職先の企業、

施設・機関等を訪問する

などして卒後の実態を

調査等で把握している

か。 4 

臨床実習に伴い訪問数

が増えた。今年度は遠

隔での交流が増え、遠

方も対応できた。 

遠方企業との連携 Zoom などの活用 

 
卒業生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

カリキュラムで研究に

必要な能力の指導がで

きた。 

卒業生が論文発表など

の実績を作っていく。 
卒業生と連携を強化し

ていく。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-15-1 
卒業生の社会的評価を

把握しているか。 

卒業生の就職先の企業、

施設・機関等を訪問する

などして卒後の実態を

調査等で把握している

か。 

2 

十分に把握できていな

い。 
卒業生の就職先の把

握。 
卒業生の就職先の把握

方法の検討。 

 

卒業生のコンテスト参 できていない。 卒業生の就職先の把 卒業生の就職先の把握
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加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

握。 方法の検討。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  堀之内 貴 一 

 

スポーツ鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-15-1 
卒業生の社会的評価を

把握しているか。 

卒業生の就職先の企業、

施設・機関等を訪問する

などして卒後の実態を

調査等で把握している

か。 1 

把握できていない。 卒業生の就職先の把握 本年度より QR コード

による就職先の把握を

行うので、卒後の実態

を調査する。 
 

卒業生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

把握できていない。 卒業生の卒業後の個人

情報の把握 
卒業後に研究発表等に

参加する場合は、学校

に報告してもらう。 
 

 記載責任者 職・氏名 学科長  馬男木   亨 

 

理学療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-15-1 
卒業生の社会的評価を

把握しているか。 

卒業生の就職先の企業、

施設・機関等を訪問する

などして卒後の実態を

調査等で把握している

か。 4 

卒業生の名簿を作成

し、常時連絡を取りつ

つ管理している。 

なし なし 

卒業生名簿 
卒業生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

全国ないしは地方での

学会発表などは把握し

ている 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  永 野   忍 

 

作業療法学科 
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小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-15-1 
卒業生の社会的評価を

把握しているか。 

卒業生の就職先の企業、

施設・機関等を訪問する

などして卒後の実態を

調査等で把握している

か。 4 

卒業生の名簿を作成し

把握している。 
特になし 特になし 

 
卒業生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

把握している。 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  笠 木 理 江 

 

看護学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-15-1 
卒業生の社会的評価を

把握しているか。 

卒業生の就職先の企業、

施設・機関等を訪問する

などして卒後の実態を

調査等で把握している

か。 3 

実習病院等に就職した

学生については、聞き

取り調査をしている。

遠方の卒業生について

は、学生より情報を収

集している。 

卒後の実態の把握方

法、特に遠方の場合。 
会議等で検討 

 

卒業生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

今後把握していく方法

を検討したい。 
把握方法の検討 会議等で検討 

 記載責任者 職・氏名 学科長  小 山 京 子 

 

歯科衛生学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-15-1 
卒業生の社会的評価を

把握しているか。 

卒業生の就職先の企業、

施設・機関等を訪問する

などして卒後の実態を

調査等で把握している

か。 

3 

随時連絡を取り、状況

把握に努めているが、

調査をするまでには至

っていない。 

調査方法の検討 アンケートの実施 
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卒業生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

聞き取り調査、研修会・

学会等で把握してい

る。 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  中 島 紀 子 

 

生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-15-1 
卒業生の社会的評価を

把握しているか。 

卒業生の就職先の企業、

施設・機関等を訪問する

などして卒後の実態を

調査等で把握している

か。 4 

就職先を訪問すること

により把握している。 
特になし。 特になし。 

卒業生名簿 
卒業生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

受賞や研究実績がな

い。 
今後に期待する。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 副校長（学科長兼任）味 村 吉 浩 

 

アスレティックリハビリテーション・スポーツトレーナー学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-15-1 
卒業生の社会的評価を

把握しているか。 

卒業生の就職先の企業、

施設・機関等を訪問する

などして卒後の実態を

調査等で把握している

か。 1 

卒後の実態を調査して

いない。 
卒業生の実態把握をし

ていない。 
卒業生などに試験対策

などに協力を要請して

いく。 

 
卒業生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

把握していない。 卒業生の現状確認がで

きていない。 
SNS を利用していき、

情報共有システム構築

を検討していく。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  寺 本 敦 司 
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整体セラピスト学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-15-1 
卒業生の社会的評価を

把握しているか。 

卒業生の就職先の企業、

施設・機関等を訪問する

などして卒後の実態を

調査等で把握している

か。 3 

全てではないが、個別

に連絡を取り把握して

いる。また、卒業生が来

校し報告してくれた。 

特になし 特になし 

 
卒業生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

把握していない 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  蓑 田 のり子 

 

日本語学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-15-1 
卒業生の社会的評価を

把握しているか。 

卒業生の就職先の企業、

施設・機関等を訪問する

などして卒後の実態を

調査等で把握している

か。 3 

していない なし なし 

 
卒業生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

該当しない なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  髙 野 徳 一 

 

ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

4-15-1 
卒業生の社会的評価を

把握しているか。 

卒業生の就職先の企業、

施設・機関等を訪問する

などして卒後の実態を

調査等で把握している

3 

卒業生の実態調査を行

っている。 
遠方の企業に関しての

訪問や実態調査に至っ

ていない。 

遠方の企業に対しても

実態調査を実施する。 
卒業生名簿 
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か。 

卒業生のコンテスト参

加における受賞状況、研

究業績等を把握してい

るか。 

不十分である。 卒業生との連絡体制は

あるが、受賞状況や研

究実績等についての報

告は得られていない。 

卒業生との連絡を密に

し、情報交換を行う。 

 記載責任者 職・氏名 学科長補佐  久 保 佑 生 

 

 

基準５ 学生支援【平均評定：３．４】 

５－16 就職等進路 

 

柔道整復学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-16-1 
就職等進路に関する支

援組織体制を整備して

いるか。 

就職など進路支援のた

めの組織体制を整備し

ているか。 

4 

担当の教員を設け、進

路相談、マナー講習会

を実施している。又、履

歴書の確認、面接練習

などの支援も行ってい

る。 

特になし 特になし 

就職説明会資料 
求人票 

担任教員と就職部門の

連携など学内における

連携体制を整備してい

るか。 

就職説明会の開催にて

連携をしている。 
特になし 特になし 

学生の就職活動の状況

を学内で共有している

か。 

卒業する際に就職活動

結果は把握・共有出来

ている。 

就職活動期間中、全数

は共有が出来ていな

い。 

クラスごとに集約し、1
つにまとめる。学科会

議内で、定期的に共有

する。 
関連する業界等と就職

に関する連携体制を構

築しているか。 

社団法人柔道整復師会

と連携している。 
特になし 特になし 

就職説明会等を開催し 開催している。今年度 特になし 特になし 
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ているか。 は、コロナの状況もあ

り、学外で実施された

就職説明会に、3 年生全

員が参加した。 
履歴書の書き方、面接の

受け方など、具体的な就

職指導に関するセミナ

ー・講座を開講している

か。 

3 年生全員に対し、マナ

ー講習会を実施し、就

職指導を行っている。 

特になし 特になし 

就職に関する個別の相

談に適切に応じている

か。 

応じている。   

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

スポーツ柔整学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-16-1 
就職等進路に関する支

援組織体制を整備して

いるか。 

就職など進路支援のた

めの組織体制を整備し

ているか。 

4 

担当の教員を設け、進

路相談、マナー講習会

を実施している。又、履

歴書の確認、面接練習

などの支援も行ってい

る。 

特になし 特になし 

就職説明会資料 
求人票 

担任教員と就職部門の

連携など学内における

連携体制を整備してい

るか。 

就職説明会の開催にて

連携をしている。 
特になし 特になし 

学生の就職活動の状況

を学内で共有している

か。 

卒業する際に就職活動

結果は把握・共有出来

ている。 

就職活動期間中、全数

は共有が出来ていな

い。 

クラスごとに集約し、1
つにまとめる。学科会

議内で、定期的に共有

する。 
関連する業界等と就職

に関する連携体制を構

築しているか。 

社団法人柔道整復師会

と連携している。 
特になし 特になし 

就職説明会等を開催し

ているか。 

開催している。今年度

は、コロナの状況もあ

特になし 特になし 
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り、学外で実施された

就職説明会に、3 年生全

員が参加した。 
履歴書の書き方、面接の

受け方など、具体的な就

職指導に関するセミナ

ー・講座を開講している

か。 

3 年生全員に対し、マナ

ー講習会を実施し、就

職指導を行っている。 

特になし 特になし 

就職に関する個別の相

談に適切に応じている

か。 

応じている。   

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-16-1 
就職等進路に関する支

援組織体制を整備して

いるか。 

就職など進路支援のた

めの組織体制を整備し

ているか。 

2 

できていない。 キャリアサポートセン

ター等の設置と明確

化。 

キャリアサポートセン

ター等の設置と明確

化。 

求人票 

担任教員と就職部門の

連携など学内における

連携体制を整備してい

るか。 

できていない。 キャリアサポートセン

ター等の設置と明確

化。 

キャリアサポートセン

ター等の設置と明確

化。 

学生の就職活動の状況

を学内で共有している

か。 

面談等で聴取するが共

有出来ているとは言え

ない。 

把握が不十分 把握するためのシステ

ムの構築。 

関連する業界等と就職

に関する連携体制を構

築しているか。 

構築できていない。 求人票を受け取るのみ

になっている。 
連携を取れるようなシ

ステムを構築する。 

就職説明会等を開催し

ているか。 

毎年 1 度は学内で開催

していたが今年度はで

きていない。 

説明会の実施。 説明会の実施。 

履歴書の書き方、面接の

受け方など、具体的な就

職指導に関するセミナ

ー・講座を開講している

相談等があれば対応し

ている。 
 

そういった指導をする

時間をとれていない。 
就職に関するセミナー

等を設ける。 
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か。 

就職に関する個別の相

談に適切に応じている

か。 

応じている。 相談があった場合のみ

で全員に対応できてい

るわけではない。 

何かあれば相談するよ

う斡旋する。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  堀之内 貴 一 

 

スポーツ鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-16-1 
就職等進路に関する支

援組織体制を整備して

いるか。 

就職など進路支援のた

めの組織体制を整備し

ているか。 

2 

キャリアサポートセン

ターを設置している

が、機能していない。 

進路支援のための組織

を再配置する。 
組織体制の見直し、充

実化をはかる。 

就職説明会資料 
求人票 

担任教員と就職部門の

連携など学内における

連携体制を整備してい

るか。 

キャリアサポートセン

ターが機能しておら

ず、担任が中心に行っ

ている。 

キャリアサポートセン

ターの正常運営 
キャリアサポートセン

ターの組織を再配置す

る。 

学生の就職活動の状況

を学内で共有している

か。 

担任が面談を実施し、

現状を把握している

が、学内での共有はし

ていない。 

学内での情報の共有 学内での情報を共有す

る場を設ける。 

関連する業界等と就職

に関する連携体制を構

築しているか。 

求人票を受け取るのみ

で、連携体制を構築で

きていない。 

連携システムの構築 連携を取れるようなシ

ステムを構築する。 

就職説明会等を開催し

ているか。 

年に一度、学内で開催

しているが、本年度は

コロナの影響で開催し

ていない。また、それ以

外の企業は随時面談等

を行っている。 

なし なし 

履歴書の書き方、面接の

受け方など、具体的な就

職指導に関するセミナ

ー・講座を開講している

か。 

全体として行っていな

いが、相談があれば個

別に対応している。 

就職に関する講座を設

ける。 
就職に関する講座・セ

ミナーを設ける。 

就職に関する個別の相

談に適切に応じている

個別の相談に適切に応

じている。 
全員に行う。 就職に関する個別面談

を全員に実施する。 
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か。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  馬男木   亨 

 

理学療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-16-1 
就職等進路に関する支

援組織体制を整備して

いるか。 

就職など進路支援のた

めの組織体制を整備し

ているか。 

4 

面接練習、履歴書の確

認などの支援を行って

いる 

なし なし 

就職説明会資料 
求人票 

担任教員と就職部門の

連携など学内における

連携体制を整備してい

るか。 

就職説明会の開催にて

連携をしている 
なし なし 

学生の就職活動の状況

を学内で共有している

か。 

学生の就職活動状況及

び就職先について教務

部へ情報提供を行って

いる 

なし なし 

関連する業界等と就職

に関する連携体制を構

築しているか。 

就職説明会を開催して

いる。また説明会に参

加できない企業につい

ては随時面談を行って

いる 

なし なし 

就職説明会等を開催し

ているか。 

開催している なし なし 

履歴書の書き方、面接の

受け方など、具体的な就

職指導に関するセミナ

ー・講座を開講している

か。 

面接練習、履歴書の確

認などの支援を行って

いる 

なし なし 

就職に関する個別の相

談に適切に応じている

か。 

求人票をもとに学生個

別に面談を行っている 
なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  永 野   忍 
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作業療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-16-1 
就職等進路に関する支

援組織体制を整備して

いるか。 

就職など進路支援のた

めの組織体制を整備し

ているか。 

4 

就職担当教員を決め整

備している。 
特になし 特になし 

就職説明会資料 
求人票 

担任教員と就職部門の

連携など学内における

連携体制を整備してい

るか。 

整備している。 特になし 特になし 

学生の就職活動の状況

を学内で共有している

か。 

共有している。 特になし 特になし 

関連する業界等と就職

に関する連携体制を構

築しているか。 

就職説明会の開催、ま

た随時求人などの情報

交換を行い、連携体制

を構築している。 

特になし 特になし 

就職説明会等を開催し

ているか。 

開催しているが、新型

コロナウイルスの影響

により中止になった。 

特になし 特になし 

履歴書の書き方、面接の

受け方など、具体的な就

職指導に関するセミナ

ー・講座を開講している

か。 

学生個別に指導・支援

を行っている。 
特になし 特になし 

就職に関する個別の相

談に適切に応じている

か。 

担任、就職担当教員が

中心に応じている。 
特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  笠 木 理 江 

 

看護学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-16-1 
就職等進路に関する支

援組織体制を整備して

就職など進路支援のた

めの組織体制を整備し

ているか。 

3 
就職担当教員を決め、

組織体制を整備してい

る。またゼミ活動も活

なし なし 
就職説明会資料 
求人票 
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いるか。 用している。 
担任教員と就職部門の

連携など学内における

連携体制を整備してい

るか。 

ゼミ担当教員と就職担

当教員との連携を図っ

ている。 

なし なし 

学生の就職活動の状況

を学内で共有している

か。 

教職員会議等で把握し

ているが、学内の全数

は共有化できていな

い。 

なし なし 

関連する業界等と就職

に関する連携体制を構

築しているか。 

関連する業界等と就職

に関する連携体制を構

築している。 

なし なし 

就職説明会等を開催し

ているか。 

1 回／年、本学科で開催

している。 
なし なし 

履歴書の書き方、面接の

受け方など、具体的な就

職指導に関するセミナ

ー・講座を開講している

か。 

業者による講座を開講

している。 
なし なし 

就職に関する個別の相

談に適切に応じている

か。 

ゼミ教員及び 3 年担任

が指導に当たってい

る。 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  小 山 京 子 

 

歯科衛生学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-16-1 
就職等進路に関する支

援組織体制を整備して

いるか。 

就職など進路支援のた

めの組織体制を整備し

ているか。 

4 

学生の就職希望先への

仲介、採用通知書の管

理などを行っている。 

なし。 なし。 

就職説明会資料 
求人票 

担任教員と就職部門の

連携など学内における

連携体制を整備してい

るか。 

整備している。 なし。 なし。 

学生の就職活動の状況

を学内で共有している

教務部・広報部等への

情報共有を行ってい

なし。 なし。 
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か。 る。 
関連する業界等と就職

に関する連携体制を構

築しているか。 

求人内容や特色につい

て随時面談を行ってい

る。 

なし。 なし。 

就職説明会等を開催し

ているか。 

開催している。 なし。 なし。 

履歴書の書き方、面接の

受け方など、具体的な就

職指導に関するセミナ

ー・講座を開講している

か。 

進路希望調査、面接練

習、履歴書確認、 
なし。 なし。 

就職に関する個別の相

談に適切に応じている

か。 

進路希望調査の段階か

ら担任が対応してい

る。 

なし。 なし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  中 島 紀 子 

 

生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-16-1 
就職等進路に関する支

援組織体制を整備して

いるか。 

就職など進路支援のた

めの組織体制を整備し

ているか。 

4 

就職支援組織のキャリ

アサポートセンターが

整備され就職について

中心となって動いてい

る。 

特になし。 特になし。 

就職説明会資料 
求人票 

担任教員と就職部門の

連携など学内における

連携体制を整備してい

るか。 

連携体制を整備してい

る。 
特になし。 特になし。 

学生の就職活動の状況

を学内で共有している

か。 

学科会議での報告、学

内の掲示、キャリアサ

ポートセンターと共有

している。 

特になし。 特になし。 

関連する業界等と就職

に関する連携体制を構

築しているか。 

連携体制が構築してい

る。 
特になし。 特になし。 

就職説明会等を開催し コロナ禍により個別対 コロナ禍により実施で 開催に向けてキャリア
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ているか。 応で対応している。 きていない。 サポートセンターと連

携していく。 
履歴書の書き方、面接の

受け方など、具体的な就

職指導に関するセミナ

ー・講座を開講している

か。 

就職についての情報に

加え具体的な就職指導

が実施できている。留

学生には個別に関わっ

ている。 

特になし。 特になし。 

就職に関する個別の相

談に適切に応じている

か。 

キャリアサポートセン

ターが主に相談に応じ

るほか、教員も相談に

応じている。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 副校長（学科長兼任）味 村 吉 浩 

 

アスレティックリハビリテーション・スポーツトレーナー学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-16-1 
就職等進路に関する支

援組織体制を整備して

いるか。 

就職など進路支援のた

めの組織体制を整備し

ているか。 

3 

就職該当者において

は、担当教員を決めて

いる。 

特になし。 特になし。 

就職説明会資料 
求人票 

担任教員と就職部門の

連携など学内における

連携体制を整備してい

るか。 

学科会議にて学科教員

と情報共有している。 
特になし。 特になし。 

学生の就職活動の状況

を学内で共有している

か。 

学科会議にて学科教員

と情報共有している。 
特になし。 特になし。 

関連する業界等と就職

に関する連携体制を構

築しているか。 

合同企業説明会を実施

している。 
関連する企業の参加が

少ない。 
連携企業の開拓が必要

である。 

就職説明会等を開催し

ているか。 

開催している。 関連企業の参加が少な

い。 
連携先の開拓が必要で

ある。 
履歴書の書き方、面接の

受け方など、具体的な就

職指導に関するセミナ

ー・講座を開講している

か。 

担当教員が対応してい

る。また、必要に応じ

て、他の教員を配置す

ることもある。 

特になし。 特になし。 
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就職に関する個別の相

談に適切に応じている

か。 

担当教員が対応してい

る。 
特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  寺 本 敦 司 

 

整体セラピスト学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-16-1 
就職等進路に関する支

援組織体制を整備して

いるか。 

就職など進路支援のた

めの組織体制を整備し

ているか。 

4 

整備している 特になし 特になし 

就職説明会資料 
求人票 

担任教員と就職部門の

連携など学内における

連携体制を整備してい

るか。 

整備している 特になし 特になし 

学生の就職活動の状況

を学内で共有している

か。 

共有している 特になし 特になし 

関連する業界等と就職

に関する連携体制を構

築しているか。 

構築しているが少数で

ある 
他県は更に少数である 他県にも増やしていく 

就職説明会等を開催し

ているか。 

コロナの影響で開催し

ていない 
特になし 特になし 

履歴書の書き方、面接の

受け方など、具体的な就

職指導に関するセミナ

ー・講座を開講している

か。 

個別に対応している 特になし 特になし 

就職に関する個別の相

談に適切に応じている

か。 

応じている 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  蓑 田 のり子 

 

日本語学科 
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小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-16-1 
就職等進路に関する支

援組織体制を整備して

いるか。 

就職など進路支援のた

めの組織体制を整備し

ているか。 

4 

担任を中心に、教員間

で協力して対応してい

る 

なし なし 

就職説明会資料 
求人票 

担任教員と就職部門の

連携など学内における

連携体制を整備してい

るか。 

している なし なし 

学生の就職活動の状況

を学内で共有している

か。 

担当が把握し、共有し

ている 
なし なし 

関連する業界等と就職

に関する連携体制を構

築しているか。 

海外事業部、キャリア

サポートと連携してい

る 

なし なし 

就職説明会等を開催し

ているか。 

していない なし なし 

履歴書の書き方、面接の

受け方など、具体的な就

職指導に関するセミナ

ー・講座を開講している

か。 

授業、個別での対応で

指導している 
なし なし 

就職に関する個別の相

談に適切に応じている

か。 

応じている なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  髙 野 徳 一 

 

ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-16-1 
就職等進路に関する支

援組織体制を整備して

いるか。 

就職など進路支援のた

めの組織体制を整備し

ているか。 4 

キャリアサポートセン

ターと連携を図り、進

路支援体制を整備して

いる。 

特になし。 特になし。 
就職説明会資料 
求人票 
キャリアサポートシー

ト 
学生カルテ 担任教員と就職部門の

連携など学内における

クラス担任が学生とキ

ャリアサポートセンタ

特になし。 特になし。 
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連携体制を整備してい

るか。 

ーとの間に入って連携

体制を整えている。 
学生の就職活動の状況

を学内で共有している

か。 

学科会議等で情報の共

有を図っている。 
特になし。 特になし。 

関連する業界等と就職

に関する連携体制を構

築しているか。 

関連業界等との間で就

職連携体制を構築して

いる。 

特になし。 特になし。 

就職説明会等を開催し

ているか。 

開催している。 特になし。 特になし。 

履歴書の書き方、面接の

受け方など、具体的な就

職指導に関するセミナ

ー・講座を開講している

か。 

就職指導に係る講座を

開催するほか、個別指

導も行っている。 

特になし。 特になし。 

就職に関する個別の相

談に適切に応じている

か。 

応じている。 特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長補佐  久 保 佑 生 

 

 

５－17 中途退学への対応 

 

柔道整復学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-17-1 
退学率の低減が図られ

ているか。 

中途退学の要因、傾
向、各学年における退
学者数等を把握してい
るか。 

4 

把握している。 特になし 特になし 

面談報告書 
カウンセリング集計 指導経過記録を適切に

保存しているか。 

指導の都度、報告書を

作成している。 
特になし 特になし 

中途退学の低減に向け

た学内における連携体

連携した体制がある。 特になし 特になし 
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制はあるか。 

退学に結びつきやすい、

心理面、学習面での特別

指導体制はあるか。 

カウンセリングの専門

員を配置するなど充実

している。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

スポーツ柔整学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-17-1 
退学率の低減が図られ

ているか。 

中途退学の要因、傾
向、各学年における退
学者数等を把握してい
るか。 

4 

把握している。 特になし 特になし 

面談報告書 
カウンセリング集計 

指導経過記録を適切に

保存しているか。 

指導の都度、報告書を

作成している。 
特になし 特になし 

中途退学の低減に向け

た学内における連携体

制はあるか。 

連携した体制がある。 特になし 特になし 

退学に結びつきやすい、

心理面、学習面での特別

指導体制はあるか。 

カウンセリングの専門

員を配置するなど充実

している。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-17-1 
退学率の低減が図られ

ているか。 

中途退学の要因、傾
向、各学年における退
学者数等を把握してい
るか。 

3 

把握している。 なし なし 

面談報告書 
カウンセリング集計 

指導経過記録を適切に

保存しているか。 

各個人ごとに記録を作

成している。 
なし なし 

中途退学の低減に向け

た学内における連携体

制はあるか。 

担任制を採用し、相談

しやすい環境を整備し

ている。 

なし なし 
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退学に結びつきやすい、

心理面、学習面での特別

指導体制はあるか。 

担任等との面談等。 本人が申し出ないと状

況を把握できないこと

もある。 

スクールカウンセラー

などの設置やシステム

の構築。 
 記載責任者 職・氏名 学科長  堀之内 貴 一 

 

スポーツ鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-17-1 
退学率の低減が図られ

ているか。 

中途退学の要因、傾
向、各学年における退
学者数等を把握してい
るか。 

3 

把握している。 なし なし 

面談報告書 
カウンセリング集計 

指導経過記録を適切に

保存しているか。 

指導自由が生じた時点

で書面を作成し、保存

している。 

なし なし 

中途退学の低減に向け

た学内における連携体

制はあるか。 

担任制を採用し相談し

やすい環境を整備して

いる。またスクールカ

ウンセラーも配置して

いる。 

なし なし 

退学に結びつきやすい、

心理面、学習面での特別

指導体制はあるか。 

担任やスクールカウン

セラーによる面談を行

っている。 

担任とスクールカウン

セラーの連携 
担任とスクールカウン

セラーとの情報を密に

共有する。 
 記載責任者 職・氏名 学科長  馬男木   亨 

 

理学療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-17-1 
退学率の低減が図られ

ているか。 

中途退学の要因、傾
向、各学年における退
学者数等を把握してい
るか。 4 

把握している なし なし 

面談報告書 
カウンセリング集計 指導経過記録を適切に

保存しているか。 

指導事由が生じた時点

で書面作成し、保存し

ている 

なし なし 
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中途退学の低減に向け

た学内における連携体

制はあるか。 

試験実施後等、学生全

員において担任による

面談を行っている 
また年間計画として面

談時期を設定している 

なし なし 

退学に結びつきやすい、

心理面、学習面での特別

指導体制はあるか。 

担任やスクールカウン

セラーによる面談を行

っている 

担任とスクールカウン

セラーの連携 
担任とスクールカウン

セラーの情報共有 

 記載責任者 職・氏名 学科長  永 野   忍 

 

作業療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-17-1 
退学率の低減が図られ

ているか。 

中途退学の要因、傾
向、各学年における退
学者数等を把握してい
るか。 

3 

把握している。 特になし 特になし 

面談報告書 
カウンセリング集計 

指導経過記録を適切に

保存しているか。 

保存している。 特になし 特になし 

中途退学の低減に向け

た学内における連携体

制はあるか。 

個別面談や成績不良者

について状況共有を行

っている。 

特になし 特になし 

退学に結びつきやすい、

心理面、学習面での特別

指導体制はあるか。 

担任制度やスクールカ

ウンセラー等の体制を

とっている。 

学習支援の計画やスク

ールカウンセラーとの

連携の強化 

連携体制の検討 

 記載責任者 職・氏名 学科長  笠 木 理 江 

 

看護学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-17-1 
退学率の低減が図られ

ているか。 

中途退学の要因、傾
向、各学年における退
学者数等を把握してい
るか。 

3 

把握している。 中途退学の要因である

成績や本来の希望入学

ではない学生に対する

対応 

定期的な面接の実施、

学習指導の充実を図

る。 面談報告書 
カウンセリング集計 

指導経過記録を適切に 保存している。 なし なし 
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保存しているか。 

中途退学の低減に向け

た学内における連携体

制はあるか。 

教務部、学生部等との

連携を取っている。 
なし なし 

退学に結びつきやすい、

心理面、学習面での特別

指導体制はあるか。 

定期的に面談を実施し

ている。 
なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  小 山 京 子 

 

歯科衛生学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-17-1 
退学率の低減が図られ

ているか。 

中途退学の要因、傾
向、各学年における退
学者数等を把握してい
るか。 

3 

情報を共有し、把握し

ている。 
なし。 なし。 

面談報告書 
カウンセリング集計 

指導経過記録を適切に

保存しているか。 

作成し学科で保管して

いる。 
なし。 なし。 

中途退学の低減に向け

た学内における連携体

制はあるか。 

学科長や担任による面

談を実施している。 
精神疾患をもつ学生の

対応 
専門医の受診を促す 

退学に結びつきやすい、

心理面、学習面での特別

指導体制はあるか。 

カウンセラーを利用で

きる体制がある。 
学生が活用するに至っ

ていない。 
 

学生が気軽に利用でき

るよう教員から働きか

ける。 
 記載責任者 職・氏名 学科長  中 島 紀 子 

 

生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-17-1 
退学率の低減が図られ

ているか。 

中途退学の要因、傾
向、各学年における退
学者数等を把握してい
るか。 4 

退学者については個別

の状況を記録し保管し

ている。退学者数も把

握している。 

留学の目的がさまざま

で退学に至る見極めが

難しい場合がある。 

留学生にはオーバーワ

ークについての理解と

注意を喚起する。 学生指導記録 
面談報告書 
カウンセリング集計 

指導経過記録を適切に

保存しているか。 

指導経過記録は記録し

て保存している。 
特になし。 特になし。 
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中途退学の低減に向け

た学内における連携体

制はあるか。 

定期的に個別面談を実

施している。また、留学

生については海外事業

部からの情報を共有し

連携を図っている。 

特になし。 特になし。 

退学に結びつきやすい、

心理面、学習面での特別

指導体制はあるか。 

カウンセリングについ

ての相談員の配置や案

内を掲示している。学

科の個人面談等で対

応、指導ができている。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 副校長（学科長兼任）味 村 吉 浩 

 

アスレティックリハビリテーション・スポーツトレーナー学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-17-1 
退学率の低減が図られ

ているか。 

中途退学の要因、傾
向、各学年における退
学者数等を把握してい
るか。 

3 

把握している。 特になし。 特になし。 

面談報告書 
カウンセリング集計 

指導経過記録を適切に

保存しているか。 

保存している。 特になし。 特になし。 

中途退学の低減に向け

た学内における連携体

制はあるか。 

スケジュール表の提

出、学生面談を実施し

ている。また、教員間で

学生情報の共有を行っ

ている。 

特になし。 特になし。 

退学に結びつきやすい、

心理面、学習面での特別

指導体制はあるか。 

学内の心理カウンセラ

ーとの面談を勧めてい

える。 

心理カウンセラーとの

密な連携が必要であ

る。 

 

 記載責任者 職・氏名 学科長  寺 本 敦 司 

 

整体セラピスト学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-17-1 中途退学の要因、傾 4 把握している 特になし 特になし 面談報告書 
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退学率の低減が図られ

ているか。 
向、各学年における退
学者数等を把握してい
るか。 

カウンセリング集計 

指導経過記録を適切に

保存しているか。 

日報にて報告 
個別面談記録はデータ

保管をしている 

特になし 特になし 

中途退学の低減に向け

た学内における連携体

制はあるか。 

情報の共有をしている 特になし 特になし 

退学に結びつきやすい、

心理面、学習面での特別

指導体制はあるか。 

スクールカウンセラー

による面談 
特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  蓑 田 のり子 

 

日本語学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-17-1 
退学率の低減が図られ

ているか。 

中途退学の要因、傾
向、各学年における退
学者数等を把握してい
るか。 

4 

把握している なし なし 

面談報告書 
カウンセリング集計 

指導経過記録を適切に

保存しているか。 

指導事案に関し報告、

保管している 
なし なし 

中途退学の低減に向け

た学内における連携体

制はあるか。 

担当者、学科内におい

ての問題の共有化 
なし なし 

退学に結びつきやすい、

心理面、学習面での特別

指導体制はあるか。 

面談等を行う なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  髙 野 徳 一 

 

ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-17-1 中途退学の要因、傾
向、各学年における退

4 把握している。 特になし。 特になし。 
学生カルテ 
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退学率の低減が図られ

ているか。 
学者数等を把握してい
るか。 
指導経過記録を適切に

保存しているか。 

学生個別のカルテを作

成している。 
特になし。 特になし。 

中途退学の低減に向け

た学内における連携体

制はあるか。 

海外事業部と連携を図

っている。 
特になし。 特になし。 

退学に結びつきやすい、

心理面、学習面での特別

指導体制はあるか。 

学生個別に指導にあた

っている。 
特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長補佐  久 保 佑 生 

 

 

５－18 学生相談 

 

５－18－１ 

 

柔道整復学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-18-1 
学生相談に関する体制

を整備しているか。 

専任カウンセラーの配

置等相談に関する組織

体制を整備しているか。 

4 

専任のカウンセラーを

配備している。 
特になし 特になし 

カウンセリング集計 

相談室の設置など相談

に関する環境整備を行

っているか。 

環境整備されている。 特になし 特になし 

学生に対して、相談室の

利用に関する案内を行

っているか。 

行っている。 特になし 特になし 

相談記録を適切に保存

しているか。 

学科外で保存してい

る。 
特になし 特になし 

関連医療機関等との連

携はあるか。 

診断書をもって情報共

有している。 
特になし 特になし 
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 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

スポーツ柔整学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-18-1 
学生相談に関する体制

を整備しているか。 

専任カウンセラーの配

置等相談に関する組織

体制を整備しているか。 

4 

専任のカウンセラーを

配備している。 
特になし 特になし 

カウンセリング集計 

相談室の設置など相談

に関する環境整備を行

っているか。 

環境整備されている。 特になし 特になし 

学生に対して、相談室の

利用に関する案内を行

っているか。 

行っている。 特になし 特になし 

相談記録を適切に保存

しているか。 

学科外で保存してい

る。 
特になし 特になし 

関連医療機関等との連

携はあるか。 

診断書をもって情報共

有している。 
特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-18-1 
学生相談に関する体制

を整備しているか。 

専任カウンセラーの配

置等相談に関する組織

体制を整備しているか。 

2 

なし カウンセラーの配置 カウンセラーの配置 

 

相談室の設置など相談

に関する環境整備を行

っているか。 

なし カウンセラーの配置 カウンセラーの配置 

学生に対して、相談室の

利用に関する案内を行

っているか。 

なし カウンセラー等はいな

い。 
カウンセラーの配置 

相談記録を適切に保存

しているか。 

担任の面談記録を残し

ている。 
なし なし 

関連医療機関等との連 連携できていない。 なし 連携できるよう計画す
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携はあるか。 る。 
 記載責任者 職・氏名 学科長  堀之内 貴 一 

 

スポーツ鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-18-1 
学生相談に関する体制

を整備しているか。 

専任カウンセラーの配

置等相談に関する組織

体制を整備しているか。 

3 

スクールカウンセラー

を配置している。 
なし なし 

カウンセリング集計 

相談室の設置など相談

に関する環境整備を行

っているか。 

個室による面談を行っ

ている。 
なし なし 

学生に対して、相談室の

利用に関する案内を行

っているか。 

学内掲示を行ってい

る。 
案内の拡大 学科担任からも定期的

に案内する。 

相談記録を適切に保存

しているか。 

担任との面談記録は学

科内で保蔵している。 
スクールカウンセラー

との面談記録は学科外

にて保管している。 

記録内容の把握 必要な事項に関しての

担任とスクールカウン

セラー間で情報を共有

する。 

関連医療機関等との連

携はあるか。 

連携できていない。 医療機関との連携 連携体制をはかる。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  馬男木   亨 

 

理学療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-18-1 
学生相談に関する体制

を整備しているか。 

専任カウンセラーの配

置等相談に関する組織

体制を整備しているか。 

3 

学校専任でのカウンセ

ラーの配置を行ってい

る 

なし なし 

カウンセリング集計 相談室の設置など相談

に関する環境整備を行

っているか。 

個室による面談を行っ

ている 
なし なし 

学生に対して、相談室の

利用に関する案内を行

学内掲示を行ってい

る。また学科担任から

なし なし 
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っているか。 の案内も行っている 
相談記録を適切に保存

しているか。 

面談記録は学科外にて

保管している 
記録内容の把握 担任とスクールカウン

セラーの情報共有 
関連医療機関等との連

携はあるか。 

学生の主治医の診断書

をもって情報共有を行

っている 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長 永 野   忍 

 

作業療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-18-1 
学生相談に関する体制

を整備しているか。 

専任カウンセラーの配

置等相談に関する組織

体制を整備しているか。 

4 

整備している。 特になし 特になし 

カウンセリング集計 

相談室の設置など相談

に関する環境整備を行

っているか。 

行っている。 特になし 特になし 

学生に対して、相談室の

利用に関する案内を行

っているか。 

行っている。 特になし 特になし 

相談記録を適切に保存

しているか。 

保存している。 特になし 特になし 

関連医療機関等との連

携はあるか。 

主治医への連絡や情報

提供書にて情報共有を

行っている。 

特になし 特になし 
 

 記載責任者 職・氏名 学科長  笠 木 理 江 

 

看護学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-18-1 
学生相談に関する体制

を整備しているか。 

専任カウンセラーの配

置等相談に関する組織

体制を整備しているか。 3 

専任カウンセラーを設

置している。 
タイムリーな対応 カウンセラーの増員 

カウンセリング集計 
相談室の設置など相談

に関する環境整備を行

面談室等を使用し、行

っている。 
面談室等確実を確実に

使用できる 
面談室等の増室 
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っているか。 

学生に対して、相談室の

利用に関する案内を行

っているか。 

掲示板等を利用し行っ

ている。 
なし なし 

相談記録を適切に保存

しているか。 

学科で保存している。 なし なし 

関連医療機関等との連

携はあるか。 

学生の状況によって

は、連携している。 
なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  小 山 京 子 

 

歯科衛生学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-18-1 
学生相談に関する体制

を整備しているか。 

専任カウンセラーの配

置等相談に関する組織

体制を整備しているか。 

3 

学校専任でのカウンセ

ラーの配置を行ってい

る。 

学生が活用するに至っ

ていない。 
 

学生が気軽に利用でき

るよう教員から働きか

ける。 

カウンセリング集計 

相談室の設置など相談

に関する環境整備を行

っているか。 

学科フロアに設置して

いる。 
 

なし。 なし。 

学生に対して、相談室の

利用に関する案内を行

っているか。 

行っている。 なし。 なし。 

相談記録を適切に保存

しているか。 

学科で保管している なし。 
 

なし。 

関連医療機関等との連

携はあるか。 

附属クリニックと連携

している。 
なし。 なし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  中 島 紀 子 

 

生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-18-1 
学生相談に関する体制

を整備しているか。 

専任カウンセラーの配

置等相談に関する組織

体制を整備しているか。 
3 

学生相談室が設置され

カウンセラーの配置が

ある。カウンセラーへ

の相談について学生に

特になし。 特になし。 
学生指導記録 
カウンセリング集計 
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案内を行っている。 
相談室の設置など相談

に関する環境整備を行

っているか。 

相談室を設置し、環境

整備を行っている。 
相談室の設置場所が離

れた校舎にあって利便

性に欠ける。 

学科内で対応できる相

談には学科で応じ、よ

り専門性が求められる

相談については関連機

関に委ねる。 
学生に対して、相談室の

利用に関する案内を行

っているか。 

学内数か所に相談室の

案内を掲示し、相談事

に対するカウンセラー

の利用を促している。 

特になし。 特になし。 

相談記録を適切に保存

しているか。 

適切に保存している。 特になし。 特になし。 

関連医療機関等との連

携はあるか。 

学校附属診療所と連携

できている。 
特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 副校長（学科長兼任）味 村 吉 浩 

 

アスレティックリハビリテーション・スポーツトレーナー学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-18-1 
学生相談に関する体制

を整備しているか。 

専任カウンセラーの配

置等相談に関する組織

体制を整備しているか。 

2 

学生専任カウンセラー

を配置している。 
特になし。 特になし。 

カウンセリング集計 

相談室の設置など相談

に関する環境整備を行

っているか。 

明確な相談室がない。 ゆっくりとカウンセラ

ーと話ができる部屋が

ない。 

相談室の早急な設置が

望ましい。 

学生に対して、相談室の

利用に関する案内を行

っているか。 

掲示板などで案内は実

施している。 
学生相談に関する学生

の認知度が低い。 
学生との面談などで、

学生相談の紹介をして

いく。 
相談記録を適切に保存

しているか。 

相談記録はカウンセラ

ーが保存している。 
カウンセラーとの情報

共有が必要である。 
情報共有の場を設けて

いく。 
関連医療機関等との連

携はあるか。 

関連医療機関等との連

携はないと考える。 
カウンセラーとの情報

共有が必要である。 
情報共有の場を設けて

いく。 
 記載責任者 職・氏名 学科長  寺 本 敦 司 
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整体セラピスト学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-18-1 
学生相談に関する体制

を整備しているか。 

専任カウンセラーの配

置等相談に関する組織

体制を整備しているか。 

4 

整備している 特になし 特になし 

カウンセリング集計 

相談室の設置など相談

に関する環境整備を行

っているか。 

整備している 特になし 特になし 

学生に対して、相談室の

利用に関する案内を行

っているか。 

行っている 特になし 特になし 

相談記録を適切に保存

しているか。 

保存している 特になし 特になし 

関連医療機関等との連

携はあるか。 

特になし 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  蓑 田 のり子 

 

日本語学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-18-1 
学生相談に関する体制

を整備しているか。 

専任カウンセラーの配

置等相談に関する組織

体制を整備しているか。 

3 

専任カウンセラーでは

ないが担任が主にその

役割を担っている 

なし なし 

カウンセリング集計 

相談室の設置など相談

に関する環境整備を行

っているか。 

特にしていない なし なし 

学生に対して、相談室の

利用に関する案内を行

っているか。 

該当しない なし なし 

相談記録を適切に保存

しているか。 

該当しない なし なし 

関連医療機関等との連

携はあるか。 

特になし なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  髙 野 徳 一 
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ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-18-1 
学生相談に関する体制

を整備しているか。 

専任カウンセラーの配

置等相談に関する組織

体制を整備しているか。 

3 

整備している。 学校カウンセラーへの

相談に至っていない。 
学校カウンセラーへの

相談が可能である旨の

告知。 

学生カルテ 

相談室の設置など相談

に関する環境整備を行

っているか。 

環境整備がなされてい

る。 
特になし。 特になし。 

学生に対して、相談室の

利用に関する案内を行

っているか。 

行っている。 特になし。 特になし。 

相談記録を適切に保存

しているか。 

学生個別のカルテにお

いて保存している。 
特になし。 特になし。 

関連医療機関等との連

携はあるか。 

連携体制にある。 特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長補佐  久 保 佑 生 

 

 

５－18－２ 

 

生涯スポーツトレーナー介護福祉学科（留学生が在学する学科のみ） 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-18-2 
留学生に対する相談体

制を整備しているか。 

留学生の相談等に対応

する担当の教職員を配

置しているか。 

4 

海外事業部及びキャリ

アサポートセンターを

配置している。 
 
(就職・アルバイト・県

修学資金)、担任教員で

相談に対応している。 

留学生特有のさまざま

な相談について分析を

必要とする。 

情報の共有を行う。 

学生指導記録 
入国管理局提出書類

(写) 

留学生に対して在籍管

理等生活指導を適切に

担任制を取っており、

担任と海外事業部との

留学生特有の生活指導

事例。 
オーバーワークについ

て説明を行う。該当し
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行っているか。 連携を図って生活指導

を行っている。 
そうな学生の把握と対

応。 
留学生に対し、就職・進

学等卒業後の進路に関

する指導・支援を適切に

行っているか。 

介護福祉士職への就職

に関する指導・支援を

適切に行っている。 

学費の問題で、施設奨

学金を借りている学生

は、就職先の選択が限

られている。 

学費の問題について

は、解決が困難である。 

留学生に関する指導記
録を適切に保存してい
るか。 

指導記録は適切に保存

している。 
特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 副校長（学科長兼任）味 村 吉 浩 

 

日本語学科（留学生が在学する学科のみ） 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-18-2 
留学生に対する相談体

制を整備しているか。 

留学生の相談等に対応

する担当の教職員を配

置しているか。 

3 

教員と海外事業部で対

応している 
なし なし 

 

留学生に対して在籍管

理等生活指導を適切に

行っているか。 

教員、海外事業部で行

っている 
なし なし 

留学生に対し、就職・進

学等卒業後の進路に関

する指導・支援を適切に

行っているか。 

教員、海外事業部、キャ

リアサポートで行って

いる 

留学生の進路が多様化

しているのでその対応 
最新の情報を共有しな

がら学生の進路指導に

反映する 

留学生に関する指導記
録を適切に保存してい
るか。 

報告シート等で行って

いる 
なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  髙 野 徳 一 

 

ホスピタリティ・コンシェルジュ学科（留学生が在学する学科のみ） 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-18-2 
留学生に対する相談体

制を整備しているか。 

留学生の相談等に対応

する担当の教職員を配

置しているか。 

4 
海外事業部を配置して

いる。 
特になし。 特になし。 学生カルテ 

求人票 
キャリアサポートシー
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留学生に対して在籍管

理等生活指導を適切に

行っているか。 

在籍管理のほか、生活

指導を行っている。 
特になし。 特になし。 ト 

留学生に対し、就職・進

学等卒業後の進路に関

する指導・支援を適切に

行っているか。 

キャリアサポートセン

ター、海外事業部およ

び学科が連携して指

導・支援を行っている。 

特になし。 特になし。 

留学生に関する指導記
録を適切に保存してい
るか。 

学生個別にカルテを設

けている。 
特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長補佐  久 保 佑 生 

 

 

５－19 学生生活 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-19-1 
学生の経済的側面に対

する支援体制を整備し

ているか。 

学校独自の奨学金制度

を整備しているか。 

3 

学校法人国際学園奨学

金制度を導入 
特になし。 特になし。 

学生募集要項 
学生便覧 
入学金減免規程 
在校生の入学金減免制

度規程 

学費の減免、分割納付制

度を整備しているか。 

入学試験の種類により

授業料減免制度を実施

している。 

特になし。 特になし。 

大規模災害発生時およ

び家計急変時に対応す

る支援制度を整備して

いるか。 

学校独自では行ってい

ないが、日本学生支援

機構支援制度の案内を

行っている。 

学生全員への周知。 学生掲示板以外の周知

方法も検討する。 

全ての経済的支援制度

の利用について学生・保

護者に情報提供してい

るか。 

公的機関及びその他支

援制度については、随

時情報提供を行ってい

る。 

学生全員への周知。 学生掲示板以外の周知

方法も検討する。 

公的支援制度も含めた

経済的支援制度に関す

る相談に適切に対応し

ているか。 

相談については随時、

面談・申請含め対応し

ている。 

特になし。 特になし。 

全ての経済的支援制度 把握している。 特になし。 特になし。 
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の利用について実績を

把握しているか。 

 記載責任者 職・氏名 学生部長  石 井 勇 一 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-19-2 
学生の健康管理を行う

体制を整備しているか。 

学校保健計画を定めて

いるか。 

4 

整えている。 特になし。 特になし。 

学生便覧 
健康管理規程 

学校医を選任している

か。 

選任している。 特になし。 特になし。 

保健室を整備し専門職

員を配置しているか。 

設置している。 特になし。 特になし。 

定期健康診断を実施し

て記録を保存している

か。 

実施し、記録の保存も

行っている。 
特になし。 特になし。 

有所見者の再健診につ

いて適切に対応してい

るか。 

再診者に対して再受診

案内通知書を送付し、

適切に対応している。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 学生部長  石 井 勇 一 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-19-3 
学生寮の設置などの生

活環境支援体制を整備

しているか。 

遠隔地から就学する学

生のための寮を整備し

ているか。 

4 

学校指定寮を設置して

いる。 
特になし。 特になし。 

 
学生寮の管理体制、委託

業務、生活指導体制等は

明確になっているか。 

明確になっている。 特になし。 特になし。 

学生寮の数、利用人員、

充足状況は明確になっ

ているか。 

委託業者にて明確にな

っている。 
特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 学生部長  石 井 勇 一 
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小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-19-4 
課外活動に対する支援

体制を整備しているか。 

クラブ活動等の団体の

活動状況を把握してい

るか。 

4 

把握している。 特になし。 特になし。 

各種大会要項 
大会記録 

大会への引率、補助金の

交付など具体的な支援

を行っているか。 

例年引率および補助金

交付を行っているが、

今年度は新型コロナウ

イルスの影響によって

実績はない。 

特になし。 引き続き支援を行う。 

大会成績など実績を把

握しているか。 

例年把握しているが、

今年度は新型コロナウ

イルスの影響によって

実績はない。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 副校長  味 村 吉 浩 

 

 

５－19 学生生活 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

経済的支援体制として、学費の延納や分割後納制度、学校法人奨学金制度を設

けている。健康診断は年 1 回実施。学生寮は入寮希望者に対して戸数が不足し

ているが、年度によって入寮希望者数に変動があるため、入寮できない学生に

対しては賃貸物件の紹介にとどめている。 

いずれの校舎においても看護師免許を持つ教員を配置し、急病人に対する対応

に備えている。 

 

 記載責任者 職・氏名 副校長  味 村 吉 浩 

 

５－20 保護者との連携 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 
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5-20-1 
保護者との連携体制を

構築しているか。 

保護者会の開催等、学校

の教育活動に関する情

報提供を適切に行って

いるか。 

4 

未成年者が在学する学

科を主に開催してい

る。 

未成年者が在学する学

科でも開催していない

ところがある。 

保護者会を開催できて

いない学科については

文書の配付等によって

教育活動の提供を行

う。 

個別面談記録 
学籍簿 
動態表 

個別面談等の機会を保

護者に提供し、面談記録

を適切に保存している

か。 

保護者からの求めに応

じて随時面談を実施し

て、記録を保存してい

る。 

全ての学生の保護者に

個別面談等を行う場所

および時間がない。 

保護者が個別面談の機

会を希望するか調査を

行う。 

学力不足、心理面等の問

題解決にあたって、保護

者と適切に連携してい

るか。 

適宜、担任から保護者

等に対して連絡を行っ

ている。 

特になし。 特になし。 

緊急時の連絡体制を確

保しているか。 

確保している。 特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 副校長  味 村 吉 浩 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

保護者会等の開催は、一部の学科においてしか行えていない。学生が未成年者

の場合は、学業や心理面等の問題解決のために担任が適宜保護者に連絡を行い、

連携を密になるよう心がけている。 

とりわけ今年度は新型コロナウイルス感染拡大に伴い、保護者会の開催につい

ては見合わせ、文書配付による情報の伝達や、保護者からの連絡に対して個別

に応じた。 

 

 記載責任者 職・氏名 副校長  味 村 吉 浩 

 

 

５－21 卒業生・社会人 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-21-1 
卒業生への支援体制を

整備しているか。 

同窓会組織を組織し、活

動状況を把握している

か。 

4 
同窓会を組織して、活

動に直接関わってい

る。 

特になし。 特になし。 
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再就職、キャリアアップ

等について卒後の相談

に適切に対応している

か。 

相談の申し出がある都

度対応している。 
特になし。 特になし。 

卒後のキャリアアップ

のための講座等を開講

しているか。 

開講している。 特になし。 特になし。 

卒後の研究活動に対す

る支援を行っているか。 

卒業生から情報提供や

求めがあった場合に支

援を行っている。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 副校長  味 村 吉 浩 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-21-2 
産学連携による卒後の

再教育プログラムの開

発・実施に取り組んでい

るか。 

関連業界・職能団体等と

再教育プログラムにつ

いて共同開発等を行っ

ているか。 2 

行っていない。 関連業界・職能団体等

との間で再教育プログ

ラムにかかる共同開発

等を行う機会に恵まれ

ていない。 

検討課題とする。 

 

学会・研究会活動におい

て、関連業界等と連携・

協力を行っているか。 

研究会活動の会場提供

等の協力を行ってい

る。 

さらなる連携・協力体

制を図る。 
検討課題とする。 

 記載責任者 職・氏名 副校長  味 村 吉 浩 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

5-21-3 
社会人のニーズを踏ま

えた教育環境を整備し

ているか。 

社会人経験者の入学に

際し、入学前の履修に関

する取扱いを学則等に

定め、適切に認定してい

るか。 
3 

既修得単位認定制度に

ついて入学前に告知し

て、規程に基づいて認

定している。 

特になし。 特になし。 

学則 
学生便覧 
既修得単位認定制度の

しおり 
社会人学生に配慮し、長

期履修制度等を導入し

ているか。 

特に社会人学生に配慮

した履修制度は設けて

いない。 

社会人学生も、社会人

ではない学生と同じ条

件で履修を課してい

る。 

特に社会人学生に配慮

した履修制度を設ける

予定はない。 

図書室、実習室等の利用 特に社会人学生に配慮 特になし。 特になし。 
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において、社会人学生に

対し配慮しているか。 

した利用制度を設けて

いない。 
社会人学生等に対し、就

職等進路相談において

個別面談を実施してい

るか。 

社会人学生に限らず、

就職等の進路相談は随

時実施している。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 副校長  味 村 吉 浩 

 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

同窓会には学校教職員も携わって運営しているが、活動そのものがやや活発で

はない。また、学科によっては社会人学生が在学しているが、社会人であること

を理由に特に配慮を行わず、社会人ではない学生と同じ環境のもとで就学させ

ている。 

 

 

 記載責任者 職・氏名 副校長  味 村 吉 浩 

 

 

基準６ 教育環境【平均評定：３．３】 

総括と課題 今後の改善策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

教育施設・設備・教育用具等は法令に基づいて整備

を図っている。校外実習・インターンシップ等につ

いては、企業等との間で事業連携協定を締結して実

施している。 

特になし  

 

 記載責任者 職・氏名 副校長  味 村 吉 浩 



174 

 

 

６－22 施設・設備等 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

6-22-1 
教育上の必要性に十分

対応した施設・設備・教

育用具を整備している

か。 

施設・設備・機器類等は

設置基準、関係法令に適

合し、かつ、充実してい

るか。 

3 

設置基準・関係法令に

も適合している。 
今後、老朽化なども有

るので、不適合になら

ない様に整備してい

く。 

優先順位を付け、計画

的に行っていく。 

図書室運用規程 
図書室の利用について

文書 
図書室貸出手順文書 

図書室、実習室など、学

生の学習支援のための

施設を整備しているか。 

図書室蔵書の貸出や実

習室等も整備してい

る。 

密にならない座席数確

保が必要。 
配置の工夫などで座席

数を確保する。 

図書室の図書は専門分

野に応じ充実している

か。 

学生・教員の要望を取

り入れ書籍購入を行っ

ている。 

特になし。 特になし。 

学生の休憩・食事のため

のスペースを確保して

いるか。 

3F～8F 各フロアに学

生控室を設けている。 
特になし。 特になし。 

施設・設備のバリアフリ

ー化に取り組んでいる

か。 

エレベーターを含む全

館バリアフリー化とな

っている。1F に多目的

トイレを設置してい

る。 

特になし。 特になし。 

手洗い設備など学校施

設内の衛生管理を徹底

しているか。 

手洗い設備には、手洗

い石鹸を設置してい

る。清掃作業も委託業

者が毎日行っている。 

特になし。 特になし。 

卒業生に施設・設備を提

供しているか。 

利用申請者には使用許

可している。 
特になし。 特になし。 

施設・設備等の日常点

検、定期点検、補修等に

ついて適切に対応して

いるか。 

職員や委託業者によっ

て対応している。 
特になし。 特になし。 

施設の改築・改修、設備 施設管理者にて回収、 特になし。 特になし。 
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の更新の計画を策定し、

適切に実施しているか。 

更新など順次対応して

いる。 
 記載責任者 職・氏名 学生部長  石 井 勇 一 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

現在、施設・設備は設置基準、関係法令に適合して運営しているが、今後、施設・

設備の経年劣化による補修・更新などが発生すると思うので、適合するように

整備を行っていく。 

特になし。 

 

 記載責任者 職・氏名 学生部長  石 井 勇 一 

 

 

６－23 学外実習・インターンシップ等 

 

柔道整復学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

6-23-1 
学外実習、インターンシ

ップ、海外研修等の実施

体制を整備しているか。 

学外実習等について、異

議や教育課程上の位置

づけを明確にしている

か。 

4 

臨床実習指導要綱にお

いて明確にしている。 
特になし 特になし 

 

学外実習等について、実

施要綱・マニュアルを整

備し、適切に運用してい

るか。 

実習指導者会議や実習

事前教育で適切に整備

運用されている。 

特になし 特になし 

関連業界等との連携に

よる企業研修等を実施

しているか。 

臨床実習指導者会議や

講習会で意見交換を行

っている。 

特になし 特になし 

学外実習について、成績

評価基準を明確にして

いるか。 

ガイドラインに従い準

備している。 
まだ見えていない。 特になし 
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学外実習について実習

機関の指導者との連絡・

協議の機会を確保して

いるか。 

臨床実習指導者会議等

で実施している。 
まだ見えていない。 特になし 

学外実習の教育効果に

ついて確認しているか。 

社会性を身につける、

職業について理解を深

める点で大いに効果を

確認できている。 

これから上がってくる

であろう。 
特になし 

学校行事の運営等に学

生を積極的に参画させ

ているか。 

学生主体となって参画

させている。 
夜間部の学生は昼間に

行われる行事への参加

が難しい。 

特になし 

卒業生・保護者・関連業

界等、また、学生の就職

先に行事の案内をして

いるか。 

関連団体からの情報発

信は行っている。 
学校と関わりのない団

体先への情報発信はま

だできていない。 

企業説明会や zoom な

どの活用で交流の継続 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

スポーツ柔整学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

6-23-1 
学外実習、インターンシ

ップ、海外研修等の実施

体制を整備しているか。 

学外実習等について、異

議や教育課程上の位置

づけを明確にしている

か。 

4 

臨床実習指導要綱にお

いて明確にしている。 
特になし 特になし 

 

学外実習等について、実

施要綱・マニュアルを整

備し、適切に運用してい

るか。 

実習指導者会議や実習

事前教育で適切に整備

運用されている。 

特になし 特になし 

関連業界等との連携に

よる企業研修等を実施

しているか。 

臨床実習指導者会議や

講習会で意見交換を行

っている。 

特になし 特になし 

学外実習について、成績

評価基準を明確にして

いるか。 

ガイドラインに従い準

備している。 
まだ見えていない。 特になし 

学外実習について実習

機関の指導者との連絡・

臨床実習指導者会議等

で実施している。 
まだ見えていない。 特になし 
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協議の機会を確保して

いるか。 

学外実習の教育効果に

ついて確認しているか。 

社会性を身につける、

職業について理解を深

める点で大いに効果を

確認できている。 

これから上がってくる

であろう。 
特になし 

学校行事の運営等に学

生を積極的に参画させ

ているか。 

学生主体となって参画

させている。 
夜間部の学生は昼間に

行われる行事への参加

が難しい。 

特になし 

卒業生・保護者・関連業

界等、また、学生の就職

先に行事の案内をして

いるか。 

関連団体からの情報発

信は行っている。 
学校と関わりのない団

体先への情報発信はま

だできていない。 

企業説明会や zoom な

どの活用で交流の継続 

 記載責任者 職・氏名 学科長  社   由 洋 

 

鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

6-23-1 
学外実習、インターンシ

ップ、海外研修等の実施

体制を整備しているか。 

学外実習等について、異

議や教育課程上の位置

づけを明確にしている

か。 

1 

学外実習を実施してい

ない。 
学外実習等の実施 学外実習等の実施の検

討 

 

学外実習等について、実

施要綱・マニュアルを整

備し、適切に運用してい

るか。 

学外実習を実施してい

ない。 
学外実習等の実施 学外実習等の実施の検

討 

関連業界等との連携に

よる企業研修等を実施

しているか。 

企業の方に来校頂いて

はいるが企業に出向い

ての研修は実施してい

ない。 

企業研修等の実施 企業研修等の実施の検

討 

学外実習について、成績

評価基準を明確にして

いるか。 

学外実習を実施してい

ない。 
なし なし 

学外実習について実習

機関の指導者との連絡・

協議の機会を確保して

学外実習を実施してい

ない。 
なし なし 
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いるか。 

学外実習の教育効果に

ついて確認しているか。 

学外実習を実施してい

ない。 
なし なし 

学校行事の運営等に学

生を積極的に参画させ

ているか。 

今年度は行事等ができ

なかったが基本的には

行事に参加させてい

る。 

なし なし 

卒業生・保護者・関連業

界等、また、学生の就職

先に行事の案内をして

いるか。 

ホームページ等で案内

はしている。 
案内方法の充実 案内方法の検討 

 記載責任者 職・氏名 学科長  堀之内 貴 一 

 

スポーツ鍼灸学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

6-23-1 
学外実習、インターンシ

ップ、海外研修等の実施

体制を整備しているか。 

学外実習等について、異

議や教育課程上の位置

づけを明確にしている

か。 

1 

学外実習を実施してい

ない。 
学外実習等の実施 学外実習、インターン

シップ等の実施を検討

する。 

 

学外実習等について、実

施要綱・マニュアルを整

備し、適切に運用してい

るか。 

学外実習を実施してい

ない。 
実施要項及びマニュア

ルの整備 
実施要項及びマニュア

ルの整備を検討する。 

関連業界等との連携に

よる企業研修等を実施

しているか。 

企業研修等を実施して

いない。 
企業研修等の実施 関連業界等との連携に

よる企業研修等を実施

するかを検討する。 
学外実習について、成績

評価基準を明確にして

いるか。 

学外実習を実施してい

ない。 
成績評価の明確化 成績評価を明確化する

かを検討する。 

学外実習について実習

機関の指導者との連絡・

協議の機会を確保して

いるか。 

学外実習を実施してい

ない。 
実習機関の確保 実習機関を確保するか

を検討する。 

学外実習の教育効果に

ついて確認しているか。 

学外実習を実施してい

ない。 
なし なし 
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学校行事の運営等に学

生を積極的に参画させ

ているか。 

今年度はコロナの影響

で学校行事が中止とな

っているが、例年は積

極的に参加させてい

る。 

なし なし 

卒業生・保護者・関連業

界等、また、学生の就職

先に行事の案内をして

いるか。 

ホームページ等で案内

するものもある。 
案内方法の充実化 案内方法を検討する。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  馬男木   亨 

 

理学療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

6-23-1 
学外実習、インターンシ

ップ、海外研修等の実施

体制を整備しているか。 

学外実習等について、異

議や教育課程上の位置

づけを明確にしている

か。 

4 

臨床実習指導要綱に明

記している。 
なし なし 

臨床実習指導要綱 

学外実習等について、実

施要綱・マニュアルを整

備し、適切に運用してい

るか。 

臨床実習指導要綱に明

記している。 
なし なし 

関連業界等との連携に

よる企業研修等を実施

しているか。 

臨床実習指導者との打

ち合わせ会議の前に研

修的位置づけで意見交

換など行っている 

なし なし 

学外実習について、成績

評価基準を明確にして

いるか。 

評価基準を明確にして

学生や指導者へ伝えて

いる。また臨床実習指

導要綱に明記してい

る。 

なし なし 

学外実習について実習

機関の指導者との連絡・

協議の機会を確保して

いるか。 

臨床実習指導者との打

ち合わせ会議を臨床実

習の時期に合わせて実

施している。 

なし なし 

学外実習の教育効果に 臨床実習後に会議を実 なし なし 
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ついて確認しているか。 施し、確認している。 
学校行事の運営等に学

生を積極的に参画させ

ているか。 

学生主体にて学園祭に

参画させている。 
なし なし 

卒業生・保護者・関連業

界等、また、学生の就職

先に行事の案内をして

いるか。 

行事の案内を学科単独

ではなく、学校から行

っている 

なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  永 野   忍 

 

作業療法学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

6-23-1 
学外実習、インターンシ

ップ、海外研修等の実施

体制を整備しているか。 

学外実習等について、異

議や教育課程上の位置

づけを明確にしている

か。 

4 

臨床実習指導要綱にて

明確にしている。 
特になし 特になし 

 

学外実習等について、実

施要綱・マニュアルを整

備し、適切に運用してい

るか。 

臨床実習指導要綱を作

成し、運用している。 
特になし 特になし 

関連業界等との連携に

よる企業研修等を実施

しているか。 

臨床実習指導者会議に

おいて情報交換や研修

を行う。 

特になし 特になし 

学外実習について、成績

評価基準を明確にして

いるか。 

成績評価基準について

明確にし、学生や臨床

実習指導者に説明して

いる。 

特になし 特になし 

学外実習について実習

機関の指導者との連絡・

協議の機会を確保して

いるか。 

臨床実習指導者会議や

定期的な連絡の機会を

確保している。 

特になし 特になし 

学外実習の教育効果に

ついて確認しているか。 

行っている。 特になし 特になし 

学校行事の運営等に学 行っている。 特になし 特になし 
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生を積極的に参画させ

ているか。 

卒業生・保護者・関連業

界等、また、学生の就職

先に行事の案内をして

いるか。 

行っている。 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  笠 木 理 江 

 

看護学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

6-23-1 
学外実習、インターンシ

ップ、海外研修等の実施

体制を整備しているか。 

学外実習等について、異

議や教育課程上の位置

づけを明確にしている

か。 

3 

明確にしている。 なし なし 

 

学外実習等について、実

施要綱・マニュアルを整

備し、適切に運用してい

るか。 

実習要綱・指導要綱等

を整備し、適切に運用

している。 

なし なし 

関連業界等との連携に

よる企業研修等を実施

しているか。 

病院、施設等より関連

した研修について、ご

案内を頂き、できるだ

け、参加・出席するよう

にしている。 

なし なし 

学外実習について、成績

評価基準を明確にして

いるか。 

実習評価表を作成し、

基準を明確にしてい

る。 

なし なし 

学外実習について実習

機関の指導者との連絡・

協議の機会を確保して

いるか。 

確保している。 なし なし 

学外実習の教育効果に

ついて確認しているか。 

確認している。 なし なし 

学校行事の運営等に学

生を積極的に参画させ

ているか。 

3 年生は年間ほぼ実習

であるが、1・2 年生は

学外実習がない時期の

全ての行事に対して、

全員参加させることが

むずかしい。 

行事の目的等を十分に

説明する。また、時間的

な調整を行う。 
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行事には、積極的に参

加させている。 
卒業生・保護者・関連業

界等、また、学生の就職

先に行事の案内をして

いるか。 

行事の案内をしてい

る。 
なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  小 山 京 子 

 

歯科衛生学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

6-23-1 
学外実習、インターンシ

ップ、海外研修等の実施

体制を整備しているか。 

学外実習等について、異

議や教育課程上の位置

づけを明確にしている

か。 

3 

臨床実習指導要綱を作

成し、明確にしている。 
年度毎に見直しが必

要。 
学科内で協議し、改訂

する。 

臨床実習指導要綱 

学外実習等について、実

施要綱・マニュアルを整

備し、適切に運用してい

るか。 

整備し、適切に運用し

ている。 
年度毎に見直しが必

要。 
学科内で協議し、改訂

する 

関連業界等との連携に

よる企業研修等を実施

しているか。 

関連企業に依頼し、各

学年でセミナー受講の

機会を設定している。 

なし。 なし。 

学外実習について、成績

評価基準を明確にして

いるか。 

明確にしている。 年度毎に見直しが必

要。 
学科内で協議し、改訂

する 

学外実習について実習

機関の指導者との連絡・

協議の機会を確保して

いるか。 

臨床実習指導者会議を

開催している。 
なし。 なし。 

学外実習の教育効果に

ついて確認しているか。 

施設訪問を行い学生の

様子を確認したうえ

で、担当指導者にも学

生の様子を聴取してい

る。さらに実習終了時

に担当指導者からの学

生評価をいただいてい

施設により指導体制に

偏りがある。 
臨床実習指導者会議の

中で指導基準を明確に

伝える。 
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る。 
学校行事の運営等に学

生を積極的に参画させ

ているか。 

学校行事は原則全員参

加としている。 
消極的な学生がいる。 主体的に取り組めるよ

うに指導する。 

卒業生・保護者・関連業

界等、また、学生の就職

先に行事の案内をして

いるか。 

学校から行っている。 なし。 なし。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  中 島 紀 子 

 

生涯スポーツトレーナー介護福祉学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

6-23-1 
学外実習、インターンシ

ップ、海外研修等の実施

体制を整備しているか。 

学外実習等について、意

義や教育課程上の位置

づけを明確にしている

か。 

3 

位置づけを明確にして

いる。 
実習の位置づけについ

て、留学生に理解力に

応じて、その都度の説

明が必要である。 

実習を行う意義につい

て特に留学生には理解

の確認を行う。 

 

学外実習等について、実

施要綱・マニュアルを整

備し、適切に運用してい

るか。 

実習の手引き、実施要

項、マニュアルを整備

し適切な運用をしてい

る。 

マニュアルの理解がで

きていない実習先があ

る。 

実習先への丁寧な説明

を行う。 

関連業界等との連携に

よる企業研修等を実施

しているか。 

コロナ禍ではあるがリ

モート参加で研修参加

が実施できている。 

リモート環境の整備が

いる。 
早急なリモート環境の

改善・整備を行う。 

学外実習について、成績

評価基準を明確にして

いるか。 

評価基準を明確にして

いる。 
評価基準について説明

の統一化がいる。 
評価基準が適切かの見

直しを行う必要があ

る。 
学外実習について実習

機関の指導者との連絡・

協議の機会を確保して

いるか。 

コロナ禍での中である

が指導者との連絡・協

議の機会は必ず確保し

ている。 

連携・協議の内容の統

一化がいる。 
実習担当教員からの実

習に関わる他教員のへ

の事前の研修を行う。 

学外実習の教育効果に

ついて確認しているか。 

授業の中で効果を反芻

する機会がある。 
確認を各科目で取り組

む。 
教育効果を意識した授

業展開を行う。 
学校行事の運営等に学

生を積極的に参画させ

ているか。 

コロナ禍での現状で出

来ていない。 
特になし。 特になし。 
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卒業生・保護者・関連業

界等、また、学生の就職

先に行事の案内をして

いるか。 

コロナ禍で行事企画が

なく案内ができていな

い。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 副校長（学科長兼任）味 村 吉 浩 

 

アスレティックリハビリテーション・スポーツトレーナー学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

6-23-1 
学外実習、インターンシ

ップ、海外研修等の実施

体制を整備しているか。 

学外実習等について、意

義や教育課程上の位置

づけを明確にしている

か。 

4 

資格取得に必要な実習

としてシラバスで明確

にしている。 

多方面での学外実習を

検討していく。 
実施目的を再検討して

いき、実習先を検討し

ていく。 

 

学外実習等について、実

施要綱・マニュアルを整

備し、適切に運用してい

るか。 

実施要綱・マニュアル

を整備し、学科教員間

で情報を共有してい

る。 

特になし。 特になし。 

関連業界等との連携に

よる企業研修等を実施

しているか。 

関連企業との連携が取

れていない状況であ

る。 

今後の社会情勢の改善

が求められる。 
幅広い企業との関係強

化を図っていく。 
 

学外実習について、成績

評価基準を明確にして

いるか。 

明確にしている。 特になし。 特になし。 

学外実習について実習

機関の指導者との連絡・

協議の機会を確保して

いるか。 

学外実習機関の指導者

と連絡・協議の機会を

確保している。 

特になし。 特になし。 

学外実習の教育効果に

ついて確認しているか。 

学外実習の活動を確認

しており、必要に応じ

て学生にフィードバッ

クを行っている。 

特になし。 特になし。 

学校行事の運営等に学

生を積極的に参画させ

ているか。 

学生らのリーダーが中

心となる、運営等に参

画している。 

グループの中に入り込

めない学生がいる。 
学生間のコミュニケー

ションを図れるようサ

ポートしていく。 
卒業生・保護者・関連業 本校 HP、Instagram な 特になし。 特になし。 
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界等、また、学生の就職

先に行事の案内をして

いるか。 

どで情報発信をしてい

る。 

 記載責任者 職・氏名 学科長  寺 本 敦 司 

 

整体セラピスト学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

6-23-1 
学外実習、インターンシ

ップ、海外研修等の実施

体制を整備しているか。 

学外実習等について、異

議や教育課程上の位置

づけを明確にしている

か。 

4 

明確にしている 特になし 特になし 

 

学外実習等について、実

施要綱・マニュアルを整

備し、適切に運用してい

るか。 

整備し運用している 改善事項がないか協議

する 
最善策を検討しマニュ

アル等を整備する 

関連業界等との連携に

よる企業研修等を実施

しているか。 

実施していない 特になし 特になし 

学外実習について、成績

評価基準を明確にして

いるか。 

明確にしている 特になし 特になし 

学外実習について実習

機関の指導者との連絡・

協議の機会を確保して

いるか。 

確保している 特になし 特になし 

学外実習の教育効果に

ついて確認しているか。 

評価表・振返りにて確

認している 
特になし 特になし 

学校行事の運営等に学

生を積極的に参画させ

ているか。 

今年度はコロナの影響

で学校行事は開催され

なかった 

特になし 特になし 

卒業生・保護者・関連業

界等、また、学生の就職

先に行事の案内をして

いるか。 

行事の案内は関連企業

にはしていない 
特になし 特になし 
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 記載責任者 職・氏名 学科長  蓑 田 のり子 

 

日本語学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

6-23-1 
学外実習、インターンシ

ップ、海外研修等の実施

体制を整備しているか。 

学外実習等について、異

議や教育課程上の位置

づけを明確にしている

か。 

3 

該当なし なし なし 

 

学外実習等について、実

施要綱・マニュアルを整

備し、適切に運用してい

るか。 

該当なし なし なし 

関連業界等との連携に

よる企業研修等を実施

しているか。 

該当なし なし なし 

学外実習について、成績

評価基準を明確にして

いるか。 

該当なし なし なし 

学外実習について実習

機関の指導者との連絡・

協議の機会を確保して

いるか。 

該当なし なし なし 

学外実習の教育効果に

ついて確認しているか。 

該当なし なし なし 

学校行事の運営等に学

生を積極的に参画させ

ているか。 

コロナで行事はなかっ

たが、基本一部の行事

のみ参加で、積極的に

参加させている 

なし なし 

卒業生・保護者・関連業

界等、また、学生の就職

先に行事の案内をして

いるか。 

該当なし なし なし 

 記載責任者 職・氏名 学科長  髙 野 徳 一 
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ホスピタリティ・コンシェルジュ学科 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

6-23-1 
学外実習、インターンシ

ップ、海外研修等の実施

体制を整備しているか。 

学外実習等について、異

議や教育課程上の位置

づけを明確にしている

か。 

3 

明確にしている。 特になし。 特になし。 

シラバス 
企業演習マニュアル 
学則 
学生便覧 
実習記録 
企業演習評価シート 

学外実習等について、実

施要綱・マニュアルを整

備し、適切に運用してい

るか。 

企業演習マニュアルを

整備して運用してい

る。 

特になし。 特になし。 

関連業界等との連携に

よる企業研修等を実施

しているか。 

関連業界等と連携して

企業演習を実施してい

る。 

特になし。 特になし。 

学外実習について、成績

評価基準を明確にして

いるか。 

成績評価基準を明確に

している。 
特になし。 特になし。 

学外実習について実習

機関の指導者との連絡・

協議の機会を確保して

いるか。 

実習先と連絡・協議の

機会を設けている。 
特になし。 特になし。 

学外実習の教育効果に

ついて確認しているか。 

企業演習評価シート、

実習記録等によって確

認している。 

特になし。 特になし。 

学校行事の運営等に学

生を積極的に参画させ

ているか。 

参画させている。 特になし。 特になし。 

卒業生・保護者・関連業

界等、また、学生の就職

先に行事の案内をして

いるか。 

保護者は主に国外にい

るため、卒業生のみに

案内している。 

関連業界や就職先にま

で案内するに至ってい

ない。 

関連業界や就職先に案

内することを検討す

る。 

 記載責任者 職・氏名 学科長補佐  久 保 佑 生 
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６－24 防災・安全管理 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

6-24-1 
防災に対する組織体制

を整備し、適切に運用し

ているか。 

学校防災に関する計画、 

消防計画や災害発生時

における具体的行動の

マニュアルを整備して

いるか。 

4 

消防計画・危機管理マ

ニュアルを作成してい

る。 

特になし 特になし 

 

施設・設備の耐震化に対

応しているか。 

現状、特に行っていな

い 
特になし 特になし 

消防設備等の整備およ

び保守点検は法令に基

づき行い、改善が必要な

場合は適切に対応して

いるか。防災（消防）訓

練を定期的に実施し、記

録を保存しているか。 

消防設備点検は消防計

画で報告している委託

業が適切に対応してい

る。消防訓練に関して

も、定期的に行い管轄

消防署へ報告し記録の

保存を行っている。 

特になし 特になし 

備品の転倒防止など安

全管理を徹底している

か。 

必要箇所については順

次改善している。 
特になし 特になし 

教職員・学生に防災研

修・教育を行っている

か。 

学生・教職員合同で消

防訓練・避難器具設置

場所の周知を行ってい

る。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学生部長  石 井 勇 一 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

6-24-2 
学内における安全管理

体制を整備し、適切に運

用しているか。 

学校安全計画を策定し

ているか。 

4 

警備会社に委託し防犯

カメラ・入館のセキュ

リティなど整備してい

る。事故などについて

も、対応マニュアルに

て運用している。 

学生の出入りも多く、

来客も有るので、不審

者の区別が分かりにく

い。 

現在、コロナ対策で出

入口の動線を分け片側

通行になっている。入

館者の管理が行いやす

いので継続していく。 

 学生の生命と学校財産

を加害者から守るため

の防犯体制を整備し、適

切に運用しているか。 



189 

授業中に発生した事故

等に関する対応マニュ

アルを作成し、適切に運

用しているか。 
薬品等の危険物の管理

において、定期的にチェ

ックを行うなど適切に

対応しているか。 
担当教員の明確化など

学外実習等の安全管理

体制を整備しているか。 

実習先での安全管理、 
指導については学科別

に対応している。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 学生部長  石 井 勇 一 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

防災については、消防計画に基づき適切に運用している。安全管理体制につい

ても、警察署や委託業者と連携して継続していく。 

特になし 

 

 記載責任者 職・氏名 学生部長  石 井 勇 一 

  

 

基準７ 学生の募集と受入れ【平均評定：４．０】 

総括と課題 今後の改善策 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学生募集は、規則に基づいた広報活動を行っている。

過去の実績もデータ管理を確実に行い、より良い広

報活動が出来る環境創りにも力を入れている。 

市場の変化に、より注力を行い活動する必要がある。

情報収集を常に行い、柔軟な対応を行う。 

オンラインや SNS での情報発信も今まで以上に 

力を入れて広報活動、情報発信を行う。 
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７－25 学生募集活動 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

7-25-1 
高等学校等接続する教

育機関に対する情報提

供に取り組んでいるか。 

高等学校における進学

説明会に参加し教育活

動等の情報提供を行っ

ているか。 

4 

率先した進学説明会へ

の参加を行っている。 
進学説明会が重なった

場合、参加が出来ない

事が多々ある。 

主要商圏を中心に効率

の良い活動を行う。 

 高等学校等の教職員に

対する入学説明会を実

施しているか。 

毎年 5 月に高校教員を

対象とした学校説明会

を実施している。 

中々集まれない事か

ら、直接の来校による

参加が減少。 

オンライン等のツール

を駆使していく必要が

ある。 
教員または保護者向け

の学校案内等を作成し

ているか。 

専用パンフレットを作

成している。毎年更新

も行っている。 

学費納入に関しての相

談が年々増加してい

る。 

独自の奨学金制度な

ど、検討が必要。 

 記載責任者 職・氏名 広報部長  大 庭 俊 輔 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

7-25-2 
学生募集活動を適切、か

つ、効果的に行っている

か。 

入学時期に照らし、適切

な時期に願書の受付を

開始しているか。 

4 

規定・要項通りの募集

活動を行っている。 
特になし。 特になし。 

 

専修学校団体が行う自

主規制に則した募集活

動を行っているか。 

規制に従っている。 特になし。 特になし。 

志願者等からの入学相

談に適切に対応してい

るか。 

対面・オンライン・電話

対応等、相手の要望に

応じて対応している。 

特になし。 特になし。 

学校案内等において、特

徴ある教育活動、学修成

果等について正確に分

かりやすく紹介してい

るか。 

紹介している。 特になし。 特になし。 

広報活動・学生募集活動

において、情報管理等の

チェック体制を整備し

ているか。 

整備している。 特になし。 特になし。 
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体験入学、オープンキャ

ンパスなどの実施にお

いて、多くの参加機会の

提供や実施内容の工夫

などを行っているか。 

年間の開催、実施内容

を常に発信している。

SNS 等も活用してい

る。 

特になし。 コロナ対策も踏まえ、

時間帯で密を防ぐスケ

ジュール作成に取り組

んでいる。 

志願者の状況に応じて

多様な試験・選考方法を

取り入れているか。 

取り入れている。 特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 広報部長  大 庭 俊 輔 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

これまでの実績を集約し、より効果的・効率の良い広報活動を行っている。また

市場の変化を把握して募集活動を行っている。 

コロナウイルスに関する対策も来校者に安心して頂ける環境づくりを継続して

行っていく。 

 

 記載責任者 職・氏名 広報部長  大 庭 俊 輔 

 

 

７－26 入学選考 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

7-26-1 
入学選考基準を明確化

し、適切に運用している

か。 

入学選考基準、方法は、

規程等で明確に定めて

いるか。 

4 

学則および入試規程に

定めている。 
特になし 特になし 

学則 
入試規程 
入試判定会議議事録 
学生募集要項 

入学選考等は、規程に基

づき適切に運用してい

るか。 

規程に基づく運用を行

っている。 
特になし 特になし 

入学選考の公平性を確

保するための合否判定

入試判定会議において

公平な合否判定を行っ

特になし 特になし 
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体制を整備しているか。 ている。 
 記載責任者 職・氏名 副校長  味 村 吉 浩 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

7-26-2 
入学選考に関する実績

を把握し、授業改善等に

活用しているか。 

学科ごとの合格率・辞退

率などの現況を示すデ

ータを蓄積し、適切に管

理しているか。 

4 

学科単位の合格および

辞退についてデータに

記録している。 

特になし。 特になし。 

入学願書 
入試判定会議資料 
学生募集要項 

学科ごとの入学者の傾

向について把握し、授業

方法の検討など適切に

対応しているか。 

学科単位の入学者の傾

向を分析し、学科にお

いて授業方法の検討を

進めている。 

特になし。 特になし。 

学科別応募者・入学者数

の予測数値を算出して

いるか。 

算出している。 学科によっては予測数

値と実際の数値との間

でかい離が見られる。 

定期的な予測数値の見

直し。 

財務等の計画数値と応

募者数の予測値との整

合性を図っているか。 

図っている。 特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 副校長  味 村 吉 浩 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

入学選考は選考基準に基づいて適切に行っている。学科ごとの合格率および辞

退率をデータ化して、授業方法の検討などに反映させるようにしている。 

特になし 

 

 記載責任者 職・氏名 副校長  味 村 吉 浩 

 

 

７－27 学納金 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 
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7-27-1 
経費内容に対応し、学納

金を算定しているか。 

学納金の算定内容、決定

の過程を明確にしてい

るか。 

4 

明確にしている。 特になし 特になし 

学生募集要項 学納金の水準を把握し

ているか。 
把握している。 特になし 特になし 

学納金等徴収する金額

はすべて明示している

か。 

学生募集要項において

明示している。 
特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 事務局長  西 田 真 紀 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

7-27-2 
入学辞退者に対し授業

料等について適切な取

扱いを行っているか。 

文部科学省通知の趣旨

に基づき、入学辞退者に

対する授業料の返還の

取扱いに対して、募集要

項等に明示し、適切に取

り扱っているか。 

4 

初年度納付金を納入後

に入学辞退の入学予定

者に対しては、学生募

集要項記載事項に基づ

いて入学金以外の学納

金は速やかに返済して

いる。特に問題となる

事案はなかった。 

現状で問題なし 現状で問題なし 

学生募集要項 

 記載責任者 職・氏名 学生部長  大 森 廣 喜 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

現状の方針で引き続き対応して行く。 

 

特になし 

 

 記載責任者 職・氏名 学生部長  大 森 廣 喜 
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基準８ 財務【平均評定：３．０】 

８－28 財務基盤 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

8-28-1 
学校および法人運営の

中長期的な財務基盤は

安定しているか。 

応募者数・入学者数およ

び定員充足率の推移を

把握しているか。 

3 

把握している。 特になし。 特になし。 

 

収入と支出のバランス

がとれているか。 
バランスが取れてい

る。 
入学生獲得。 募集の方法を工夫し、

学生獲得につなげる。 
貸借対照表の翌年度繰

越消費収入超過額がマ

イナスになっている場

合、それを解消する計画

を立てているか。 

立てている。 特になし。 経費の見直し。 

消費収支計算書の当年

度消費収入超過額がマ

イナスになっている場

合、その原因を正確に把

握しているか。 

把握している。 特になし。 特になし。 

設備投資が過大になっ

ていないか。 
なっていない。 特になし。 特になし。 

負債は返還可能の範囲

で妥当な数値となって

いるか。 

なっている。 特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 事務局長  西 田 真 紀 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

8-28-2 
学校および法人運営に

かかる主要な財務数値

に関する財務分析を行

最近 3 年間の収支状況

（消費収支・資金収支）

による財務分析を行っ

ているか。 

3 

コンサルタントも入れ

て行っている。 
特になし。 特になし。 

財務諸表 
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っているか。 最近 3 年間の財産目録・

貸借対照表の数値によ

る財務分析を行ってい

るか。 

コンサルタントも入れ

て行っている。 
特になし。 特になし。 

最近 3 年間の設置基準

等に定める負債関係の

割合推移データによる

償還計画を策定してい

るか。 

策定している。 特になし。 特になし。 

キャッシュフローの状

況を示すデータはある

か。 

ある。 特になし。 特になし。 

教育研究比率、人件費比

率は適切な数値になっ

ているか。 

なっている。 特になし。 特になし。 

コスト管理を適切に行

っているか。 

毎月会議等でコスト管

理を行っている。 
特になし。 特になし。 

収支の状況について自

己評価しているか。 

している。 特になし。 特になし。 

改善が必要な場合にお

いて、今後の財務改善計

画を策定しているか。 

策定している。 特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 事務局長  西 田 真 紀 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

各施設団体等に提出する必要があるものが多く、収支計算書や償還計画など、

一年中扱っていることが多い。財政基盤として、学生の確保が最重要課題だと

認識している。 

コロナ禍において資格取得を希望する学生が増え、学生募集状況は上向いてき

ている。 

 

 記載責任者 職・氏名 事務局長  西 田 真 紀 
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８－29 予算・収支計画 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

8-29-1 
教育目標との整合性を

図り、単年度予算、中期

計画を策定しているか。 

予算編成に際して、教育

目標、中期計画、事業計

画等と整合性を図って

いるか。 3 

整合性を図っている。 特になし。 特になし。 

 
予算の編成過程および

決算過程は明確になっ

ているか。 

明確になっている。 特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 事務局長  西 田 真 紀 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

8-29-2 
予算および計画に基づ

き適正に執行管理を行

っているか。 

予算の執行計画を策定

しているか。 

3 

毎月策定している。 特になし。 特になし。 

 

予算と決算に大きなか

い離を生じていないか。 

生じていない。 特になし。 特になし。 

予算過程が見込まれる

場合、適切に補正措置を

行っているか。 

行っている。 特になし。 特になし。 

予算規程、経理規程を整

備しているか。 

整備している。 特になし。 特になし。 

予算執行にあたってチ

ェック体制を整備する

など適切な会計処理を

行っているか。 

会計士も招集して毎月

行っている。 
特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 事務局長  西 田 真 紀 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

理事会を通して予算案の策定発表、また補正予算案等も発表し確認を試みてい

る。 
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 記載責任者 職・氏名 事務局長  西 田 真 紀 

 

 

８－30 監査 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

8-30-1 
私立学校法および寄附

行為に基づき適切に監

査を実施しているか。 

私立学校法および寄附

行為に基づき、適切に監

査を実施しているか。 

3 

実施している。 特になし。 特になし。 

 

監査報告書を作成し理

事会等に報告している

か。 

報告している。 特になし。 特になし。 

監事の監査に加えて、監

査法人による外部監査

を実施しているか。 

実施している。 特になし。 特になし。 

監査時における改善意

見について記録し、適切

に対応しているか。 

対応している。 特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 事務局長  西 田 真 紀 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

監事のほかに会計士も足を運び、定期的に状況報告と確認を行っている。  

 

 記載責任者 職・氏名 事務局長  西 田 真 紀 

 

 

８－31 財務情報の公開 
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小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

8-31-1 
私立学校法に基づく財

務情報公開体制を整備

し、適切に運用している

か。 

財務公開規程を整備し、

適切に運用しているか。 

3 

運用している。 特になし。 特になし。 

 

公開が義務づけられて

いる財務帳票、事業報告

書を作成しているか。 

作成している。 特になし。 特になし。 

財務公開の実績を記録

しているか。 

記録している。 特になし。 特になし。 

公開方法についてホー

ムページに掲載するな

ど積極的な公開に取り

組んでいるか。 

出来る限り取り組んで

いる。 
特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 事務局長  西 田 真 紀 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

今後も、情報公開について積極的な公開を心がけるとともに、適正な情報を公

開することを前提に作成していく。 
 

 

 記載責任者 職・氏名 事務局長  西 田 真 紀 

 

 

基準９ 法令等の遵守【平均評定：３．９】 

９－32 関係法令、設置基準等の遵守 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

9-32-1 
法令や専修学校設置基

準等を遵守し、適正な学

関係法令および設置基

準等に基づき、学校運営

を行うとともに、必要な

4 
関係法令に基づいて、

必要な諸届等を行って

いる。 

特になし 特になし ハラスメントマニュア

ル 
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校運営を行っているか。 諸届等を行っているか。 
学校運営に必要な規則・

規程等を整備し、適切に

運用しているか。 

適宜必要となる規則・

規程を策定整備し、こ

れに基づいた運用を行

っている。 

特になし 特になし 

セクシャルハラスメン

ト等の防止のための方

針を明確化し、対応マニ

ュアルを策定して適切

に運用しているか。 

ハラスメントマニュア

ルを策定し、これに基

づいた運用を行ってい

る。 

特になし 特なし 

教職員、学生に対し、コ

ンプライアンスに関す

る相談窓口を設置して

いるか。 

教務部に窓口を設置

し、適宜対応に当たっ

ている。 

特になし 特になし 

教職員、学生に対し、法

令遵守に関する研修・教

育を行っているか。 

教員に対しては教職員

会議の場で、学生に対

しては学科にて適宜研

修・教育を行っている。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 事務局長  西 田 真 紀 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

法令遵守を第一義に、規則・規程についても必要に応じて順次、整備を図ってい

る。規則・規程についてはさらに整備を図る必要がある。 
 

 

 記載責任者 職・氏名 事務局長  西 田 真 紀 

 

 

９－33 個人情報保護 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

9-33-1 個人情報保護に関する 4 規程に基づく運用を行 特になし 特になし 
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学校が保有する個人情

報保護に関する対策を

実施しているか。 

取扱方針・規程を定め、

適切に運用しているか。 
っている。 

個人情報保護方針 

研修会資料 

大量の個人データを蓄

積した電磁気録の取扱

いに関し、規程を定め、

適切に運用しているか。 

規程に基づく運用を行

っている。 
学校サーバーに対する

不正アクセスの危険。 
不正アクセス防止のさ

らなる強化。 

学校が開設したサイト

の運用にあたって、情報

漏洩等の防止策を講じ

ているか。 

サイト管理者において

情報漏洩防止策を講じ

ている。 

特になし 特になし 

教職員・学生に個人情報

管理に関する啓発およ

び教育を実施している

か。 

教職員には研修の機会

を設けるとともに、学

生には都度、啓発およ

び教育を行っている。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 副校長  味 村 吉 浩 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

個人情報の保護については規定に基づいて徹底した管理を行っているが、複数

サーバの存在が不正アクセスの侵入口を増やしている原因となっている。不正

アクセス防止のためのセキュリティは講じているが、進化する不正アクセスに

対するさらなるセキュリティ強化が必要と考えられる。 

経年劣化したサーバの交換を必要とする。 

 

 記載責任者 職・氏名 副校長  味 村 吉 浩 

 

 

９－34 学校評価 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

9-34-1 
自己評価の実施体制を

実施に関し、学則および

規程等を整備し実施し
4 自己評価の実施にかか

る規程等を整備して実

特になし。 特になし。 自己点検・自己評価に

関する規程 
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整備し、評価を行ってい

るか。 
ているか。 施している。 評価スケジュール 

自己評価報告書 
結果公表資料 

実施にかかる組織体制

を整備し、毎年度定期的

に全学で取り組んでい

るか。 

教務部主導のもと、毎

年度定期的に全学科、

全部署で取り組んでい

る。 

特になし。 特になし。 

評価結果に基づき、学校

改善に取り組んでいる

か。 

評価結果をもとに改善

に取り組んでいる。 
特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 副校長  味 村 吉 浩 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

9-34-2 
自己評価結果を公表し

ているか。 

評価結果を報告書に取

りまとめているか。 
4 

報告書を作成してい

る。 
特になし 特になし 

自己点検・自己評価報

告書 評価結果をホームペー

ジに掲載するなど広く

社会に公表しているか。 

ホームページ上に公表

している。 
特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 副校長  味 村 吉 浩 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

9-34-3 
学校関係者評価の実施

体制を整備し、評価を行

っているか。 

実施に関し、学則および

規程等を整備し実施し

ているか。 

3 

学校関係者評価に係る

規程を整備して実施し

ている。 

特になし。 特になし。 

学校関係者評価委員会

に関する規程 
学校関係者評価委員会

議事録 
結果公表資料 

実施のための組織体制

を整備しているか。 
学校関係者評価委員会

を組織している。 
特になし 特になし 

設置課程・学科の関連業

界等から委員を適切に

選任しているか。 

選任している。 各設置学科に関連した

業界等から委員が選任

されていない。 

各設置学科に関連した

業界等からの委員選

任。 
評価結果に基づく学校

改善に取り組んでいる

か。 

評価結果をもとに改善

に取り組んでいる。 
特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 副校長  味 村 吉 浩 
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小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

9-34-4 
学校関係者評価結果を

公表しているか。 

評価結果を報告書に取

りまとめているか。 
4 

報告書を作成してい

る。 
特になし 特になし 

学校関係者評価委員会

議事録 
学校関係者評価報告書 

評価結果をホームペー

ジに掲載するなど広く

社会に公表しているか。 

ホームページ上に公表

している。 
特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 副校長  味 村 吉 浩 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

自己評価および学校関係者評価がともにこれらに係る規程をもとに実施し、各

評価に対して見直しを図るとともに年々課題の改善に取り組んでいる。 

特になし 

 

 記載責任者 職・氏名 副校長  味 村 吉 浩 

 

 

９－35 教育情報の公開 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

9-35-1 
教育情報に関する情報

公開を積極的に行って

いるか。 

学校の概要、教育内容、

教職員等の教育情報を

積極的に公開している

か。 4 

学校ホームページや学

校案内を用いて公開し

ている。 

特になし 特になし 

学校ホームページ 
学校案内 

学生、保護者、関連業界

等広く社会に公開して

いるか。 

学校ホームページや学

校案内を用いて公開し

ている。 

特になし 特になし 

 記載責任者 職・氏名 副校長  味 村 吉 浩 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 
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学校の概要、教育内容、教職員の教育情報については学校ホームページ等を用

いて広く公開できている。今後、学校ホームページ等の閲覧者の側に立って、教

育情報についてより理解しやすいものへと改良することを心がけている。 

特になし 

 

 記載責任者 職・氏名 副校長  味 村 吉 浩 

 

 

基準 10 社会貢献・地域貢献【平均評定：３．３】 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

10-36-1 
学校の教育資源を活用

した社会貢献・地域貢献

を行っているか。 

産・学・行政・地域等と

の連携に関する方針・規

程等を整備しているか。 

2 

当該規程は整備されて

いない。 
当該規程の整備を図る

必要がある。 
当該規程の整備。 

学校施設貸与規程 

企業や行政と連携した

教育プログラムの開発、

共同研究の実績はある

か。 

実績がない。 教育プログラムの開発

や共同研究にかかる連

携要請がない。 

該当しない。 

国の機関からの委託研

究および雇用促進事業

について積極的に受託

しているか。 

受託していない。 雇用促進事業について

は本校の事情に合わせ

て受託している。 

引き続き同様の取扱い

とする。 

学校施設・設備等を地

域・関連業界・卒業生等

に開放しているか。 

関連業界から施設使用

にかかる申出を受けて

貸与している。 

特になし 特になし 

高等学校等が行うキャ

リア教育の実施に教員

を派遣するなど積極的

に協力・支援している

か。 

高等学校からの要請に

基づき教員を派遣して

いる。 

特になし 特になし 

学校の実習施設を活用

するなど高等学校の職

業教育の実施に協力・支

高等学校からの申出を

受託するかたちで職業

教育の実施に協力・支

特になし 特になし 
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援しているか。 援している。 
地域の受講者等を対象

とした「生涯学習講座」

を開講しているか。 

地域の受講者等を対象

とした講座は開講して

いない。 

特になし 特になし 

環境問題など重要な社

会問題の解決に貢献す

るための活動を行って

いるか。 

市の清掃活動等に参加

するなどして環境問題

の解決にかかわってい

る。 

特になし 特になし 

教職員・学生に対し、重

要な社会問題に対する

問題意識の醸成のため

の研修・教育に取り組ん

でいるか。 

特に取り組んでいな

い。 
教職員や学生が、重要

な社会問題に対する問

題意識の醸成のための

研修や教育に取り組む

必要がある。 

今後の検討課題とす

る。 

 記載責任者 職・氏名 副校長  味 村 吉 浩 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

10-36-2 
国際交流に取り組んで

いるか。 

海外の教育機関との国

際交流の推進に関する

方針を定めているか。 

4 

定めている。 特になし 特になし 

 

海外の教育機関と教職

員の人事交流・共同研究

等を行っているか。 

今後、人事交流を図る

予定である。 
特になし 特になし 

海外の教育機関と留学

生の受入れ、派遣、研修

の実施など交流を行っ

ているか。 

海外教育機関学生の研

修受入れにより交流を

図っている。 

特になし 特になし 

留学生の受入れのため、

学修成果、教育目標を明

確化し、体系的な教育課

程の編成に取り組んで

いるか。 

留学生を対象とした学

修成果、教育目標の明

確化、体系的な教育課

程の編成に取り組んで

いる。 

特になし 特になし 

留学生の受入れを促進

するために学校が行う

教育課程、教育内容・方

法等について国内外に

学校ホームページによ

る公開、海外事業部に

よる広報活動によって

情報発信に努めてい

特になし 特になし 
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積極的に情報発信を行

っているか。 
る。 

 記載責任者 職・氏名 副校長  味 村 吉 浩 

 

小項目 チェック項目 評定 現状の取組状況 課   題 今後の改善方策 参考資料 

10-37-1 
学生のボランティア活

動を奨励し、具体的な活

動支援を行っているか。 

ボランティア活動など

社会活動について、学校

として積極的に奨励し

ているか。 

4 

奨励している。 今年度は新型コロナウ

イルスの影響により社

会活動に参加する機会

が極めて少なかった。 

特になし。 

ボランティアスタッフ

募集関連受領文書 

活動の窓口の設置など、

組織的な支援体制を整

備しているか。 

教務部が窓口となっ

て、支援体制をとって

いる。 

特になし。 特になし。 

ボランティア活動実績

を把握しているか。 
把握している。 特になし 特になし 

ボランティアの活動実

績を評価しているか。 
卒業年次に評価して、

表彰を行うなどの措置

を講じている。 

特になし 特になし 

ボランティアの活動結

果を学内で共有してい

るか。 

学内でボランティア活

動結果の報告の機会を

設けている。 

特になし。 特になし。 

 記載責任者 職・氏名 副校長  味 村 吉 浩 

 

中項目総括 特記事項（特徴・特色・特殊な事情等） 

学校施設・設備等の開放については学校安全の観点からこれに至っていないが、

申請を経て審査の上、随時貸与のかたちを取っている。留学生数の増加に伴っ

て、受入れ体制も整備されてきている。ボランティア活動については学生のみ

ならず教職員も参加するようにしているが、授業日や授業時間帯と重なること

によって公認欠席扱いとはするものの、学生の学修成果に不安を残す。 

 

 

 記載責任者 職・氏名 副校長  味 村 吉 浩 
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